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プロローグ　新婚初夜の失敗













「泣いている女は抱けない。今夜は中止する」

　目の前の男が眉み間けんに皺しわを寄せそう告げたのを、モニカは死刑宣告を受けたような気持ちで聞いた。

「ご……ごめんなさい。泣くのは我慢します。だから……」

　琥珀色アンバーの瞳からポロポロと流れる涙を必死に手でぬぐう。けれど気持ちが焦っているせいか涙は止まるどころか、ますます溢れ頬を伝って枕を濡らすばかりだ。

　モニカが必死に泣きやもうとしているうちに男――彼女の夫であるリュディガーは、覆いかぶさっていた身体からだを離しナイトガウンを着るとベッドからおりてしまった。

「待って、待ってください、リュディガー陛下！」

　必死に引きとめようとするモニカの声に、リュディガーはわずかに振り向き彼女を見やった。

　暗い部屋では純黒に見える彼の瞳にベッドサイドのランプが映り込み、本来の色である深い翠みどりが甦よみがえる。その翠すい眼がんに見つめられ、モニカは胸の高鳴りと共に緊張を覚えた。

　リュディガーのグリーン・アイは美しい。まるで翡ひ翠すい石せきのような輝きを持つ瞳に見つめられると、うっとりと酔いしれてしまいそうになる。

　けれど美しいのは瞳だけではない。リュディガーは人目を惹かずにはいられないほど端正な顔立ちをしていた。

　男らしく精せい悍かんな輪郭に、高い鼻。切れ長の瞳には長い睫まつげが縁取っていて、大人らしい落ち着いた雰囲気を醸かもしている。髪は茶色がかった黒で、前髪をあげ横に流すスタイルは彼にとても似合っていた。

　リュディガーの妻という立場になっても、モニカはその美しさになかなか慣れない。見つめられるたびに胸がドキドキしてしまう。

　けれど今は状況が状況だ。しかも彼の表情からは、決してよいとはいえない機嫌が窺うかがえた。ひそめた眉まゆと引き結んだ口元が、モニカに対する非難を含んでいるように見える。

「あ……」

　その様よう相そうに萎い縮しゅくし、モニカは口をつぐんでしまった。それを見たリュディガーは踵きびすを返すと寝室のドアへと向かっていってしまう。

　開かれた扉から出ていく夫の背を見つめ、モニカは絶望的な思いで両手で顔を覆った。

（呆れられてしまった……。リュディガー陛下に嫌われてしまったわ。みんなが、国民が期待しているのに、私は皇后の義務を果たせなかった……）

　目の前が真っ暗になり、閉じた瞼まぶたの裏が熱くなってくる。

　モニカはひたすらに自分が情けなくなった。新婚初夜など世界中の誰もが経験し、問題なくこなしていることだ。それなのに自分は緊張と痛みに耐えきれず、閨ねやでさめざめと泣いてしまったのだ。夫の気持ちが萎なえるほどに。

　胸がつぶれそうなほど彼女が自分をふがいなく思うのには理由があった。

　モニカは普通の新妻ではない。この大陸で一番の大国、ゲオゼル大帝国の若き君主、リュディガー皇帝に嫁いだ身なのだ。

　皇后は皇帝と契りを結び、子を成す務めがある。それは世せ襲しゅう制で帝位が継がれるゲオゼル帝国にとって、皇后に課せられる一番重要な義務でもあり、四千万人を超える国民の大いなる希望でもあるのだ。

　その第一歩でもある初夜を、彼女は失敗してしまった。夫を男として悦よろこばせ子こ種だねを受けいれるどころか、情けなくべそをかいて、呆れた夫に行為を中断されてしまったのだから。

　皆の期待に応えられなかったこと、そして夫であるリュディガーにきっと呆れられたであろうことが、モニカは悲しくてたまらない。

（明日は必ず成功させなくちゃ……。もう絶対に泣かないように頑張らなくちゃ……）

「……だからリュディガー陛下……、私を嫌わないで……」

　ベッドの上で涙をこらえる若き皇后の呟つぶやきは、静まり返った寝室の闇に消えた。




　寝室を出たリュディガーは閉じた扉にもたれかかり、フゥッと大きく息を吐き出す。

　そして、さっきまでふれていた新妻の柔やわ肌はだの感触を消し去るように、自分の手を強く握り込んで考えた。あそこで欲情を抑えられた自分を褒ほめてやりたい、と。

　まだ昂たかぶった身体の熱は冷めていない。ずっと抱きたかった女を初めて閨に組み敷いたのだ、簡単に興奮が治まるはずがない。

　モニカの潤うるんだアンバーの瞳が自分を見つめ、果実のような唇が恥ずかしそうに甘い息をこぼす姿を見たとき、リュディガーは自分が獣けものになってしまうのではないかと思った。

　けれど、理性を忘れそうになったそのとき。モニカの瞳から宝石のような涙がひと粒こぼれ落ちた。

　驚いているうちに涙の雫しずくは次から次へと溢れ出し、ついに彼女は肩を揺らしてしゃくりあげ始めてしまう。

　その泣き顔すらも扇せん情じょう的てきに感じる雄おすの本能を留とどめたのは、愛する新妻に無理をさせたくないという想いだった。

　モニカは少し臆病な性格だ。そんな彼女に初めての共寝で、愛し合うことは苦痛だという印象を与えたくない。日を改めるべきだと、リュディガーは判断した。

『泣いている女は抱けない。今夜は中止する』

　そう告げてさっさとベッドから出なくては、昂ぶった欲望は振り払えなかっただろう。

　本当はモニカが泣きやむまでそばにいてやりたかったが、それではなかなか身体の熱を冷ますことはできない。リュディガーは後ろ髪を引かれる思いで部屋を出た。

　しかし薄暗くひんやりとした廊下に出たものの、彼はなかなか部屋の前から離れられずにいる。

　未練がましい自分に自じ嘲ちょうの溜ため息いきを吐き、しばらく目を閉じて気分を落ち着かせてから、リュディガーは廊下の突き当たりにある部屋まで行きノックをした。

　夜中にもかかわらず、扉はすぐに開きフロックコートにネクタイを結んだ従じゅう僕ぼくの男が顔を出す。

「寝室にいる皇后に温かい飲みものを運んでくれ。そうだな……蜂はち蜜みつを入れたものがいい」

　リュディガーが命じると従僕は恭うやうやしく頭を下げ、すぐに準備へと取り掛かった。

　――これで彼女の気持ちが休まるといいが。

　夫婦の閨ではなく自分の寝室へと向かいながら、リュディガーはそう願った。

　ベッドで悲しみに耐える妻が、温かい飲みものより夫に戻ってきてほしいと願っているなど、これっぽっちも気づかずに。
















第一章　永遠の初恋を













　ゲオゼル帝国皇帝夫妻が初めて出会ったのは五年前。

　リュディガー・ヨハン・マリウス・アルムガルドが二十歳、モニカ・ヘレーネ・クラッセンが十三歳の夏だった。

　半年後に戴たい冠かん式しきを控えた当時皇太子のリュディガーにとって、その夏の休暇は心からくつろげる最後の長期休暇だったといえよう。

　この頃のゲオゼル帝国はところどころで暴動が起き、決して安あん泰たいとは言いがたい状態にあった。リュディガーの父であり当時の皇帝であったドミニクは外交と軍事に弱く幾いく度どとなく領土争いの戦争に負け、大帝国の衰すい退たいを恐れる国民に強く退位を求められていた。

　世襲制とはいえ皇太子リュディガーの帝位継承が二十歳という異例の若さでおこなわれるのには、そんな明るくない理由があった。

　帝位を継承したあとは問題が山積みである。暴動の制圧、ドミニク帝政で失った皇室威信の回復、領土の奪だっ還かん、軍事の立て直し……。

　若き次期皇帝の肩にのしかかる問題の数々を思えば、せっかくの休暇と言えどリュディガーはとても明るい気分になどなれない。

　アルムガルド家は夏になると帝都を離れ、自然に囲まれた避暑地シュゲルの城で休暇を過ごすのが恒例となっていた。

　丘の下に湖の望めるシュゲル城は、ロマネスク建築の名残を留めた石壁の外観だ。部屋数は二百足らずとこぢんまりしたものだが、近年改装された内装は機械織りのカラフルなカーペットや大理石の壁で覆われ、各部屋にこうもりの翼の形をしたガス灯とうが吊つり下げられた豪華なものとなっている。

　涼しく爽やかな気候、雄大な景色、過ごしやすく不自由のない部屋。けれどそんな快適な休暇に来ていてもリュディガーの心は晴れず、彼は自室にこもって持ち込んだ書類の決裁ばかりしていた。




「兄さん。少しは休きゅう憩けいして居間に下りてきなよ。モニカがサクランボのケーキを焼いたんだ、お茶にしよう」

　せっかくの休暇だというのに政務ばかりしている兄を心配して、五つ下の弟エルヴィンが部屋まで声をかけにきた。

　けれどその親切にまでリュディガーは渋い顔をする。

「いらん。甘いものは嫌いだ」

　とりつくしまもない兄の態度に、エルヴィンは眉尻を下げて肩をすくめる。

　ただでさえ帝位継承後の重責に悩ましいリュディガーが、シュゲル城に来てからますます不機嫌になっているのには、もうひとつ理由があった。

　今回の休暇には来客がいる。同じく避暑地シュゲルの別荘へ旅行に来ていたクラッセン一家だ。

　クラッセン一家は、ゲオゼル帝国の同盟国チェルシオ王国の公こう爵しゃく家だ。そしてリュディガーの母ドーリスの遠とお縁えんにあたる。

　陣中見舞いに来たクラッセン一家は、母同士、子同士が意気投合ししばらく城に滞在することとなった。部屋はたくさんあるし客人をもてなすことが好きなドーリスも子供たちも大歓迎だったが、ピリピリしているリュディガーだけは不満を募つのらせていた。

「あの小娘たちはいつまでいるつもりだ。早く別荘へ帰れと言え」

　エルヴィンに背を向け再び執務机に向かいながら、リュディガーは苛いら立った口調で告げる。

「ひどいこと言うなあ、兄さんは。僕はもっとずっとモニカにここにいてほしいよ。あんな可愛い子と毎日お茶が飲めるなんて、最高の休暇だ。ああ、この休暇が終わってモニカと離ればなれになる日のことを思うと、今から胸が痛いよ」

　うっとりと夢見るような口調で反論した弟に、リュディガーはますます眉間に深い皺を刻んだ。

　アルムガルド家は男ばかりの三人兄弟だが、クラッセン家は十三歳の姉と八歳の妹のふたり姉妹だ。エルヴィンはふたりの可愛いプリンセス、特に姉のモニカにすっかり心酔してしまっている。愛おしい妹でもできた気分なのだろう。

　そんな弟の態度が、リュディガーをさらに不愉快にさせる。

　リュディガーが朝や夕にふと窓の外を見ると、中庭で庭師と一緒に花を摘つんでいる少女をよく見かけた。明るいブロンドの髪に青いリボンのついたサンハットをかぶった少女は、はにかんだような笑顔を浮かべノアゼット・ローズを丁寧に摘んでいる。花を大切に愛めでるように扱う姿は純朴でいながら可か憐れんで、リュディガーは何度も少女に目を奪われることがあった。

　けれど、彼女は二階の窓からリュディガーが見ていることに気づくと気まずそうにモジモジとした後、走って庭の奥へと逃げてしまう。

　エルヴィンが「モニカはとっても恥ずかしがり屋なんだよ」と言っていたが、あんな風にあからさまに逃げられると、自分が悪者にでもなったみたいで気分がよくなかった。

　ましてや昼間は一階の応接間から、エルヴィンたちと仲睦むつまじそうな声が聞こえてくるのだ。自分だけひどく避けられている気がして、リュディガーはますます面白くない。

　七歳も年下の、まだ礼儀もわからぬ子供のすることだ。そう頭では理解していたが、次期皇帝としての憂うれいに囚とらわれている今のリュディガーには、無邪気に自分を避けるモニカがなんとも目め障ざわりに思えた。

　それなのに朝や夕になるとつい窓から中庭を覗のぞいてしまい、また逃げられてまた苛立つ。その繰り返しに辟へき易えきした彼は、いっそ早くクラッセン家がこの城から立ち去ることを願うようになっていた。

　そんな次期皇帝の青年と公爵家の少女の隔たりが変わらないまま、一週間が過ぎた日のことだった。




「うるさい!!」

　シュゲル城の二階に、リュディガーの怒鳴り声が響き渡った。

　きゃあきゃあと嬌きょう声せいを上げながら階段を駆け上のぼっていたクラッセン家の次女エラとアルムガルド家の三男ニクラス、そしてふたりを注意しながら追いかけてきたモニカは、威圧的な怒声に身体を硬直させる。

　この日は朝から雨降りで、幼いエラとニクラスは元気を持て余し城中を走り回っていた。ふたりの面倒を見ていたモニカは、うるさくしてはいけないとさんざん窘たしなめたのだが効果はなく、どうやら最悪の事態を招いてしまったようだった。

　自室から勢いよく飛び出し一いっ喝かつしたリュディガーの姿を、エラもニクラスもモニカもぽかんと見ている。

　やがて怒声を聞きつけた侍じ女じょが「だから言ったではないですか、リュディガー殿下のお部屋の近くに行ってはならないと！」と顔を青ざめさせて駆けつけたのを見て、リュディガーは不機嫌な表情のまま大きな音をたててドアを閉めた。

　幼いエラとニクラスがだんだんと泣きだしそうな顔になっていく。モニカはふたりを落ち着かせるため抱き寄せようとして気づいた。自分の手が震えていることに。

「お姉様、あのひと怖い……」

　目に涙を浮かべ抱きついてきたエラの頭を撫なでながら、モニカの胸も恐怖と緊張に早はや鐘がねを止められずにいた。

（リュディガー皇太子殿下って、なんだか近づきにくい……。ニクラスもエルヴィンも明るくて優しいのに、どうしてあの方はあんなに厳しくて怖いのかしら……）

　中庭で花を摘んでいるときも、強い視線を感じて建物を見上げると必ずリュディガーが厳いかめしい表情で立っていた。気軽に手を振ることもできず、モニカはいつも気まずいものを感じていた。

（やっぱり次期皇帝になられる方は厳格でなければいけないのね。とても尊敬するけれど……仲よくなるのは難しそう……）

　ずっしりと胸が重くなるのを感じながら、モニカはすっかり元気をなくしてしまったエラとニクラスと手を繋つないで、一階の居間へと戻っていった。

　それ以来、モニカはますますリュディガーを避けるようになってしまう。彼を怒らせてはいけないと、二階にすら近づかないありさまだ。

　中庭に出ると窓からリュディガーが見ていることがあるので、毎日楽しみにしていた薔ば薇ら摘みもやめてしまった。

　けれど、オータム・ダマスクローズの蕾つぼみが綻ほころびはじめたと庭師が教えに来てくれて、開花を楽しみにしていたモニカは見にいきたくてたまらなくなる。

（どうしよう、とても見にいきたいけど……リュディガー殿下に見つかったら、なんだか怖いし……）

　もともと内気なモニカはもはや彼の視界に入ることさえ萎縮していたが、ずっと楽しみにしていた開花を見ることもあきらめられず、うんと悩んでからひとつの策を思いついた。

　それは、まだ誰も起きてこない早朝にこっそりと中庭に行くことだった。

（夜明け頃ならきっとリュディガー殿下もまだ起きてこられないわ。庭師のおじさんも起きていないかもしれないけど……いいわ、ひとりで行っちゃおう）

　母からは外に出るときは必ず侍女をつけなくてはいけないと言われているが、中庭ぐらいなら大丈夫だろうとモニカは考える。

　そうして翌朝、日が昇る時刻に目を覚ますと、モニカは白い綿のカジュアル・ドレスをひとりで着て足音をたてないように部屋から出ていった。城の玄関口には警備の兵が立っているため、厨ちゅう房ぼうの裏口からこっそり中庭へ出る。

　日が昇り始めてきたので足元に困ることはなかったが、湖や林が近いため外は朝もやに煙けむっていた。

　視界の悪い中、オータム・ダマスクローズの花壇の位置を思い出しながら、モニカは中庭を歩く。半円アーチの外廊下を横切り、花壇に繋がる石畳の道を駆けだしたときだった。

「きゃっ！」

　朝あさ露つゆで湿った石畳に足を滑らせ、モニカは前のめりに転んでしまった。

　しかも運の悪いことに滑った足をくじいたようで、激しい痛みを右の足首に感じる。

「いっ……た……」

　モニカはなんとか身体を起こすと、濡れた地面に尻をつけて座り込んだ。白いドレスは泥で汚れ、ひどく情けない姿になってしまった。

（どうしよう……。こっそり抜け出したのに、服を汚してこんな怪け我がまでしてしまって……。きっと叱られる）

　くじいた足首が痛くて立ち上がることもできず、モニカは悲嘆に暮れる。

（ばちが当たったんだわ……。お母様との約束をやぶったり、リュディガー殿下の目を避けようとコソコソしたから……）

　自分のしたことが途端に罪深いものに思えて、モニカはその場に座り込んだままグスグスと泣きだしてしまった。

　少し晴れてきたもやの向こうに、転んだ拍ひょう子しに飛んでいってしまったサンハットが見える。青いリボンのついたお気に入りの帽子に手を伸ばすが、座ったままでは届かない。

　そのとき、もやの向こうから手が伸びて誰かがモニカのサンハットを拾い上げた。

　驚いて目を丸くした彼女の前に姿を現したのは――絹のシャツとトラウザーズ姿のリュディガーだった。

「あ……」

　彼の姿を見つめ、モニカは言葉をなくす。

　起き抜けなのだろうか、いつもきれいに横へ流している前髪が今は随ずい分ぶんとラフだ。けれど表情はやはりいつもと変わらず厳めしい。眉間に皺を寄せた状態でモニカを見下ろしている。

　リュディガーがなぜこんなところにいるかはわからないが、地面に座り込んでいる自分を怪け訝げんに思っているのだろうとモニカは感じた。

（きっと叱られる……ううん、呆れられるわ）

　遠慮なく向けられる視線にたえきれず、顔をうつむかせてしまう。けれど。

「……え？」

　リュディガーは手にした帽子をモニカの頭にかぶせると、いきなり彼女の身体を両腕に抱き上げてしまった。

「リュ、リュディガー殿下？」

　あまりに驚いて、モニカは横抱きに抱えられたまま顔をひきつらせた。

「降ろしてください、あの……重たいですし、このままじゃ殿下の服まで汚してしまいますから……」

　男性に、しかも皇太子殿下に抱き上げられるなどとんでもないと思い、モニカはしどろもどろに訴える。

　するとリュディガーはわずかに眉根を寄せ、彼女の顔を見てから口を開いた。

「転んで怪我をして歩けないのだろう。城内まで運んでやるから、おとなしくしていなさい」

　その言葉に、モニカはますます驚いてアンバーの瞳をまん丸くしてしまう。

「ど、どうして……」

　人目を盗んで中庭に来たはずなのに、どうしてリュディガーはモニカが転んだことを知っているのか。ましてやそれを知ってどうして彼が助けに来てくれたのか、モニカにはまったくわからない。

　城に向かって石畳の道を歩きながら、リュディガーは前を向いたまま喋しゃべり始めた。

「寝室の窓から外を眺めていたら、もやの中に青いリボンのハットが見えて、すぐあなただと気づいた。それが道の途中で急に動かなくなったから、おかしいと思って見にきたんだ」

　彼の目を避けるため早朝を選んだはずだったのに、まったく意味がなかったことを知ってモニカは密かに呆ぼう然ぜんとする。

「ご心配かけてすみません……。あの、でも……わざわざ殿下が来られなくても、侍女に申しつけてくだされば……」

　心配をさせたうえ、皇太子直じき々じきに運んでもらうなど畏おそれ多くて、モニカは萎縮せずにはいられない。なんだか気まずくて、抱かれた身体がソワソワする。

　けれど彼はフゥッと短い溜息を吐くと、少しだけ口調を強くして言った。

「あなたはあまり俺に頼りたくないようだな。同じ屋根の下で過ごす親戚を気遣ったつもりだが、迷惑だったか」

「い、いえ！　そんなことは……！」

　意外なことを言われてしまい、モニカは必死になって首を横に振った。迷惑などと思っているわけではない。ただ恐縮して戸惑っているだけなのだ。

　せっかく助けに来てくれたのに気を悪くさせただろうかと、モニカは抱かれている腕の中からそっと彼の顔を盗み見た。

　前髪をラフにしているせいか普段より若々しく見える顔は凛り々りしく端正で、うっかり見み惚とれそうになる。

　まだ異性に恋をしたことのないモニカにも、彼の容姿が男性として魅力的だということは理解できた。

　名門の家柄に生まれ選ばれた血筋を持つせいだろうか、二十歳という若さでもリュディガーは充分に威厳と品格を感じさせる。それは魅力でもあるが、まだ少女であるモニカには畏い怖ふにも感じられた。

　けれどしっかりと抱きかかえてくれる大きな手は頼もしく温かくて、あんなに強く覚えた緊張感は次第に消えていった。

（近づきがたいお方だと思ってたけど……そうでもないのかも……）

　そんなことを思っているうちにリュディガーは裏口から城内に入り、モニカを部屋の前まで送り届けてくれた。

「今、侍女を呼ぶ。そこで待ってるといい」

　モニカを腕から降ろし扉の前でそう言うと、彼は踵を返してさっさと行ってしまう。どうやら部屋にまで入るのは遠慮しているようだ。

　どんどん廊下の奥へ遠ざかっていくリュディガーの姿を見てハッとしたモニカは、慌ててその背に呼びかける。

「あっ、あの……！　ありがとうございました、リュディガー殿下！」

　内気な彼女にとっては、頑張って出した大声だった。

　けれど彼は振り向きもしなければ足も止めなかったので、勇気を出したモニカの礼は届いたかどうかわからない。




　翌日。モニカは城の厨房を借りて菓子作りに励んでいた。

　捻ひねった足は軽いねんざで、しばらくは外を歩いたりエラやニクラスと遊んだりはできそうにないが、オーブンと調理台の間を行き来するぐらいなら大丈夫そうだ。

　エルヴィンやニクラスが喜んでくれるので、ここに来てからはほぼ毎日お茶菓子を作っていたが、今日はラズベリージャムを使った甘いクッキーの他に、カッテージチーズを挟んだビスケットも焼いている。

　そうして焼き上がってからしばらく置いて味を馴染ませると、モニカは居間へ持っていくトレーとは別に、薔薇の絵がついた白磁の皿へチーズのビスケットを盛った。

（これならリュディガー殿下のお口にも合うかしら……）

　可愛らしく膨ふくらんだ三日月形のビスケットを見て思う。

　彼は甘いものが苦手だとエルヴィンから聞いていたので、甘みを抑えた菓子を作ってみたのだが、果たして食べてもらえるだろうか。

　部屋へ持っていったところで迷惑だと叱られるだろうかと躊ちゅう躇ちょもしたけれど、モニカはどうしても昨日のお礼がしたいと思ったのだ。

　昨日助けられてからモニカは彼のことばかり考えている。リュディガーのことを厳格で近づきがたいとずっと感じていたが、もしかしたらそれは自分の思い込みだったのかもしれない。

　怪我をしたモニカを見つけすぐに駆けつけただけでなく、わざわざ自らの手で部屋にまで運んでくれた彼は、少なくとも冷たい人間ではないだろう。

　そんな彼に感謝の気持ちを伝えたくて、モニカはワゴンにティーセットとビスケットの皿を乗せると、侍女に手伝ってもらいながらそれをリュディガーの部屋まで運んだ。

　リュディガーは今日も朝から執務室にこもっている。浮うき彫ぼりの施されたマホガニーの扉をモニカは緊張しながらノックし、おそるおそる声をかけた。

「で、殿下。モニカです。お茶をお持ちしたので入ってもよろしいでしょうか？」

　返事はしばらくなかった。緊張のあまり唾を飲みこんだモニカが、もう一度ノックしようとしたとき。

「入れ」

　低いけれどはっきりした声が返ってきた。

　扉脇に立っていた衛兵に手伝ってもらい、モニカはワゴンと共に部屋に入る。執務机の前に座っているリュディガーは椅子ごとこちらを向いていて、やはり不機嫌そうな表情をしていた。

「なぜあなたが従僕のような真似をする。それに怪我をしているんじゃないのか」

　モニカがなにかを言う前に、眉間に皺を刻んだリュディガーがそう口にした。その威圧的な雰囲気に、叱られている気分になり身体がすくみそうになる。

　けれど、彼の視線が包帯を巻いた足首に向けられていることに、モニカは気づいた。

（リュディガー殿下は怒っているわけじゃないんだわ。私を心配してくださっているんだ……）

　そう考えると、全身の緊張が解けた。

「あの……怪我は大丈夫です。侍女にここまで来るのを手伝ってもらいましたから。それに、今日のお茶はどうしても私がリュディガー殿下に運びたかったのです」

　モジモジとドレスの裾すそを握りながら、それでもはっきりとモニカが言うと、彼は息をひとつ吐いてから表情を少しやわらげて言った。

「運んでくれたことは感謝しよう。けれど怪我人が動き回るのは感心しない。あとは近きん侍じにやらせるから、あなたは下がりなさい」

　その台詞せりふを聞いて、やはりリュディガーは冷たい人間ではないとモニカは確信する。きちんと話せばこちらの気持ちを受け入れたうえ、気遣いまでしてくれるのだ。

　本当は給仕までして彼のために焼いた菓子の感想を聞きたかったけれど、せっかく心配してくれている気持ちをむげにもしたくない。

　モニカは一礼をするとワゴンを置いて、部屋から出ていくことにした。




　こんなにソワソワとした時間を過ごしたのは初めてかもしれない。

　居間でみんなとお茶を飲んでいるときも、エラとニクラスに本を読んであげているときも、モニカはリュディガーのことばかりが気になった。

　果たして菓子は食べてもらえただろうか。おいしいと思ってもらえただろうか。そればかりが頭に浮かんで、なにをしていても上の空だ。

　やがてエラたちが外へ遊びにいってしまうと、モニカはこっそりと厨房を訪れた。

　そして洗い物をしている小間使いに、恐きょう々きょうと尋たずねてみる。

「ねえ、リュディガー殿下のお部屋のワゴンはもう下げたの？」

「はい。さきほど」

「お、お菓子のお皿は空っぽだった？」

「はい。なにも残っていなかったようですが」

　その答えを聞いて、モニカは嬉しくて跳び上がりそうになってしまった。

　思わず笑みを浮かべてしまいそうになる顔を両手で押さえて、慌てて小間使いに背を向ける。

「えっと、あの、殿下はなにか仰ってなかった？　おいしいとかまずいとか」

「さあ。ワゴンを下げてきたのは他のものですので、私はなにも」

「そう、ありがとう」

　高揚する気持ちを隠すように、モニカは包帯を巻いた足を引きずりながらもその場から足早に立ち去った。

　今まで家族や親戚に何度も手作りの菓子を振る舞い褒めてもらってきたが、こんなに嬉しいと思ったのは初めてだ。

　ほんのわずかかもしれないし、勝手に思い込んでいるだけかもしれないけれど、リュディガーとの距離が縮まったような気がして、モニカの胸はずっと温かいままだった。




　翌日もモニカは彼のために菓子を焼いた。

　今日は、ヨーグルトを混ぜたクレープでサワークリームを巻いたものだ。とてもさっぱりしているので、少しだけジャムを添えた。これぐらいなら甘いものが苦手でも食べられるだろう。

　昨日と同じように自分でワゴンを押して部屋まで運んだが、リュディガーはモニカの足を心配そうに少し見やるだけで咎とがめなかった。

　そして数時間後に厨房を覗きにいくと空になった皿が下げられてきており、モニカはまたしても胸が熱くなるほどの歓喜を覚えたのだった。

　けれどその翌日は残念ながら菓子は必要なかった。リュディガーが急な公務で朝から出かけてしまったからだ。戻るのは夜中らしい。

　残念に思ったモニカだけれど、代わりにいいことを思いついた。

　庭師に頼んで白いノアゼット・ローズを摘んできてもらうと、それを縁に金彩の飾られた青い磁器の花瓶に活け、リュディガーの部屋に飾った。

　殺風景だった彼の執務室は清楚な華やぎを見せたけれど、留守中に出すぎた真似をしてしまっただろうかとモニカは少し不安にも思う。

　喜んでもらえたらいいなという期待と叱られるだろうかという不安を抱きながらリュディガーの帰りを待ったモニカだったが、あいにく彼が帰城したのは深夜で、この日は顔を合わせることはできなかった。

　けれど翌日。朝食が済むとモニカはすぐにリュディガーの部屋へ呼ばれた。

　いつものように彼がいる執務室へと向かう足取りは緊張している。勝手に花を飾ったことを叱られる可能性もぬぐい切れないからだ。

　マホガニーの扉の前で深呼吸をしてからモニカはノックをした。名乗るとすぐに「入れ」と中から声がして、衛兵が観音開きの扉を開けてくれた。

　中に入ると、執務机の前から立ち上がったリュディガーにソファーに座るように促された。

　クリーム色の壁紙と鏡かがみ板いたで覆われた部屋には、ローズウッドの執務机や椅子、書棚などの他に応接セットもある。

　テーブルの上には昨日飾ったノアゼット・ローズがあり、それを見てモニカは密かに安あん堵どの息を吐いた。

　テーブルを挟んでリュディガーは向かいの席に座ると、突然手に持っていた小さな箱を差し出してきた。

「え？」

　何事かわからずモニカは瞬まばたきをしながら箱を見やる。小箱には赤いリボンが掛けられ、職人とおぼしきものの名も入っていた。

　ずっと不思議そうな顔をしたままモニカが手を伸ばさずにいると、リュディガーはテーブルに箱を置いてからソファーに深く座り直した。

「土産みやげだ。昨日公務で行った街は鉱石のカットに定評があって、職人が腕を競い合っている。そこで一番評判がいい職人のものを選んできた」

「え……、お土産……ですか？　わ、私……に？」

「他に誰がいるんだ」

　モニカは信じられない思いでいっぱいだった。まさかリュディガーがお土産を買ってきてくれるなどと、誰が想像できようか。それも、さも当然のように言われてしまっては驚くなというほうが無理だ。

　小さな箱と彼の顔を交互に見やり、モニカはおずおずともう一度尋ねる。

「い、いいのですか？　私が頂いてしまって……」

　するとリュディガーは、まっすぐ見つめてくる彼女のアンバーの瞳から視線を逸そらすように、わずかに目を伏せて言った。

「……あの茶菓子を作ったのはあなただろう。甘くなくてうまかった。その礼のつもりだ。それから、その薔薇を活けてくれたことも、感謝している」

　いつもより少し歯切れの悪いリュディガーの言葉を聞いて、モニカの頬が一気に赤く染まった。

　なにも伝えられなかったけれど、彼は気づいてくれていたのだ。モニカがリュディガーの舌に合う菓子を焼いたことも、部屋に花を飾っておいたことも。

　しかも褒められたうえにお礼と称して贈り物までされるだなんて。まるで夢でも見ているようで、モニカの胸はなんだかドキドキしてしまう。

「お、お褒め頂き恐縮です。お口に合ってよかった……」

「菓子はどれも甘ったるくて避けていたが、あなたの作るものならさっぱりしていて食べられる。ビスケットもクレープも初めて口にしたが、悪くなかった」

　よほど気に入ってくれたのだろう、リュディガーの口調が饒じょう舌ぜつ気味になってきた。

「あれは私の国の農村で食べられているものなのです。チェルシオ王国は酪農が盛んですから、チーズやヨーグルトを使った菓子が多いのです」

　モニカも声を弾ませて返せば、彼は興味深そうに頷いて聞いてくれた。

　リュディガーが菓子を喜んでくれたことも、初めて会話らしい会話ができたことも、胸がワクワクするほど嬉しい。

　そして、わざわざモニカのために買ってくれたという目の前の土産の箱も、気持ちを高揚させた。

「開けてみるといい。あなたに似合うのを選んだつもりだ」

　改めて差し出された箱を手にし、モニカは頬を赤くしながらリボンをとく。

　まだ十三歳の彼女は、男性から個人的に贈り物をもらうなど初めてである。なんだか一人前のレディとして扱われたようで嬉しかった。

「わぁ……綺麗……」

　なめらかなビロード生地を敷いた箱から出てきたのは、見事な細工が施されたブローチだった。

　花と蔦つたを模したブローチはダイヤとエメラルドでできており、上品な輝きを放っている。派手ではないが洗練されており、モニカは王都でもこんな素敵な装飾品をつけている人を見たことがないと思った。

「すごく綺麗です……。でも、私なんかには勿もっ体たいないかも……」

　とても嬉しい反面、気き後おくれもしてしまう。これが相当値の張るものであるのは見ただけでわかる。まだ社交界デビューもしていない自分がこんな高価な装飾品をもらってしまってもよいのだろうか。

　眉尻を下げて戸惑った笑顔を浮かべたモニカだったけれど、リュディガーはまっすぐに瞳を向けて言った。

「そんなことはない。あなたのブロンドにそのブローチは映えるはずだ。気軽につけるといい」

　そのとき、モニカは初めて気づいた。リュディガーの瞳が翠色だったことに。

　遠くから見たり、前髪の影になっているときには黒色に見えていた。けれど、光の射し込む場所で近くから眺めると、どうやら彼の翠眼本来の色が見えるらしい。

（……なんて綺麗なの……）

　胸が大きく高鳴った。痛いほどの高鳴りは、モニカが初めて知るものだ。

　ドキドキと煩うるさい鼓動を感じながら、モニカはリュディガーに魅入った。

　手元のエメラルドと同じ色、けれど彼の瞳はもっと深くもっと美しい。見つめ続けていると、うっとりと吸い込まれそうになってしまう。

「……どうかしたか？」

　怪訝そうに眉をひそめたリュディガーに声をかけられて、モニカはハッと我に返った。

「いえ、なんでも……」

　慌てて視線を逸らすも、胸の高鳴りは治まらない。自分の心臓が壊れてしまったのではないかと焦ったけれど、嫌な気分はしなかった。むしろ、嬉しくてたまらない心地だ。

「あ、ありがとうございます。リュディガー殿下。大切にいたします」

　手の上のブローチをきゅっと大事に包み込む。ただでさえ素敵なものだけど、彼の瞳と同じ色だと思うと、ますますこの贈り物が嬉しく思えた。




　その日から、ふたりの距離は急速に縮まった。

　モニカは毎日のようにリュディガーのための菓子を特別に焼き、それを執務室に運んだ。

　それまではワゴンを置いただけで去ってしまっていたが、彼から一緒にお茶を飲んでいかないかと誘われ、ティータイムを共にするようになった。

　その中で『読書が好き』だとモニカが話すと、リュディガーは書斎の本棚を開放してくれた。好きなものを自由に読んでいいと。

　皇太子の持つ貴重な書物の数々にモニカは目を輝かせ、時間の許す限り書斎にこもるようになった。

　すると、そのうちリュディガーも仕事道具を持ち込み書斎で過ごすようになった。

　黙々と本を読み続けるモニカと、黙々と書類の決裁を続けるリュディガー。ときどき本に書いてあるわからないところをモニカが質問すると、リュディガーは丁寧にそれを教えてくれた。

　会話はそれぐらいしかなく書斎はいつも静かだったが、モニカはこの時間をとても心地よくとても大切に思っていた。

　ときおり本から顔を上げて、テーブルで書類に向かっているリュディガーの顔を覗き見るのだが、彼もこちらを向いていてふと視線が合ってしまうことがある。そんなときは恥ずかしくて顔が赤くなってしまうのだが、そのくすぐったい気持ちがモニカには嬉しくてたまらない。

　書斎の本はゲオゼル語のものが多く、チェルシオの文字に慣れたモニカにとって読むのは簡単なことではなかったが、彼の母国語なのだと思うと積極的に学びたい気持ちが湧き出た。

　この夏だけで、モニカはゲオゼル語の読み書きがだいぶ上達したほどである。

　やがてふたりは一緒に早朝の散歩もするようになった。きっかけは、リュディガーが誘ってくれたからだった。

　シュゲル城の庭は広い。国立公園と森林豊かな狩猟場も有している。公園の入口近くには鍵のかかった門があり、その奥にある木々に囲まれ整備された小道は皇太子専用の散歩道だった。

　他者が一切立ち入らない散歩道は清涼で静かで、薄紫のアルタエアやピンクのグラジオラスが自然のままに咲き誇り、花好きのモニカの目を楽しませた。

「ここに来ると気分が落ち着く。ときどき息抜きに訪れていたけれど、他のものを入れたのは初めてだ」

　ゆっくりと小道を歩きながらそう話したリュディガーの言葉を、モニカは嬉しさと緊張の混じった思いで聞いた。

（私、だけ……特別に入れてくださったってこと……？）

　うぬぼれだろうかと自じ重ちょうしながらも、リュディガーの特別な存在になれたような気がしてソワソワしてしまう。

　しかも彼は足場の悪いところではモニカに腕を差し出し、優美に、かつ自然にエスコートしてくれるものだから、十三歳の乙女が夢心地になってしまうのも無理はないだろう。

　ふたりでいる時間はさほど多くはない。休暇に来ていてもリュディガーは公務で出かけることもあるし、来客に謁えっ見けんを求められることもある。モニカもエラたちの面倒を見たり、エルヴィンや母たちに誘われて街へ出かけることもあった。

　そんな中で共にお茶の時間を取り、書斎で過ごし、早朝に散歩をするのは、ふたりの大切な秘密の時間になっていった。

　そんなある日。

　モニカが書斎で本に夢中になっていると、ふと視線を感じた。顔を上げてみると、リュディガーがこちらをじっと見ている。

　目が合っても視線を外さないので不思議に思っていると、彼はモニカを見たまま自分の側頭部を指で示した。

「髪のリボンが取れかかっているぞ」

　言われてモニカが頭に手をやると、編み込んだ髪を結んでいたリボンがほどけて手にしなだれ落ちてきた。

「いけない、ほどけちゃった」

　乱れかけた髪を慌てて整える。しかしいつもは侍女がやってくれているので、ひとりでは難しい。

「すみません、リュディガー殿下。この押さえている髪にリボンを結んでもらえませんか？」

　少し前の彼女だったら、とても皇太子殿下にこんなことは頼めなかっただろう。けれど随分と距離が縮んだ今なら、これぐらいのお願いも聞いてもらえそうだと思った。

　ところが、モニカが椅子から立ち上がって、リボンを結びやすいようにとリュディガーに背を向けても彼が動く気配がない。

　両手で押さえた編み込みのハーフアップが崩れないようにそっと振り返ると、ようやくリュディガーはモニカが肩に乗せていたリボンを手に取った。

　静かな書斎に、リボンを結ぶ衣きぬ擦ずれの音が微かすかにする。やがて髪がきゅっと結ばれた感触がしたのでモニカは手を離し、後ろを振り向いた。

「ありがとうございます、殿下」

　けれどリュディガーはとても渋い表情をしている。こんな雑務をさせてしまったことを怒っているのだろうかと思ったが、どうやら違うようだ。

「……あまり上手く結べなかった。女のリボンなんか結んだことがないし、手先はあまり器用なほうじゃないんだ、すまない」

　意外な謝罪を受けてしまい、驚いたモニカは部屋に掛かっている鏡で自分の髪を窺うかがい見た。すると、白のレースがついた可愛らしいリボンは見事に縦結びになってしまっていた。

　鏡越しに気まずそうな顔のリュディガーと目が合い、モニカはうっかり吹き出してしまう。

「ふふ……あはは。ごめんなさい、笑ったりして。でも、すごく意外で」

　名門のアルムガルド家に生まれ、生を受けたときから皇帝の座を約束され、自他ともに厳格で、若くして威厳があって、リュディガーにできないことなどないと思っていた。

　そんな彼の意外な一面はあまりにも可愛らしく、それを恥じる姿はたまらなくチャーミングだ。笑ってはいけないと思いつつ、モニカはクスクスと肩を揺らしてしまう。

「あまり笑ってくれるな。ドレスブーツやハンティングシューズの紐なら上手く結べる。リボンは慣れていないだけだ」

　拗すねた声で言われてしまい、笑いすぎて怒らせてしまっただろうかと焦ったけれど、再び目が合うと今度はリュディガーも可笑おかしそうに笑いだした。モニカが初めて見る彼の笑顔だ。

「約束しよう。次にきみのリボンを結ぶ機会があったら、きっと上手く結んでみせる」

　切れ長の瞳を柔らかに細めて言った彼の姿に、モニカは涙が出そうなほど胸が苦しくなる。そしてようやく気がつく、自分が初めての恋をしていたことに。

　ふと切なげな表情を浮かべてしまったモニカに、リュディガーが目をしばたたかせた。

「どうした？」

「いいえ、あの……」

　慌てて頭を横に振ったモニカは、はにかんだ笑みを浮かべて彼を見つめる。

「う、嬉しいなって思ったんです。また殿下にリボンを結んでもらえるだなんて、光栄だなって」

　けれどその言葉に、今度はリュディガーのほうがなぜか口をつぐんでしまった。困っているような、なにか悩んでいるような表情を浮かべている。そして。

「……俺を〝ルディ〟と呼ぶのは嫌か？」

　そんな不思議なことを聞いてきた。

「……ル……？」

「ルディだ。子供の頃はそう呼ばれていた。今はその愛称で呼ぶものはいないけれど、親しいものになら呼ばれても構わないと思っている」

　それは、どういう意味だろうか。

　生まれて初めての恋に気づいたばかりの少女は、すぐにはその意味がわからない。

　今は誰も呼んでいない愛称を、自分にだけ使うことを許してくれた。いや、呼ばれたいと乞こわれた。

　うぶな胸がドキドキと早鐘を打ち、耳まで真っ赤に染まっていく。

　赤い顔をして固まってしまったモニカを見て、リュディガーも頬を微かに染めると、「嫌ならいいんだ。忘れてくれ」と慌てて背を向けた。

　しかし、モニカはびっしょりと汗を掻かいてしまった手を硬く握りしめると、勇気を出してその背に呼び掛ける。

「ル……ルディ……」

　しばらくの沈黙の後、振り返って「なんだ」と答えたリュディガーの声はかすれ気味で、顔は彼にしては珍しいほど赤く染まっていた。




　十三歳の夏を、モニカは一生忘れられないものになると思った。

　生まれて初めて恋をし、煌きらめくような毎日を過ごしたのだから。

　けれど、無情にも別れのときはやってくる。リュディガーたちよりひと足早く夏季休暇を終えるクラッセン家が、シュゲル城を発つ日がやってきた。

　この日の早朝、ふたりはいつものように秘密の散歩をしたが、モニカはずっと無言で俯うつむいたままだった。

　モニカはわかっていた。今日さよならをしたら、リュディガーとはきっともう会えないと。

　半年後に彼は大帝国ゲオゼルの皇帝になってしまうのだ。皇太子のときとは立場も責任もまったく違う。一国の公爵令嬢とはいえ、気軽に近づける存在ではなくなるだろう。

　しかもゲオゼルは動乱の時期にあるのだ。皇帝の座に就いた彼には目が回るような多忙な日々が待っている。休暇どころか謁見に伺ったところで会えるかどうかもわからない。

　こんな風に隣り合って散歩をすることももう二度とないのだと思うと、モニカは悲しくてたまらなかった。

　もっとリュディガーのことを知りたかった。もっとたくさん話をしたかった。そんな気持ちが溢れて止まらなく、最初の頃に彼を避けていた時期を後悔するほどだった。

　うっかりすると涙がこぼれてしまいそうで、モニカは唇をきつく噛みしめ俯くことしかできない。

　すると、木こ漏もれ日の差すリンデンバウムの下でリュディガーが足を止め、「モニカ」と呼びかけてきた。

「なぁに？　ルディ」

　泣いてしまわないように必死に笑顔を作りながら顔を上げる。リュディガーはそんなモニカをじっと見つめていた。

「きみに礼が言いたい。この休暇はとても楽しかった。……ありがとう」

　真しん摯しな眼差しと少しだけ照れた声色で紡がれたその言葉を聞いて、モニカの瞳がみるみる潤んでいく。

　ついに涙がひと筋頬を伝って落ちていくと、リュディガーは一瞬戸惑った顔を見せたが、そっと手を伸ばし濡れた頬をぬぐってくれた。

　モニカが少し落ち着くのを待ってから、リュディガーは再び言葉を紡ぐ。

「……ここに来たばかりのとき、俺はひどく苛立っていたんだ。次期皇帝として憂うことばかりで、休暇を楽しむ余裕もなかった。きみたちに八つ当たりをして怒鳴ってしまったこともあったな、悪かったと思っている。……けれど、モニカと共に過ごすようになってからは、本当に毎日が楽しかった。あれだけ曇っていた心が軽くなって……今までで一番楽しかった休暇かもしれない」

　ゆっくりと言い含めるように話す彼の言葉に、モニカも鼻をすすり上げながら頷いた。

「私も……ルディと一緒の時間が一番楽しかった。一緒にお茶を飲むのも、散歩をするのも、ルディとするのが一番好き。もっともっとあなたと過ごせたらいいのに……」

　わがままを言ったら困らせてしまうとわかっているけれども、モニカは口に出さずにはいられなかった。次期皇帝という立場の彼に恋をしてしまった自分の心が恨めしかった。

　ふたりの間にはしばらくの沈黙が流れ、風に揺れたリンデンバウムの葉擦れの音だけが聞こえる。

　ヒックヒックとしゃくり上げるたびに揺れるモニカの肩を、リュディガーの大きな手がそっと掴んだ。

「モニカ」

　呼びかけられて顔を上げると、目の前に彼の翠眼があった。モニカと同じ目の高さにまで腰を屈めたリュディガーは、いつも以上に真剣な表情をして口を開く。

「モニカ・ヘレーネ・クラッセン。きみに結婚を申し込んでもいいか？」

「……え？」

「もちろん、今すぐじゃない。モニカが大人になり、俺が皇帝として国を安泰させてからだ。――五年。五年後に、きみを妻として迎えたい」

　ざざ、と木々の間を夏の風が駆け抜けていく。

　モニカの煌めくブロンドがなびき、リュディガーの黒髪も揺れた。

　アンバーの瞳は夢見るような色を浮かべて潤んだままだ。突然の求婚に、夢か現実かもわからないほど胸がドキドキしている。

「わ……私が、ルディの妻に……？」

　大帝国の皇后になるなど夢にも思ったことはなかった。まだ少女のモニカにはそれがどんなものなのかは漠然としかわからないが、たいへんな責務を負う立場だということは理解できる。

　混乱の時期にあるとはいえゲオゼルは大陸において軍事、経済ともに随一の強豪国家だ。そこに嫁ぐということは大陸のファースト・レディになるということでもある。

　内気なモニカにとっては恐ろしさしか感じられない。とても自分のような引っ込み思案に務まるとは思えない。けれど。

「きみを愛している、モニカ。どうかこのリュディガー・ヨハン・マリウス・アルムガルドの妻になってほしい」

　初めて恋をした男に、情熱を灯した蠱こ惑わくの翠眼に、こんなにも真摯に乞われて断れる乙女がいるだろうか。

　モニカは抑え切れない想いというものを初めて知った。身体の奥から熱いものが込み上げて、気がつくと腕が勝手にリュディガーを抱きしめていた。

「私も……あなたを愛してる、ルディ。このプロポーズ、喜んでお受けします」

　通じ合った想いに歓喜のまま飛び込んだ彼の懐は、とても広く頼もしく感じた。

　大帝国の皇后になるのは、きっと簡単なことではない。けれど、モニカはその苦労ごと受けいれようと思う。

　愛するリュディガーと一緒ならば、きっと困難に立ち向かう勇気が湧いてくるはずだ。

　胸に飛び込んできたモニカを、リュディガーは両腕でそっと抱きしめた。

　そして、腕の中の小さな婚約者のつむじにキスをひとつ落とすと、深い翠色の瞳を和らげて囁ささやく。「ありがとう、モニカ」と。

　オークやリンデンバウムの枝から差し込む木漏れ日はキラキラと眩しいけれど柔らかさも含んでいて、夏の終わりを告げていた。




　シュゲル城から自国へ帰る馬車の中で、モニカはずっと幸せな心地に酔いしれていた。

　手にはリュディガーからもらったブローチをそっと包み込んでいる。

（ルディの妻になるため、立派な淑しゅく女じょにならなくっちゃ。しっかり勉強をして、花嫁修業もして……そうだ、お母様にお願いして多国語の家庭教師もつけてもらおう）

　五年後を夢見るモニカの胸は弾んでいる。大帝国の皇帝に相応ふさわしい花嫁になるために、学びたいことは数限りない。

　不安定な情勢の中、リュディガーが戴冠式を控えていることを考えると、今は婚約を公にはできない。あくまでふたりきりで交わした秘密の約束だ。

　けれど誠実で厳格なリュディガーが約束を反ほ故ごすることは考えられなかった。誰にも言えなくてもモニカは心から彼を信じ、花嫁になる日を真摯に信じる。

　この夏、共に過ごした幸福を忘れなければ、通じ合った想いを互いが忘れなければ、たとえ五年という月日が流れようとも約束は揺るぎないものであるはずだった。

　しかし――。

　五日後、馬車と汽車を乗り継ぎチェルシオ王国郊外にあるユーパリアの城に帰ってきたモニカは不幸な事故に見舞われる。

　城の階段から転落し、強く頭を打って意識を失ってしまったのだ。

　家族と医師が見守る中、モニカは二日後幸いにも目を覚ます。身体や言語にも障害はなく、後遺症もないものだと思われた。

「神様にお祈りが通じたんだわ。何事もなくて本当によかった」

　心の底から安堵した声で母が言ったのを、モニカも同意して頷く。

　しかし、少女は気づいていない。命を助けたことと引き換えに、神様は大切なものを預かってしまったことに。

　モニカは頭を打ったショックで記憶の一部を失っていた。それはとても短い期間のものだったので、本人も周囲のものも誰も気づくことはなかった。

　けれど、その失った記憶の中に、忘れてはいけない約束があった。忘れられないはずの思い出があった。

「神様のご加護に感謝しなくてはいけないわね」

　ベッドで手を組み神に感謝を捧げるモニカは、自分がなにを失ったかも気づいていない。

　煌めく夏の日、孤高の皇太子と恋に落ちたことも、翠の瞳に魅入られ胸のときめきを覚えたことも――ふたりだけの婚約を交わしたことも。

　十三歳の恋を忘れたまま、モニカは大人になった。
















第二章　望まない婚約













　ゲオゼル帝国第十六代目皇帝リュディガー・ヨハン・マリウス・アルムガルドは、稀代の名君と称えられている。

　二十歳という若さで帝位に就いてからわずか一年で国内の大きな暴動をすべて鎮圧し、国家に反旗を翻ひるがえすものを制圧した。

　その後、無駄に予算を費やしていた軍事を見直し、有能な武官を立てることで領土の奪還にも成功した。さらには軍事のみに頼らず国内工業の生産に注力することで外国との貿易を活発にし、外交を盛んにして幾つもの国と友好条約を結ぶまでに至ったのだ。

　国民からの支持率はみるみる回復し、皇室は完全に権威を取り戻したといえよう。

　リュディガーが新帝となって、たった五年の出来事である。

　ただひとつ、宮廷の内外から湧く不安の声といえば――リュディガー皇帝は妻を娶めとって跡継ぎを成さないのだろうか、というものだった。

　ゲオゼル帝国は代々政略結婚で同盟や友好を強化している。大陸随一の強豪国としては、まさに今こそ国力のある国と婚姻を結び、その威信を盤石なものにするべきだという意向が宮廷内のみならず庶民にまでもはびこっていた。

　その年の秋のことだった。リュディガー皇帝が珍しく帝都を半月も離れ、旅に出たのは。

　行き先は同盟国チェルシオ王国の郊外。帝都から馬車と鉄道を使い三日もかけて着いた先は、モニカの暮らすユーパリアだった。




　十八歳になった公爵令嬢のモニカはその日、朝からずっとソワソワしていた。理由は、一ヶ月前に送られてきたゲオゼル帝国からの手紙である。

　封ふう蝋ろうには皇族のお印しるしである大紋章が押されていた。二匹のユニコーンを携えた大紋章は、アルムガルド家のものである。そして四分割された盾エス紋章カッシャンには自国と属国の紋章がそれぞれ記され統合マーシャリングされている。これは国の元首、つまり皇帝にしか持てない紋章だ。

　ゲオゼル帝国からの正式な、かつリュディガー皇帝陛下個人からクラッセン家に送られてきた手紙は、モニカへの結婚の申し込みであった。

　大帝国からの突然の求婚に、モニカはもちろんクラッセン家のものは皆目を剥むいて驚く。

　モニカも社交界デビューを果たし結婚を考える歳頃ではあったが、まさかゲオゼル帝国から結婚を申し込まれるなどとは夢にも思っていなかった。

　この頃、大陸における皇族・王家には二種類の血筋があった。古くから代々伝わり『名門』と呼ばれ神に選ばれた高位とされる血筋と、それ以外である。

　チェルシオ国王はあいにく『名門』の血筋からは外れており、公爵家であるモニカも当然同じであった。

　伝統と威厳を重んじる大国はこの血筋を重視することが多い。それゆえにクラッセン家は公爵という地位はあれど、さほど大きな縁談が舞い込むことはないだろうと楽観的に考えてきたのだ。

　それが、まさかの大陸一の大帝国からの求婚である。モニカも家族もどれほど驚いたことか。

　貴族令嬢として相応しい花嫁教育は受けていても、帝国の妃きさきとなると話は別である。求められる知識と教養は段違いだ。

　なぜ自分が求婚されたかわからないモニカは、半べそになって嫌がった。皇帝の妻など自分に務まるはずがないと。

　リュディガー皇帝のことはまるっきり知らないわけではない。五年前に夏の避暑地で会ったことがある。けれど、弟のエルヴィンやニクラスとは仲よくなった覚えがあるが、部屋にこもっていたリュディガーのことはほとんど覚えていない。言葉すら交わさなかった気がする。

　そんなほとんど性格もわからぬ相手と結婚するなど、モニカはますます嫌だと思った。

　悲しむ娘を見兼ねてモニカの父はチェルシオ国王に相談にいったが、それは逆効果となってしまう。

　チェルシオ王国はゲオゼル帝国の同盟国だ。大陸では何百年にも渡り領土や属国を巡る戦争が起きている。その中で国力をますます伸ばしているゲオゼル帝国と婚姻を結び同盟を強化することは、チェルシオにとって大きな国益になるだろう。

　国王はモニカの婚姻をぜひ進めるようにとの命を下した。

　せっかくの父の心遣いが逆効果となり、モニカはもはやこの婚姻からは逃げられなくなってしまったのだった。

　手紙に承諾の返事を送ってから半月後、リュディガー皇帝がユーパリア城まで赴おもむくとの連絡があった。改めてモニカから結婚承諾の返事を聞き、そのままユーパリアにある教区教会で婚約の儀式を済ませたいという。

　心の準備もないままにモニカは大帝国の皇后という鎖に囚われ、ろくに顔も覚えていないリュディガーの来訪を不安一色の心で待つことになった。

　そして肌寒い小雨が降る秋の日。ふたりは五年ぶりの再会を果たすこととなる。




　この日、モニカは侍女たちの手によって美しく装よそおわれた。

　背の中ほどまである淡い色のブロンドは優雅に編まれ、深みのあるワインレッドのリボンを飾られた。ドレスはスカートの後ろにボリュームを持たせたバッスル・スタイルで、艶つやのあるオーガンジーとワインレッドのシルクを合わせ白のベルトリボンを結んだ上品なものになっている。

　大きなアンバーの瞳と果実のように瑞みず々みずしい唇を持った愛らしい顔は、薄化粧を施されたことで大人らしい魅力も増し、城の使用人たちが思わず見惚れるほどになった。

　けれど、侍女たちがどんなに美しさを褒め称えようと、モニカの不安は増すばかりだ。朝から気分は落ち着かず、食事もろくに喉を通らない。

　青白い顔をして自室で待つモニカの元に、ついに家か令れいが「リュディガー陛下がご到着されました」と報告に来た。

　緊張で心臓がキリキリと痛む。いっそ逃げ出してしまいたい気持ちで泣きそうになりながら、モニカは椅子から立ち上がった。

　自室を出て階段を降りると、廊下には執事から従僕までが姿勢正しくずらりと並んでいた。そしてモニカも玄関ホールの正面にある大階段の前に、両親と並んで立つ。

「ゲオゼル帝国リュディガー皇帝陛下、ご尊そん来らい」

　家令の言葉で玄関の大扉が左右に開かれ、使用人たちが一斉に折り目正しく頭を下げる。モニカもドレスの裾を持ち丁寧に頭を下げた。

　大理石の床に、コツリとブーツのかかとが下りる音がする。

　その音はモニカの正面まで来ると止まり、代わりに低く穏やかな声が耳に届いた。

「待たせたな、モニカ・ヘレーネ・クラッセン。約束通りきみを迎えにきた」

　想像していたよりも、ずっと優しい声色だった。それでもモニカの胸は緊張の早鐘を止められず、おそるおそる顔を上げてゆく。

（この方が……リュディガー陛下……）

　結婚の話が来てから、彼の肖像画は見せてもらっていた。しかし、目の前に立つ男は肖像画よりもずっとずっと美しい。

　正装である黒の軍服に身を包んだ姿はなんと男らしくも艶あでやかなのだろうか。

　くっきりとした目鼻立ちに凛々しい眉、精悍に見えるが優美な雰囲気も纏まとった顔。中央で分け左右に流した髪は黒色で、彼の男らしい蠱惑さを強調していた。

　高い身長や広い肩幅はとても頼もしく、軍服にかけられた飾しょく帯たいや数々の勲章に負けない威厳を醸している。身体のラインに合った軍服には、襟や袖に金きん糸しの刺繍が施され、その煌びやかさは皇帝として相応しいものだった。

（こんなにご立派な方だったの……？）

　目の前に凜りん然ぜんと立つリュディガーの姿に、モニカはしばし見惚れてしまった。

　記憶の中のリュディガーの姿はおぼろげだったし、肖像画からは彼がここまで美び丈じょう夫ふであることも、他者とは圧倒的に違う威厳を有していることも伝えきれていなかった。

　特にその品格と威光には感服する。もし彼が平民の格好をしていたとしても、纏う気品と立ち姿だけで、特別な存在だとわかるだろう。

　圧倒的な彼の魅力を前に、モニカは目を見張るばかりで動けなくなってしまった。

　そんな彼女の姿を、リュディガーも両親も執事たちも、じっと見つめている。皇帝陛下に声をかけられたのはモニカなのだから、彼女が返事をするまでは誰も口を挟めない。

　今にも倒れてしまいそうなプレッシャーを感じながら、モニカは震える唇でかすれた声を出した。

「ご、ご無沙汰しております。陛下……」

　そう言うのが精いっぱいだった。

　青白い顔をしてこわばっているモニカを察し、彼女の父がすぐさま部屋の案内を開始した。

　倒れそうになっている身体を母に支えてもらい応接室へと向かっていると、ふいに後ろから明るい声がかけられる。

「モニカ、久しぶり！　フラフラしているけど大丈夫かい？」

「……エルヴィン？」

　振り向いた先にいたのは、リュディガーの弟で二十歳に成長したエルヴィンだった。立派な青年へと様変わりしていたが、ふんわりした赤毛に人懐っこそうな顔立ちは五年前と変わっていない。

「エルヴィン、あなたも来ていたのね」

　彼のことはよく覚えていた。五年前の夏は一緒にシュゲル城で過ごし、みんなでお茶を飲んだり街へ出かけたりしたのだから。

　けれど、彼もまた凛々しい軍服に身を包んでいることに気づいたモニカは、ハッと口を手で押さえる。

「し、失礼いたしました。エルヴィン大公殿下」

　もうふたりとも社交界デビュー前の子供ではないのだ。大公に向かってうっかり馴れ馴れしい口をきいてしまい、モニカはすぐさま自分を咎とがめた。

　けれどエルヴィンは眉尻を下げると、可笑しそうにクスクスと笑いだす。

「いいよ、エルヴィンで。僕は兄さんと違ってそんな偉いものでもないんだし。きみとは堅苦しい仲にはなりたくないんだ」

　明るく屈託のない性格は変わっていないようだ。モニカはホッと息を吐き、彼の笑顔につられるように笑みを浮かべた。

「ありがとう、エルヴィン。昔と変わらないあなたに会えて嬉しいわ」

「僕もだよ。いや、きみは変わったかな。五年前よりずっと綺麗になってる」

　ふいに褒められてしまって、モニカの頬が赤く染まった。

「今日は兄さんの供ともで来たんだけど、やっぱり悔しいな。僕は五年前からずっときみに憧れていたんだ。まさか兄さんがモニカを娶るなんて夢にも思わなかったよ。せっかく大人になったきみと再会できたのに、恋の相手になることも叶わないなんてね」

　とても明るい口調でエルヴィンは言ったけれど、こんなときどうしていいかわからずモニカは戸惑ってしまう。

　男性から甘い言葉を囁かれるのは苦手なのだ。それが紳士淑女の嗜たしなみだとわかっていても、上手く返せない。しかも今は人生で一番とも言えるほど緊張している場面だ。あまり心を乱さないでほしい。

「あの、ええと……、どうもありがとう……」

　赤くなった顔を俯かせたまま、モニカはスカートを握りしめてモジモジしてしまう。そんなモニカをエルヴィンは楽しそうに眺め、妙な時間が流れてしまう。

　すると、そばに控えていた侍女が「モニカ様、陛下がお待ちです。お急ぎを」と小さく声をかけてきた。

　いけないと思って振り返ると、廊下の奥でリュディガーやモニカの父、側近や家令たちがそろってモニカが来るのを待っていた。その光景に気まずさを感じ、モニカは頭をクラクラさせながら皆の元へ向かう。

　エルヴィンが「呼び止めちゃってごめんね」と言ってくれたが、そんなことはもう耳に入らなかった。




　応接室で改めて挨拶を済ませると、リュディガーはモニカとふたりで話がしたいと言いだした。

　ただでさえ緊張しているのにふたりきりになるなど恐ろしすぎて、モニカは今にも泣きだしそうな顔をしてしまう。

　そうして人払いされふたりきりになった応接室には糸を張ったような緊張感が漂い、背中にずっしりと鉛なまりを乗せられたような重苦しさがモニカを襲おそった。

　応接室は明るい緑の壁紙で覆われ、家具も胡桃くるみ材の優しい色合いのもので統一されていたが、室内の雰囲気は正反対だ。窓の外の雨音さえ鬱うっ蒼そうとした演出のようで、気が塞ふさぐ。

　長椅子に座ったまま正面を向くこともできずに俯いていると、リュディガーのほうから声をかけてきた。

「五年ぶりだな。変わりはないか」

　そんなたわいもない会話だというのに、モニカは渇いた喉に唾を飲み込んでからでなければ声も出ない。

「……は、……はい……」

　そっけない返事しかできず、会話は終わってしまった。再び沈黙が流れだす。

　リュディガーは今度はカップの紅茶をひとくち飲んでから、再び声をかけた。

「……もしかして怒っているのか？　五年間便りのひとつも出さなかったことを」

「え？」

　質問の意味がわからず、モニカは少しだけ顔を上げて正面を見た。

「言い訳をするつもりではないが、きみとのことは誰にも知られたくなかった。宮廷には反チェルシオ派のものも少なからずいるからな。だからずっと内密にしてきたのだが……気遣いが足りなかったかもしれない」

「あの……な、なんのお話でしょうか……？」

　リュディガーの語ることがまったくわからず、モニカは小首を傾げてしまう。なぜ自分が怒っていると思われたのか、理解できない。

　そう言えばさっきも彼は『約束を果たしに来た』と言っていた気がする。やはりそれもなんのことだかわからない。

　不思議そうにキョトンとしているモニカを、やがてリュディガーも怪訝そうに見返した。

「まさか、忘れたのか……？　五年前のことを」

　五年前のことなら覚えている。共にシュゲル城で夏を過ごしたのだ。ただし、リュディガーとはほとんど顔も合わさなかったけれど。

「まさか。覚えております。……とても楽しい休暇でした」

　最後のひと言は社交辞令だ。彼との楽しい思い出はないが、これから夫になる人にそれを伝えたところでよい結果を招かないことぐらい、モニカにだってわかる。

　けれど、目の前のリュディガーはなぜだか複雑そうな表情を浮かべていた。

「だったらなぜ……」

　そう呟いた後、彼はしばらく口をつぐんだ。また重苦しい沈黙が流れそうになったとき、軽快なノックの音が部屋に響いてモニカは密かに安堵の息を吐く。

「陛下。まもなくお時間です」

　ドアの外から声をかけたのはリュディガーの側近であるブルーノだった。このあとは教会へ行って司祭から婚約の祝福を受ける予定になっている。その時間が迫ってきていた。

「わかった。今行く」

　ドアに向かって返事をするとリュディガーはソファーから立ち上がり、モニカに向かって手を差し伸べた。エスコートしてくれるつもりだ。

　けれど、モニカはすぐに反応することができない。夫になる相手だとはいえ、大帝国の皇帝だと思うと、自分のようなものに手を煩わずらわせることを恐縮してしまうのだ。

　なかなか手をとって立ち上がろうとしないモニカに、リュディガーが眉根を寄せて言う。

「手をとりなさい。これはマナーだ。遠慮をするものではない」

「は、はい……。申し訳ありません……」

　叱られてしまった。臆病すぎてモタモタしていたせいで、リュディガーを怒らせてしまった。

　モニカはきゅうっと胃が痛くなるのを感じながら、リュディガーの大きな手にふれるかふれないかぐらいの力加減で自分の手を乗せる。

　まるで怯おびえている様子の彼女にリュディガーはますます眉間に皺を寄せたが、黙ってエスコートしたまま部屋を出た。

　廊下には側近のブルーノやモニカの両親、それにエルヴィンらが並んで待機していた。ようやくふたりきりの空間から解放されたことに、モニカはほっと安堵する。

　城の玄関前にはすでに数台の馬車が用意されていた。その中で一ひと際きわ立派な六頭立ての馬車が、皇帝とモニカのもののようだ。

　扉の外にはアーチ作りの広い玄関ポーチがあったが、雨が吹き込んで足元には幾らか水が溜まっている。そのことに最初に気づいたのは、リュディガーたちの後ろを歩いていたエルヴィンだった。

「モニカ、足元に気をつけて」

　咄とっ嗟さに気を利きかせて言ったエルヴィンの言葉に、モニカは慌てて足元を見やる。おかげで裾を汚す前にスカートを持ち上げられた。

「ありがとう、エルヴィン」

　振り返って礼を言えば、エルヴィンはにっこり微笑んでくれた。その笑顔にモニカの気分も少し和らぎ、唇に浅く弧こを描えがく。

　けれど、強い視線を感じてふと顔を上げると、隣のリュディガーが厳しい眼差しでこちらを見つめていた。

（リュディガー陛下、怒ってらっしゃる……？　私、なにかいけないことをしたかしら……）

　またも身体がすくみ上がるような緊張を覚えたが、彼は馬車の前まで行くとスマートにエスコートしてモニカを車内に乗せてくれた。その仕草は丁寧で優しかったので、怒っていたと感じたのは気のせいかもしれない。

　雨の中、リュディガーとモニカを乗せた馬車は家族や側近の馬車を引き連れ、教区教会へと向かった。

　再びふたりきりになってしまった馬車の中で、モニカは落ち着かない気持ちで俯き続ける。大型の馬車とはいえ、車内は応接室よりずっとせまい。向かい合ったリュディガーとの距離が近くて、モニカは顔を上げることができないでいた。

　すると、黙って窓の外を眺めていたリュディガーがひとり言のように呟いた。

「――五年は長すぎたかもしれないな」

「え？」

　話しかけられたのかと思いモニカが顔を上げると、彼は切れ長の目をこちらに向けてから、ふっと伏せた。

「十三歳から十八歳にもなれば、心が変わっても不思議はない。少女の頃の思い出など、今のあなたから見れば馬鹿馬鹿しい戯たわむれにすぎないんだろう」

　どこか落胆を窺わせる口調は、なぜだかモニカの胸をざわつかせる。けれど、やはり言っている意味がよくわからない。

「陛下、あの……」

　いったいなんの話なのか尋ねようとしたとき、リュディガーの瞳がこちらを捕えた。とても威圧的な色を浮かべて。

「だが、今のあなたが俺をどう思おうと、この結婚を取り消すつもりはない。俺の意志は固い。――あなたには不幸なことかもしれないがな」

　苛立ちを含んだ声ではっきりと告げられ、目の前が真っ暗になった。

　これが政略結婚だということは薄々わかっていたが、ここまで冷徹に言い切られてしまうと絶望を禁じ得ない。

　夫となる男は宣言したのだ。モニカの気持ちなどこの結婚に関係ないと。たとえそれでモニカが不幸になろうとも。

　目頭が熱くなって、じわりと涙が浮かんでくる。

　まだ恋の喜びも知らないのに、自分は義務と責任にがんじがらめになった愛のない結婚をさせられるのだと思うと悲しくて仕方ない。

　涙がこぼれ落ちそうになって、モニカは唇を噛みしめ慌てて顔を下に向けた。スカートの上で重ねた手が、どうしても小さく震えてしまう。

「……泣くほど嫌か、俺との結婚が」

　向かいの席から、リュディガーがそんなことを呟いた。モニカは顔を俯かせていたので彼がどんな表情で言ったのかはわからないが、声色には明らかな落胆が含まれていた。

　どうしてそんなことを言うのだろうと思う。これは愛のない不幸な結婚だと冷酷な宣言をしたくせに、なぜこちらが悲しむとがっかりされるのか理解できない。

　その後の馬車の空気は最悪だった。

　ずっと沈んだ表情のまま俯いているモニカと、不機嫌そうな表情で窓の外を見ているリュディガーは言葉を交わすこともなく。

　とてもこれから愛を誓う夫婦とは思えないほど険悪なムードのまま、馬車は婚約の祝福に沸く教会へと到着した。
















第三章　皇后教育は夫のエスコートで













　婚約の儀式はゲオゼル帝国のしきたりに則のっとっておこなわれる。

　連絡を受けてからモニカはそれを学び必死に覚えたが、その努力は虚むなしいものになってしまった。

　教会の周囲はすでに噂うわさを聞きつけた住民で溢れ返っていた。それはゲオゼル皇帝とチェルシオ公女の婚約を祝おうと善意で集まったものだったけれど、内気で引っ込み思案なモニカには過剰なプレッシャーを与えてしまう。

（どうしよう、たくさんの人が見てる。失敗しないようにしなくっちゃ）

　祝福の声を聞きながら馬車を降りたモニカはコチコチに緊張していて、集まった民衆に笑顔を返す余裕もない。

　そして、歩きだそうとしたリュディガーの隣に並んで自分も歩こうとしてしまい、ハッと顔を青ざめさせる。

　婚約の儀式が終わるまで、モニカの身分はまだただの公女だ。皇帝と安易に肩を並べて歩いてよい立場ではない。

　司祭の祝福が終わるまでは、リュディガーの後ろを歩かなくてはいけないしきたりだったのだ。

　気まずい表情を浮かべ慌ててモニカが下がろうとしたとき、リュディガーがスッと腕を差し出してきた。まるで、エスコートをするから手を置けと言わんばかりに。

　モニカが驚いて顔を向けると、リュディガーは周囲に聞こえないほど小さな声で言った。

「下がらなくていい。このまま祭壇まで」

　彼が機転を利かせて助け船を出してくれたのだと、モニカはようやく気がつく。彼女が失敗したことを周囲に悟らせないように、リュディガーはごく自然に祭壇までの歩き方を変えてくれたのだ。

　モニカは小さく頷くと彼の腕に手を置き、共に歩みを進めた。その姿はとても自然で、怪訝に思うものは誰もいなかった。

　それからの儀式も、モニカは緊張のあまり何度も間違いかけてしまう。

　けれどその都度リュディガーがさりげなくフォローしてくれたおかげで、彼女の失敗が人目に留まることはなく、儀式は滞りなく進んだ。

「敬けい虔けんなるアルムガルド家とクラッセン家の未来に祝福を」

　司教の祝福が終わり、モニカはホッと息を吐く。

　あとは教会を出て馬車に乗り込めば、もう儀式は終わりだ。そう思って安心したけれど、教会の扉を開けるとずらりと人が待ち構えていた。この教区に住む諸侯たちがさっそくお祝いを言おうと駆けつけていたのだ。

　モニカは驚いたけれど、ゲオゼル側にとってみれば想定内だったのだろう。側近のブルーノが端から順に諸侯らを紹介しようとする。

　せっかく儀式が済んだのに、今度は初対面のものたちと挨拶を交わさなければいけないのかと、人前に出ることに慣れていないモニカはどっと疲ひ弊へいしてしまう。

　すると隣のリュディガーが、喋りだそうとした諸侯たちに手を向けて止めた。

「今日は予定が立て込んでいる、祝辞は改めて謁見で頂くとしよう。祝福に駆けつけてくれたこと、心より感謝する」

　このあとはもう予定などなかったはずだ。けれど主君の意図を察したブルーノはそれを汲み、諸侯らの挨拶を中止させた。

（リュディガー陛下、もしかして……私を気遣って？）

　まさかと思いながらモニカはそっと隣のリュディガーを見やる。

　けれど彼は毅き然ぜんとした態度を変えることのないままモニカをエスコートし、馬車へと戻っていった。

　帰りもふたりきりの空間で、その緊張にはやはり慣れることはできない。

　けれどモニカは勇気を出して、馬車の扉が閉まるなりリュディガーに向かって頭を下げた。

「あのっ……、たくさん失敗してしまってごめんなさい！　何度も陛下の手を煩わせてしまって、本当に申し訳ありません……！」

　自分で省みてもさっきの儀式はひどいものだった。合意の書に記名する場所を間違えそうになったり、キスを受ける手を差し出すのを忘れたり、誓いの言葉の復唱をつっかえたりとボロボロだ。

　リュディガーがすべて機転を利かせフォローしてくれなければ、歴史に残る悲惨な婚約儀式になったに違いない。

　望まぬ結婚とはいえ、真面目なモニカは今日のために必死に練習してきた。誓いの言葉のためにゲオゼル帝国の古語まで勉強してきたほどだ。

　けれど内気で臆病な性格が仇あだとなって、せっかくの努力は虚しい結果となってしまった。

　モニカは自分が情けなくてたまらない。それにリュディガーに多大な迷惑をかけてしまったことを、なにより心苦しく思う。

　きっと呆れられたに違いない。最初から愛されていないとはいえ、ますます嫌われてしまったかと思うと、やはりつらいものがあった。

（やっぱり私に皇后なんて向いてないんだわ……。陛下も私に求婚したことを後悔されているかも……）

　すっかり気落ちしてしまったモニカだが、返ってきた声は穏やかなものだった。

「気にしなくていい。ゲオゼルの儀式やしきたりには複雑なものが多い。むしろ古語をあれだけ完璧に覚えてきたことは誇ってもいい」

「で……でも、つっかえてしまって……」

「あんなのはつっかえたうちに入らない。あなたの流りゅう暢ちょうな発音に、司教も感心した顔をしていただろう」

　思ってもいなかった賛辞を受けて、モニカはぽかんとしてしまう。

　てっきりきつく叱られるか、呆れて口も聞いてくれないかと想像していた。

　褒められた自覚が湧かず瞬きを繰り返しているモニカに、リュディガーは真剣だがどこか柔らかさを含んだ表情を向けた。

「これから覚えることはたくさんある。けれど焦ったり気負ったりせずに、ゆっくり学んでいけばいい。しきたりに不慣れな皇后を支えるのも、皇帝である俺の役目だ。困ったことがあれば、遠慮せず頼りなさい」

　やはり彼にとってモニカをフォローすることは皇帝の義務でしかないのか、と少し寂しく思うものの、遠慮せず頼れと励ましてくれたことは嬉しい。

「ありがとうございます。陛下」

　気負っていた気持ちが晴れると、自然と口元に笑みが浮かんだ。それはわずかに弧を描いただけのはにかんだものだが、再会したモニカが初めてリュディガーに見せた笑顔だった。

「……礼を言われるほどのことじゃない」

　リュディガーはどことなく落ち着かない様子で、窓の外に視線を向けてしまった。

　つられて窓の外を見たモニカは、いつの間にか雨がやんでいたことに気がつく。

「あ……綺麗……」

　雨上がりの空気は澄んでいて、遠くの空に虹にじが架かかっているのが見えた。




「ねえ、兄さん。なんでモニカだったの？」

　チェルシオからゲオゼルへ戻る蒸気船の中で、エルヴィンはわざわざリュディガーの客室までやってきて尋ねた。

「なんのことだ」

　彼の言いたいことはわかっている。けれど、リュディガーはわざとそれを無視した。弟とその話はしたくない。

　しかし屈託のないエルヴィンは無遠慮なほど率直に言葉にしてくる。

「なにって。だから、どうしてモニカを皇后に選んだのかってことだよ。今まで全然そんな素振りなかったじゃないか」

　リュディガーは大きく溜息を吐いて、読みかけていた新聞を置いた。

　弟は公の場では一人前の大公だが、家族の顔のときはてんで子供っぽくなる。皇帝の結婚問題など、宰相や皇帝副官でさえ無遠慮に口を挟めないのに、エルヴィンときたら好奇心の介入もいいところだ。

「俺がモニカ・ヘレーネ・クラッセンを選んでもなにも問題はないだろう。家柄も身分も宗教も国際関係も、なにも問題はない」

「それだけ？」

「だったらなんだと言うんだ」

　エルヴィンは大きな瞳をじっと向けて、少年のように無邪気に人の心を覗き込んでこようとする。

　けれどリュディガーは冷静にそれを見つめ返した。心の機微など読ませるわけがない。

　表情を変えず見つめ返してくる兄の姿に、エルヴィンは「ふーん」とつまらなさそうに呟いて、くるりと背を向けた。そして部屋の椅子に勝手に腰かけ、頬杖をついて再び視線を向けてくる。

「つまんない理由だなあ。それだったら他にも候補になるプリンセスはたくさんいるのに」

　しつこく食い下がってくる弟にリュディガーは眉間に皺を寄せたが、彼は意に介せず続けた。

「僕はモニカにずっと憧れていたんだよね。そりゃ、会ったのはもう五年も前の話だけどさ。でも僕に結婚適齢期が来たら、モニカも花嫁候補に入れるつもりだった。それがまさか、兄さんに先を越されるなんてね」

　エルヴィンの口調は落胆しているようでも明るい。本音を冗談のように口にして気軽に相手に伝えるのは、彼の得意なことだ。

　けれど、それが偽りのない言葉だとわかっているリュディガーの胸には、一気に不快感が燻くすぶる。

「お前の結婚相手は皇帝である俺が適切に選んでやる。だから余計なことを考えるな」

　さっさと話を切り上げたくてそう言い切り再び新聞を手に取ったが、遠慮のないお喋りはまだ続く。

「違うよ、兄さん。僕は身分や家柄でモニカを花嫁にしたいんじゃないんだ。彼女自身が好きなんだよ。野に咲く百合のように清麗で、それでいてはにかむと愛らしくて。モニカは最高に魅力的な女の子だ。今日会って、それを再認識したよ」

「……だからなんだ、お前にモニカを譲れと言うのか！」

　苛立つ台詞が、咄嗟に口を突いてしまった。

　苦々しい表情をリュディガーが浮かべると、ずっと部屋の隅に黙って待機していたブルーノが一礼をして間に入った。

「まもなく着港のお時間です。そろそろ下船の準備をなさってください」

「ん、もうそんな時間か」

　エルヴィンは部屋の壁掛け時計を見上げて、椅子から腰を上げる。

「それでは、失礼いたします。皇帝陛下」

　弟から大公の顔に戻って、エルヴィンは部屋から出ていった。客室にはブルーノとふたりだけになったが、リュディガーは眉間に刻んだ皺を消せない。

　リュディガーはハァっと嘆息して椅子から立ち上がり、ブルーノの差し出した外がい套とうを羽織った。

　なんだかモニカと再会してから、自分の未熟さに呆れて溜息を吐くことが増えた気がする。

　弟に感情的になって反論するなどいつ以来だろうか？　いや、初めてかもしれない。

　国家を背負うものに、自己の感情や欲求は必要ない。そう教えられ、それに則り努力してきた日々はなんだったのかとさえ思う。

　己を省みるものの、リュディガーの頭にはエルヴィンが夢見るように語ったモニカへの賛辞がいつまでも残り、しばらくの間彼を苛立たせ続けた。




　後日、儀式を済ませたリュディガーとモニカの婚約は公式に発表され、大陸中を駆け巡った。

　各国の王族や臣下たちは大帝国ゲオゼルがチェルシオ王国と同盟を強化したことに沸いた。

　チェルシオは国力こそ強大ではないが、大陸の北部連合の要国である。大陸の三割以上を占める北部連合と大帝国が手を組むことは他国にとって脅きょう威いであり、ゲオゼルはこの結婚によって強豪国の名を揺るぎないものにしたと言っても過言ではない。

　しかし、ゲオゼル帝国の宮廷貴族たちにとって注目すべきはそこではない。

　権威と伝統を重んじる宮廷貴族たちの話題は、もっぱら花嫁のモニカのことばかりだった。

　たかが公女、しかも『名門』ではない血筋のモニカに対する評価は辛しん辣らつである。その噂はチェルシオにいるモニカの耳にも届き、彼女を焦しょう燥そうさせた。

　結婚式と輿こし入れは九ヶ月後、それまでに準備することは山のようにある。

　大陸中の国と交流があり多民族が住まう帝国の皇后になるのだ、まずは多国語を覚えなくては話にならない。帝国のしきたりと伝統を学び、数あま多たの行事や儀礼もすべて覚えなくてはいけない。

　婚約の儀式の翌日、リュディガーたちが帰ってから、モニカの猛勉強の日々が始まった。

　多国語の家庭教師を三人もつけられ、ゲオゼルからは歴史学者と作法教育の女官たちが呼び寄せられた。ダンスや乗馬も人並みにはできていたが、皇后に相応しい腕前とは言いがたく、改めてレッスンがおこなわれた。

　モニカは努力家だ。そして人を思いやる心も持っている。

　自分が未熟なまま宮殿に輿入れすれば、恥をかかされるのは家族とチェルシオ王と夫のリュディガーである。自分の責任で自分が悪く言われるのは耐えられても、大切な人たちの顔に泥を塗るわけにはいかない。

　そんな思いからモニカは端はたから見ていて心配になるほど、日夜勉強に励んだ。

　けれど、もともとは内気で臆病な性格である。過度のプレッシャーに加え、ゲオゼルの女官たちがお節介に告げてくるモニカの評判に、彼女は日を追うごとに憔しょう悴すいしていった。

　そして婚約から一ヶ月が経ったある日。ついにモニカは疲労で寝込んでしまったのだった。

　無理をしすぎたのだろう、高熱とひどい頭痛が数日続いた。

　寝込んでいる暇などないのに、不ふ甲が斐いない自分が嫌になってしまう。

　熱と頭痛に苦しみながら、モニカは悔しさと不安でひっそりとベッドで泣いた。

（こんなことじゃ、ゲオゼルの皇后は務まらないわ……。みんなを……家族を、国民を……リュディガー陛下を……ガッカリさせてしまう……）

　熱のせいで浅く長い夢にたゆたいながら、モニカは随分とうなされた。見る夢は結婚の悪夢ばかりで、休んでいるはずなのに精神が摩ま耗もうしていく。

　なかなか回復の兆しが見えないまま、五日が過ぎようとしていた夜のことだった。

　浅い眠りの中、モニカは結婚式の夢を見ていた。大勢の人に囲まれ祭壇の前に立つが、式の段取りも儀礼もすべて忘れてしまうという悪夢だった。

　夢の中でモニカは人々に批難され、嘲ちょう笑しょうされ、絶望と孤独に追い込まれる。

『ごめんなさい……私では無理だったんです。ごめんなさい……』

　ウエディングドレス姿のままその場にうずくまり、顔を覆って泣いていた。

　すると。どこからか伸びてきた手が、うずくまっているモニカの頭をそっと撫でた。

　温かく、大きな手だった。悲しみに染まっていた心が、安らぎを覚えていく。

　手はゆっくりと繰り返し頭を撫でてくれて、やがて離れたかと思うと頬に流れていた涙をぬぐってくれた。

『大丈夫だ。俺の妃になれるのはあなたしかいない。自信を持ちなさい』

　とても穏やかで、けれど力強い声が耳に届いた。

　夢の中のモニカがその声に誘われ、声の主の方を見ようと顔を上げたとき。

「――っ……ん……？」

　眠りから覚め、夢の光景は一瞬で消え去ってしまった。

　開いた目に映るのは月明かりの差し込む自分の寝室だ。いつもとなにも変わりない。

「夢……？」

　起こした身体にふれるヒンヤリとした夜の空気が、モニカの寝ぼけた頭を覚ましていってくれた。自分が高熱で寝込んでいたことを思い出す。

　けれど、なんだかとても穏やかな気分だった。ここしばらく囚われていた不安と焦燥が、今は微み塵じんもない。それどころか幸福な心地さえする。

「そうだわ……夢の中で誰かが……」

　もうおぼろげになってしまったけれど、夢の中で誰かに頭を撫でられた記憶がある。とても優しくて甘えたくなる手だ。

　撫でられた頭にふれてみると、なんとなくそのぬくもりが残っているような気がして、嬉しくなった。

（変なの、私ってば。夢なのに）

　クスリと小さく笑って、気がつく。笑顔になれたのは随分と久しぶりだ。それほど心が綻んでいた。

　まだ窓の外には高く月が昇っており、夜中だということが窺える。モニカはベッドに潜り直すと、再び目を閉じた。

　たかが夢ではあるけれど、元気づけられた気がする。きっと明日からまた頑張れる、そんな前向きな気持ちになれるほどに。




　翌朝、目が覚めると熱はすっかり下がっていた。

　昨日までのつらさが嘘のようだと思いながら、モニカは侍女に手伝ってもらい朝の身支度を整える。そして久々に家族と朝食を共にしようと部屋を出ると、やけに一階が賑やかなことに気がついた。

「なにかあったの？」

　そう侍女に尋ねたとき、階段を上がってきた母がモニカを見つけて呼びかけた。

「モニカ、起きたのね。よかったわ、間に合って。さあ、早く来てちょうだい」

　慌てた様子で呼ばれ何事かと思ったけれど、素直に母の後についていった。

　そして玄関ホールの前まで来たモニカは、驚きに目を見張る。

　整列している執事たち、礼儀正しく佇たたずむ父の目の前にいるのは、側近と近衛このえを連れたリュディガーだった。

　大階段を下りたところで、驚きのあまりモニカの足が止まる。

「ど、どうしてリュディガー陛下が……？」

　思わず疑問を口にすれば、母から返ってきた言葉はもっと驚きょう愕がくするものだった。

「モニカが寝込んでいると聞いて、昨夜お見舞いに駆けつけてくださったのよ。あなたは寝ていたからわからなかったのね、何度も様子を窺ってくださったのよ」

「えぇっ!?」

　にわかには信じられなかった。多忙極まりない皇帝が自分なんかのためにわざわざ見舞いに来てくれたのも、知らない間に寝顔を見られていたのも。

「あなたの熱が下がったと聞いて、安心したからもうお戻りになられるとのことよ。お忙しい方ですものね。ほら、陛下がお帰りになる前に、きちんとご挨拶とお礼をしてらっしゃい」

　母に背中を押され促される。なんだか未いまだに信じられない思いで、モニカはおずおずとリュディガーの元まで歩いていった。

　こちらへ向かってくるモニカの姿を見つけ、リュディガーの視線が縫ぬいつけられたように彼女に留まる。あまりにもずっと見つめてくるものだから、モニカはさっそく萎縮してしまって、いつもの弱々しい態度になってしまった。

「お……おはようございます、陛下。あの……お見舞いに来てくださったそうで……お忙しい中、ご心配おかけして申し訳ありません……」

　もっと上手にお礼が言いたかった。ありがとうございますと、感謝の気持ちを込めたかったのに。

　けれど凛然と立つリュディガーにまっすぐ見つめられると、思うように言葉が出てこなくなってしまう。

　しかもモニカが言葉を紡ぐ間も、彼はじっと視線を外さないのだ。気まずさを感じて、声までだんだん小さくなってしまった。

　リュディガーはなにか言おうと一度口を開きかけたが、すぐにそれをつぐんだ。そしてふぅっと一回息を吐いてから口を開き直した。

「謝る必要はない、あなたが体調を崩したのは俺の責任だ。あなたの勉強の助けになればと思って学者や女官を送らせたが、かえって無理を強しいていたみたいだな。スケジュールを見直し余裕を持たせるよう、女官長に言っておく」

　なんて責任感の強い人なのだろうと、モニカはひそかに驚いた。

　決められた時間以外にも勝手に無理をして、睡眠時間まで削って体調を壊したのはモニカの自じ業ごう自じ得とくだ。

　それなのに責任を感じてわざわざここまで駆けつけたのかと思うと、かえって申し訳ない気分になってしまう。

「とんでもございません。陛下の責任ではありません、私が自己管理できなかっただけです。次からは気をつけます。ですから……もう陛下はご心配なさらなくても大丈夫です」

　多忙な彼にいらない責任を負わせるのが心苦しくて、モニカは遠回しに放っておいてほしい旨むねを告げた。しかし彼女の気遣いはリュディガーにとってよいものではなかったらしく、眉間に皺を寄せられてしまう。

「夫に対して遠慮がすぎるのは、あなたのよくないところだな」

　不機嫌さの滲にじんだ口調に、モニカはつい「ご、ごめんなさい……！」と謝ってしまい、俯かせた顔を上げられなくなってしまった。

　またひとつ大きく息を吐く音が、頭の上から聞こえた。

「……ゲオゼルとチェルシオは遠い。女官に毎日あなたの様子を電報で送らせてはいるが、詳しいことまではわからない。あなたが本当はどんな気持ちで、どんな体調で過ごしているかは、遠い地にいる俺に計り知ることはできない。それが俺にとってどれほど大きな問題かわかるか？　心配をかけたくないというのなら、あなた自身の素直な気持ちを教えなさい。本当はどうしたいのか、なにに困っているのか、夫である俺にすべて伝えればいい」

　これも皇帝としての義務なのだろうか。彼の言葉には妃の管理に対する責任感が窺える。

　けれど、決してモニカを咎めているわけではないことは伝わった。リュディガーは妻に遠慮や気遣いをしてほしくないだけなのだ。

　しばらくモニカは躊躇していたが、顔を上げると思い切って悩みを吐き出した。

「リトリア語が……なかなか覚えられないのです。それで、授業以外の時間でも本を読んで覚えようとしていたら、寝る時間がなくなってしまって……」

　口にしながらも、情けないと思われたらどうしようと不安になる。リトリア語を使う民族はゲオゼル帝国にも一定数いるため習得は必須だ。こんな基本的な勉強でつまずいている自分が恥ずかしい。

　けれどリュディガーから返ってきた言葉は叱しっ責せきでも呆れでもなく、意外なものだった。

「そうか。ならばリトリア語は俺が教えよう。滞在することはできないが、時間が空き次第こちらに足を運んで授業をする。それから、三日に一度リトリア語で手紙を送るから、それに返事を書きなさい」

　この提案にはモニカだけでなく、皆が驚いて目を剥いた。リュディガーの側近であるブルーノまで、冷静な表情を一瞬崩したほどだ。

「そんな……いけません、陛下。お忙しいのに私などのためにチェルシオまで足を運ぶなどと……！」

　ゲオゼルからチェルシオまでは鉄道と馬車を使ってまる三日、運河を昇っても二日かかる。多忙な皇帝がたびたび往復していい距離ではない。

　けれど周囲の驚きの目やモニカの止める言葉も、リュディガーは意に介していない様子だ。

「俺の時間をどのように調整するかは、俺の権限だ。あなたが気にすることではない。それとも、俺が講師では不満か？」

「とんでもございません！」

　つい咄嗟に首を横に振ってしまった。聡そう彗けいと名高いゲオゼルの皇帝が講師につくのに、不満など唱えるものはこの世にいないだろう。

「では決まりだ。こちらへ来られる日が決まったら連絡をするので、時間を空けておきなさい」

　きっぱりと命じられてしまい、もはやモニカには断る術もなかった。それにリュディガーの声はどことなく明るい。嫌々提案したことではないように思えて、モニカは少しだけ安心した。

　こうしてリトリア語の講師になることを約束して、リュディガーはゲオゼルへと帰っていった。

　やはり多忙なスケジュールの合間を縫ってきたのだろう。見送った馬車は、あっという間に丘を越えて行ってしまった。

　病み上がりに驚くことばかりが起きて、モニカはなかなか気持ちを落ち着けることができずにいた。けれど、だんだんと時間が経ってくると、リュディガーへの感謝の気持ちが胸を満たしていく。

　皇帝の義務、または夫としての責任なのかもしれない。けれどたとえそうだとしても、リュディガーがモニカのために遠路を駆けつけてくれたことは事実だ。

（陛下は厳しいだけでなく、優しいお方なのかも……）

　そんな思いが胸に芽生えた。

　目の前にするとどうしてもその威厳に萎縮してしまうが、彼の言ったことを後から振り返ってみると、どれも優しいものだと気づく。

　モニカの体調を気遣い、スケジュールを見直してくれたこと。本音で悩みを打ち明けさせてくれたこと。それを自らが解決しようとしてくれたこと。

　厳しさや義務だけではないものが、そこには含まれている気がする。

（私、リュディガー陛下を畏れてばかりで、きちんとあの方と向き合おうとしていなかったかも……）

　モニカは臆病さのせいで曇った眼で彼を見ていたことを反省する。そして。

（今度お会いしたときには、私のほうから歩み寄ってみよう。夫になる方だもの、もっと陛下のことを知りたいと願ったって、わがままじゃないわよね……？）

　小さな勇気を出して、そう決意した。
















第四章　婚約は恋のステップ













　リュディガーがリトリア語の講師をすると誓ってから半月後。

　彼は本当にスケジュールを調整し、チェルシオまでやってきてくれた。

　たびたびは来られないため、授業は他の予定を中止して一日がかりのものとなる。つまり朝にやってきたリュディガーは夜までモニカにつきっきりで教え、翌朝早くに帰るという超過密スケジュールだ。

　初めは緊張していたモニカも、リュディガーの的確で丁寧な指導を聞いているうちに、だんだんと授業に熱中していった。

　彼の教え方はどの家庭教師よりもわかりやすく、覚えやすいとモニカは感嘆する。

　決して偉ぶったりせずに、モニカがしっかり理解するまで何度だって繰り返し丁寧に教えてくれた。同じところを間違えてしまっても怒ったりせずに、どうして間違えたのかを一緒に考えてくれる。

　おかげで、もともと真面目で熱心な性格のモニカはすっかり授業に夢中になり、リトリア語の習得は順調なはかどりを見せた。

「疲れただろう、少し休憩にしよう」

　リュディガーにそう言われるまで、モニカは時計の針が十六時を回っていることに気づかなかった。確かに、ずっと机に向かいっ放しだったせいで身体が疲れてきている。

　椅子から立ち背を伸ばしていると、リュディガーが近侍を呼び「休憩の用意を」と命じているのが見えた。

「あ、あの……お待ちください。お茶の準備は私にさせてもらえますか？」

　慌ててモニカが言うと、リュディガーは「構わないが……」と少し驚いた様子を見せた。彼女のために休憩をとったのに、その時間を雑務に当てるのはいかがなものかと言いたげな顔をしている。

　けれどモニカは急いで勉強部屋を出ると、まっすぐに厨房へと向かっていった。

　そして数分ののち、ワゴンにティーセットを準備して、リュディガーの待つティー・ルームへと戻ってきた。

　チェルシオ式のお茶の淹いれ方はゲオゼルとは少し異なる。銀でできた小型の給茶器で湯を沸かし、多めに茶葉を入れた濃いめの紅茶を、自分好みに湯で薄めて飲むのだ。

　モニカはチェルシオ式のやり方で手際よくリュディガーに紅茶を振る舞うと、菓子の載ったトレーもテーブルに置いた。

　数種類ものジャム、ベリーのシロップ漬け、ジャムを載せた小型のケーキ、リンゴのホールケーキ、リンゴとカシスのマシュマロ、蜂蜜とサワークリームのケーキと、色とりどりの茶菓子がたっぷりと並んでいる。

　その中に丸く愛らしい形に膨らんだビスケットがあるのを見つけて、リュディガーは興味深そうに目を瞬かせた。

「お菓子、お取りしますね。なにがいいですか」

　モニカがリュディガーの皿に菓子をサーブしようと尋ねると、彼は迷わずビスケットを選んだ。

「これは、あなたが作ったのか？」

　聞かれて、モニカは内心ドキリとする。菓子作りは彼女の趣味だ。勉強の息抜きのつもりもあったけれど、今日振る舞う分はどうしても自分で作りたくて、昨夜遅くまでかかって焼き上げたのだ。

　余計なことに時間を使ったと叱られるだろうか。そんな暇があったら睡眠をとって体調を整えなさいと言われるかもしれない。

　けれどモニカは小さく頷くと、モジモジと下を向きながら答えた。

「リュディガー陛下に食べて頂きたくて……。ごめんなさい。リトリア語を教えて頂くお礼がしたかったのですけど、私、こんなことぐらいしかできなくて……」

　勇気を出して言ったというのに、リュディガーからはなんの返事もなかった。部屋にはしばらく沈黙が流れて、モニカは気まずさを覚える。

　けれど、そっと視線を上げて窺い見てみると、彼は意外な顔をしていた。

　大きな手で口元を覆い、ソワソワと視線を彷徨さまよわせている。その頬はなぜだか少し紅潮しており、まるで高揚している気持ちを隠しているみたいだった。

「リュディガー陛下？」

　いったいどうしたのだろうと思って小首を傾げると、彼はチラリとモニカを見やってからひとり言のように呟いた。

「……ずるいな、こんなサプライズは。今日は講師に徹するつもりで来たのに、……したくなってしまう」

「え？」

　小さな声だったのでよく聞き取れなかった。なにかをしたいと言ったような気がしたが、モニカには聞こえなかった。

「ごめんなさい、もしかしてお気に召しませんでしたか？　でしたらすぐに別のものを――」

　出した菓子が好みのものではなかっただろうかと思い、モニカはもう一度厨房へ向かおうとした。けれどリュディガーがすぐにそれを止める。

「いや、そうじゃない。これで充分だ。ありがたく頂こう」

　そう言って彼はモニカの淹れた紅茶を飲み、カッテージチーズのビスケットを食べた。

　向かいの席に着いたモニカが期待と不安を浮かべた瞳で見ていることに気づくと、リュディガーはわずかに口元を綻ばせた。

「やはりあなたの作る菓子はうまいな」

　それは微かな笑みではあったけれど、モニカが知る限り初めて見たリュディガーの笑顔だった。

　しかも彼のために作った菓子まで褒められ、モニカの胸が大きく高鳴る。

（ど、どうしたんだろう……私、なんだかすごく嬉しい……）

　ドキドキと鼓動が速まって、自分の頬が赤く染まっていくのを感じる。嬉しくて仕方ないのに、リュディガーの顔をまともに見ることができない。

「おそれいります……」

　消え入りそうな声で返事をするのが精いっぱいだった。

　それ以上まともに話をすることもできなくて、ふたりきりのティータイムはとても静かなものとなった。

　けれど、今までのような潰されそうな緊張は感じない。それどころかカップをソーサーに置く音や、フォークと皿のふれる音が心地よく耳に響く。

　ときどき視線を上げると、優雅に紅茶を嗜むリュディガーの姿が目に映って、思わず見惚れかけては慌てて視線を逸らせた。

　会話を楽しまないティータイムなどマナー違反かもしれない。

　けれどモニカはこの静かで穏やかなふたりきりの時間を、とても好きだと心から感じた。




「今日はこれぐらいにしよう」

　時計の針がまもなく二十三時を指そうという頃、リュディガーの授業は終了した。

　一日かけて教わったせいか、随分とリトリア語が上達した気がする。

「長い時間お付き合いくださって、ありがとうございました、陛下」

　かしこまってモニカが礼を言えば、リュディガーも微かに目元を緩める。

「礼には及ばない。あなたこそ、長い時間よく頑張ったな。今夜はゆっくり休むといい」

　逆に労ねぎらいの言葉をかけられてしまい、モニカはなんだかムズムズする。やはり彼は優しい人なのかもしれないと思うと、嬉しくて口角が上がりそうになってしまった。

「お気遣いありがとうございます。けれど、陛下こそお疲れではありませんか？　お風呂とベッドの用意が整っていると思いますので、どうぞゆっくりくつろいできてください」

　皇帝の宿泊に備えて、風呂も寝床も万全の準備がなされているはずだ。モニカはさっそく家令に申しつけてリュディガーを案内させようとした。けれど。

「ああ、風呂はいい。気持ちはありがたいが、そろそろ出発しなくてはならない」

　部屋の時計を見やって立ち上がったリュディガーに、モニカは目を丸くした。

「今からゲオゼルまでお帰りになられるのですか？」

「明後日に帝都で国際会議がある。今から馬車で街道を走らせれば、朝に出る蒸気船で出しゅっ立たつできるのでな」

　そんなタイトなスケジュールだったのかと知り、モニカは途端に申し訳ない気持ちでいっぱいになってしまう。

「それでは陛下の休まれる時間がないのでは……」

「馬車で仮眠を取れば充分だ。あなたが心配することではない」

　そう言われても、モニカは下がってしまった眉尻を戻すことができない。

　リュディガーは側近のブルーノに命じて帰り支度をさせ、自分もまたケープのついた外套を羽織った。

　それでもまだ心配そうにしているモニカに、リュディガーは近づくとそっと頭を撫でてきた。

「モニカ。俺は疲れてなどいない。あなたの講師をすることは、俺にとってとてもいい息抜きになる。だから安心しなさい」

　大きな手がふわりと優しく撫でてきたことに、モニカの胸がまた高鳴った。

　それと同時に不思議な既視感に襲われる。そんなはずはないのに、この手に撫でられる安心感には覚えがあるような気がした。

「息抜き……ですか？」

　胸をドキドキさせながら尋ねると、「ああ」と頷かれた。

（講師が息抜きになるだなんて……陛下は人にものを教えることが、そんなにお好きなのかしら？）

　なんだか変な気もしたが、好きだからリトリア語の講師を買って出たのかとも考えると納得できた。

「それならよいのですが……」

　自分のようなものが皇帝の時間を奪って申し訳ないと思っていたが、それが息抜きに繋がっているならと少し救われた気分になる。

　けれど、ユーパリア城を去っていく馬車を見送るモニカの胸は、一抹まつの寂しさを覚えた。今までに感じたことのない切なさだ。

（どうしたんだろう、私……。今朝は陛下が来ることに緊張ばかりしていたのに、今はなんだかとても寂しい……）

　遠ざかっていく馬車を見ていると、今日のリュディガーの姿をありありと思い出す。

　繰り返し丁寧に指導してくれたときの真剣な表情、唇に弧を描き菓子を褒めてくれたときの笑顔、別れ際に頭を撫でてくれたときの優しい眼差し。そのどれもが思い出すたびに胸を切なく締めつける。

　じんわりと涙まで浮かんできてしまって、モニカは慌てて踵を返すと城の中へと戻っていった。

（きっと疲れているんだわ。早くお風呂に入って寝よう）

　この胸の痛みの正体を、モニカはまだ知らない。

　けれど、はるか昔に同じ痛みを味わった気がして、それがなんだったか必死に思い出そうとしたが、結局はわからなかった。




　リュディガーがユーパリアまで来られない間も、リトリア語の勉強は続いた。

　約束通り彼は三日に一度はリトリア語の手紙を送ってくれて、モニカはそれに返事を送った。

　彼の筆致は美しい。流麗な文字で書かれた手紙は季節を愛でたり興味深い書籍の話題などが綴つづられていて、モニカはそれを読むことがいつしかとても楽しみになっていた。

　手紙が届く日には侍女が部屋へ持ってきてくれるのが待ちきれず、玄関の前で郵便馬車が来るのを待ち侘わびてしまうほどだった。

　手紙のやり取りを繰り返し、一ヶ月に一回程度ではあるがリュディガーが講師に来てくれる、そんな交流が続いて三ヶ月が経ったある日。馬車にたくさんの荷物を積んでゲオゼルからの使役がやってきた。

「リュディガー皇帝陛下より、モニカ様へ贈り物です」

　そう告げられて降ろされた荷物は、部屋を埋め尽くすほどの衣装だった。

　ゲオゼル帝国のしきたりで、皇后の嫁入り道具は帝国側が準備することになっている。古いならわしだが、輿入れしてくる他国の姫君を帝国の文化と風俗に染めるのが目的だ。

　しきたりに倣ならって贈られてきたものだとはわかっていても、その圧倒的な量と豪華さにモニカは驚かずにはいられない。

　デイ・ドレス、イブニング・ドレス、それに舞踏用、式典用や弔ちょう事じ用のものと、合計すると百着を超えた。

　それに加え、靴に髪飾りに帽子はもちろん、コートやショール、ナイトウェアからガウンまで数多くそろえられている。もちろん衣装や装身具だけでなく、嫁入り道具の定番である食器をはじめとする銀製品まである。

「さすがは大陸一の富国、ゲオゼル大帝国だな……」

　新品のドレスで埋め尽くされた部屋を見て、モニカの父が感嘆を込めて呟く。その場にいた母や家令たちも、深く頷いて同意した。

「どれもこれも素晴らしいしつらえですね。最新の形というだけでなく、上品で技巧に富んでいて、洗練されています。きっとモニカ様によくお似合いになりますよ」

　贈られてきたドレスをひとつずつ確認しながら、侍女が言った。確かに衣装も装身具もどれも超一級品だ。文句のつけようもない。

　けれど、宝の山のような贈り物を見て、モニカは気後れしてしまう。

　公爵家に生まれそれなりに不自由のない暮らしを送ってきたけれど、やはり帝国の皇后という立場は段違いだ。もともと華美なものを好まないモニカは、あまりにも贅ぜい沢たくすぎる贈り物の山に怖おじ気けづいてしまう。

「これが全部私のものだなんて、なんだか怖いわ……」

　眩まばゆいブロンドに淡あわ雪ゆきのような肌を持ち、可憐でいながらも清楚な面おも立だちのモニカは、社交界では紳士たちの密かな憧れの的だった。内向的な性格で舞踏会にはあまり参加しなかったので本人はまったく知らないが、その清楚さと美しさを『リンゴの花』と称えられ噂されるほどだ。

　それなのに本人はせっかくの魅力に自覚がない。いつも青白い顔をしてオドオドしている自分を卑ひ下げしてばかりだった。

　そんなモニカに、煌びやかな贈り物はすぎたものに思える。少しずつ出てきた皇后の座につく覚悟が、またしてもすくんでしまう。

（こんなに立派な服ばかり、着こなせなかったらどうしよう。帝国の皇后は流行の先端を行かなくてはいけないのに、私なんかが務まるのかしら……）

　贈り物に感嘆する両親や、はしゃぐ妹のエラとは正反対にモニカが浮かない顔をしていると、ふとひとつの箱が目に留まった。青いリボンのかかった少し小さな箱だ。

　モニカがそれを手に取ると、使役のものは思い出したように慌てて説明しだした。

「それは皇帝陛下が自らお選びになったものだそうです」

「陛下が？」

　まさか皇帝陛下自ら妃の花嫁道具を選ぶなど、驚きだ。いったいどんなドレスが入っているのかと、モニカは不思議に思いながらリボンをほどく。すると。

「あ……」

　中から出てきたのは精せい緻ちな装飾刺繍が施された、愛らしい綿のエプロンだった。

　周りで見ていた侍女たちは少し怪訝そうな顔をしたが、モニカは嬉しくて顔が綻んでいく。

　家事や雑務は使用人がすべて請け負っている世の中で、皇帝が妃にエプロンを贈るなど前代未聞だ。下手をすれば、妃を侮ぶ辱じょくしていると捉えられ兼ねない。

　けれど、この贈り物にとても素敵な心がこもっていることを、モニカは知っている。

　リュディガーは菓子作りが好きな妻のために、それを尊重してエプロンを贈ってくれたのだ。

（ゲオゼルへお嫁に行っても、お菓子作りをさせてもらえる……）

　皇后として厳格で堅苦しい生活への恐怖を抱いていたモニカにとって、この贈り物は心がほぐれるものだった。

『宮廷に来ても、気負わずあなたらしくいればいい』

　そんなリュディガーの想いが確かに伝わってくる。

「嬉しい……ありがとうございます、リュディガー陛下……」

　真っ白いエプロンを抱きしめ、モニカは嬉しそうに呟く。

　それを見ていた両親も、娘がだんだんと結婚に明るい表情を浮かべるようになったことに、ホッと安堵していた。




　リュディガーとモニカの婚約発表から半年が経った。

　リトリア語を初めとした多国語の勉強も順調に進み、ゲオゼルの帝国史や儀礼作法の勉強、乗馬やダンスのレッスンも、すべて順調なはかどりを見せたのはモニカの努力の賜たま物ものだろう。

　帝国からは嫁入り道具だけでなく、美容の施せ術じゅつ専用の女官と召使いも送られてきたせいで、元より可憐だったモニカの容姿はさらに美しく磨かれていった。

　クラッセン家にとってもモニカにとっても、たいへんに忙しく慌ただしい半年ではあったけれど、その甲斐あってモニカは帝国皇后の名に恥じない知性と気品を身につけた。

　それは誰が見ても充分に胸を張れるものだったけれど、肝心の本人だけがなかなか自信を持てずにいる。

　もともと内向的な性格ということもあるが、大きな理由が他にもあった。

　それは、ゲオゼルから送られてきた女官たちのせいだった。

　儀礼作法の教育係として来た女官たちは、宮廷貴族の夫人たちである。彼女たちにとって君主であるアルムガルド家の『名門』の血筋は誇りであり、大いなる自国の伝統としきたりは絶対なのだ。

　そんな女官たちにとって、『名門』の血筋から外れ、帝国の歴史や儀礼をなにも知らなかったモニカは、妃として歓迎される立場ではなかった。

　それでもほとんどのものはモニカを皇后に相応しくしようと鋭えい意い努めてくれたし、努力する彼女の姿に心打たれ敬意を払うようになった。しかし中には批判的な姿勢を変えないものもいて、それがときにモニカを傷つける。

「本当に、どうして皇帝陛下は相応しくないお相手を妃に選ばれたのかしら」

「血筋も下げ賤せんで教養もない皇后なんて、帝国中の民ががっかりするでしょうね」

「いつも暗い顔をして愛想もないなんて、きっと外交も上手くいかないわよ」

　そんな噂をモニカが耳にしたのも、一度や二度どころではなかった。

　あと三ヶ月で、いよいよ輿入れとなる。そのときに国民が皆、女官たちのように自分を受けいれてくれなかったらどうしようと、不安に陥ってしまう。

　いっそ、この悩みを打ち明けられたら、とモニカは思った。

　自分はゲオゼルの皇后として本当に相応しいのか、あとどれほど努力すればいいのか、不安でたまらないと。

　けれど、家族にそれを相談したところで心配をかけるだけだろう。きっと励ましてはくれるだろうが、それは身内びいきで客観的なアドバイスではない。

（リュディガー陛下に……相談できたなら……）

　モニカの頭には夫の姿が浮かぶ。

　いつだって冷静で頼りがいのある彼ならば、妻の悩みを真摯に聞いて的確なアドバイスをくれるだろう。

　けれど、それはためらわれた。ゲオゼルの女官が未来の皇后の批判的な噂をしていると知ったら、君主である彼の顔に泥を塗ることになる。厳格なリュディガーのことだ、女官たちに処分を与えるかもしれない。それはモニカの望まぬことだった。

　そうして思い悩んでいたある日、ユーパリアに珍しい客人が訪れた。

　婚約の儀式の日以来、二度目の再会となるエルヴィンだった。

　チェルシオで公務があったため、足を延ばしてユーパリア城まで立ち寄ってくれたのだという。

「やあ、モニカ。会うたびに綺麗になっていくね、結婚の準備は順調かい？」

　明るく気さくに挨拶をするエルヴィンを見て、彼になら気軽に相談に乗ってもらえるかもしれないとモニカは思った。

「エルヴィン、あの……少し、相談したいことがあるのだけど……聞いてもらえる？」

　その頼みにエルヴィンは快く頷いてくれた。

　人払いをし部屋にふたりきりになったけれど、あまり緊張しないのは彼の人柄のせいだろう。

　五年前もそうだった。エルヴィンは見目麗しい美青年だけれど、リュディガーのような威圧的な雰囲気は感じない。大公でありながらも、親しみを感じられる存在だった。

「あのね、エルヴィン。私……ゲオゼルの国民や宮廷の方々に受けいれてもらえるか心配なの……」

　向かい合ってソファーに座ったモニカは、悩み続けていたことを思い切って吐き出す。もしかしたら『そんなことで悩むなんて』と笑い飛ばされるだろうかと不安もあったけれど、エルヴィンは意外なほど真剣に話を聞いてくれた。

「宮廷貴族はとりわけ頭の固いものが多いからね、なにかと口煩い輩やからもいると思う。けど、国民は美しく清せい廉れんな皇后を歓迎するし、アルムガルド家だってそうだ。新しく家族になったきみの名誉が傷つけられないよう、僕も皇帝陛下も細心の注意を払うよ」

　最後に柔らかな笑みを見せたエルヴィンの言葉に、モニカはなんと頼もしいのだろうと感激する。彼が新しい家族の一員で本当によかったと思った。

「口さがない女官たちについては、僕のほうから変えるように指示しておくよ。大丈夫、大事にはしない」

　エルヴィンの説明によると、どうやらモニカにつけられた女官には高位官職の夫人が多いらしい。宮廷貴族の中でも特に誇り高く国家の威信を重んじるものたちだ。

　リュディガーとしてはその忠誠心を買っての選出だろうけれど、異国の妻に送る女官としては裏目に出てしまったようだ。

「ありがとう、エルヴィン……心から感謝するわ」

　安堵して微笑んだモニカだったけれど、ふとあることが思い浮かんだ。

　今までは自分の胸だけにしまってきたけれど、エルヴィンになら話してもいいかもしれない。

「も、もうひとつ話を聞いてもらってもいい？」

　さっきより緊張した様子で持ちかけてきたモニカに、エルヴィンは「もちろん」と頷いて見せる。

　モニカはためらうように一度唇を引き結んでから、スカートの上で手を握りしめ覚悟を決めて口を開いた。

「リュディガー陛下は……私のことを、どう思われているのかしら……？」

「へ？」

　思いもよらなかった質問にエルヴィンは素すっ頓とん狂きょうな声を上げてしまったが、目の前のモニカが真っ赤な顔をしているのを見て、苦笑を浮かべた。

「可愛いね、モニカは。結婚を約束された身なのに、陛下のお心が気になって仕方ないなんて」

「結婚を約束しているからこそ気になるのよ。だって、夫になる方には……嫌われたくないもの……」

　この結婚が政略結婚だとはわかっている。それでも一生を添い遂げるのだ、相手に嫌われたくはない。

　それがリュディガーなら尚更だと、最近のモニカは思っていた。

　厳格な中に見せる優しさが、義務でなければいいのにと願ってしまう。政略結婚の相手ではなく、ひとりの女として見て向けてくれた優しさならいいのに、と。

　唇を噛みしめ赤い顔を俯かせてしまったモニカを見て、エルヴィンは少しだけ複雑な表情を浮かべると肩をすくめた。

「羨ましいね、皇帝陛下が。可愛い新妻にこんな可愛い顔されちゃって。僕が陛下だったら新妻が大切すぎて、公務を放り出して毎日会いに来ちゃうかも」

「もう、エルヴィンったら、からかわないで」

「からかってるわけじゃないさ。いくら兄弟だって僕には陛下のお心はわからないよ。けど、普通の男ならきみを見ているとそんな気持ちが湧いてくるんじゃないかな」

　それなら、毎日会いに来ないリュディガーはモニカを大切に思っていないということだろうか。そんな馬鹿な、と思いモニカはかぶりを振る。

「お忙しい陛下がそんなことできるわけないじゃない。ゲオゼルとチェルシオは遠く離れているんだもの」

「……真面目だなあ、モニカは」

　言葉通りに受け取って考えるモニカに、エルヴィンは密かに呆れの溜息を吐き出す。

　さっきから彼女を褒め称え、遠回しに自分の好意を告げているのに、まったく気づかれていない様子だ。どうやら麗しいアンバーの瞳には、リュディガーしか映っていないらしい。

　エルヴィンとて、いまや皇帝の婚約者となったモニカを本気で口説こうと思っているわけではない。そんなことをしたらたとえ大公という身分でもあっても、ただでは済まないことぐらいわかっている。

　けれど、五年前からずっと憧れていた想いは本物だ。まったく応えてもらえないどころか、気づいてももらえないことが悔しくて、彼がちょっぴり意地悪な気持ちになってしまうのも仕方がない。

「ああ、そういえば。皇帝陛下は昔から漆しっ黒こくの毛並みがいい女の子が好みだったよ」

「え？」

　突然暴ばく露ろされたリュディガーの女性の好みに、モニカは目をまん丸くさせて驚いた。

「遠出するときの供は、必ず豊かな黒髪の女の子を選ぶんだ。最近はもっぱらロザリーがお気に入りみたいだね」

　衝撃のあまり、目の前が真っ暗になる。

　モニカの髪色はプラチナ色に近いブロンドだ。正反対すぎる。

　自分がまったく彼の好みでないことも、あの厳格なリュディガーがお気に入りの女の子をお供にさせていることもショックだった。

　明らかに愕がく然ぜんとしているモニカを見てエルヴィンは胸が痛んだが、あえて朗ほがらかに言葉をつけ加えた。

「今度陛下に会ったときに聞いてみたらどうかな。きみとロザリー、どちらのほうが魅力的かって」

　そのときの光景を想像して、エルヴィンは密かに笑いをこらえる。

　これはささやかな悪戯いたずらのつもりだった。

　もしモニカがロザリーにやきもちを妬やいていると知ったら、あの気難しいリュディガーとて思わず頬がゆるむだろう。

　なぜならロザリーは漆黒のたてがみが美しいリュディガーの愛馬だからだ。彼は昔から黒い馬体の牝ひん馬ばを好んで乗ることが多いのである。

　エルヴィンに謀はかられたことに気づいたとき、モニカは怒るかもしれない。

　けれど、自分の気持ちに全然気づいてくれない彼女を、ちょっとぐらいハラハラさせたって許されるだろうとエルヴィンは思うのだ。

　兄であるリュディガーも、口ではそっけないことを言っていたくせに、多忙な中モニカを見舞いに行ったり講師を務めたりと、彼女にぞっこんなことは見て明らかだ。

　少しぐらいモニカを不安にさせたところで、真実がわかればきっとふたりは笑い合い、より夫婦の仲を深め合うだろう。結果よければすべて善よしである。

　そんな微笑ましい策略をたてて、エルヴィンはひとりほくそ笑むと、「じゃあ僕はそろそろ帰るね」と席を立った。

　しかし――明るいはずのエルヴィンのジョークは、想像以上に彼女の心に影を落としていた。

　モニカは玄関ホールまで彼を見送ったが、気持ちは上の空である。

（私……思い上がっていたんだわ……。陛下は私になんて興味なかったのに……親切にしてくださるのは皇帝としての義務でしかないのに……喜んでいた自分が恥ずかしい……）

　考えれば考えるほど胸がキリキリと痛い。今までこんな苦しさを味わったことはなかった。

　リュディガーが他の女性と仲睦まじく言葉を交わしている姿を想像しただけで、手に負えないほどの悲しみが込み上がってくる。どうしていいかわからず、気を抜くと取り乱してしまいそうだった。

　目尻に浮かんできてしまった涙を誰にも見られないように慌ててぬぐい、部屋に駆け戻る。この結婚に愛がないことなど初めからわかっていたと、何度も自分に言い聞かせて。

　けれどこの夜、モニカは胸が痛すぎて、ベッドに入ってからもなかなか寝つくことができなかった。




「エルヴィンが来たそうだな」

　翌週、リトリア語の講師に来たリュディガーは勉強部屋でふたりきりになるなり、そんなことを聞いてきた。しかもその口調には明らかに不機嫌さが滲んでいる。

「はい、先週のご公務の帰りに立ち寄ってくださいました」

　素直に答えながらも、モニカは彼がどうして苛立っているかがわからない。

　勉強机の椅子に座っているモニカを見下ろし、リュディガーはさらに忌いま々いましげに眉を吊り上げた。

「人払いをし、ふたりきりで随分長いこと話していたと聞いたが？」

　どうやら女官の誰かがわざわざ報告したらしい。けれど、後ろめたい気持ちがないモニカは、正直に頷いてしまう。

「はい。お話を色々聞いて頂きました」

「……エルヴィンになにを話すことがあるんだ」

　今度の質問には、モニカは口をつぐまざるを得なかった。女官たちの評判が気になって相談したことも、リュディガーが自分をどう思っているか尋ねてみたことも、どちらも言えるはずがない。

「その……色々と……」

　隠しごとのできない性格のモニカは、ゴニョゴニョと口ごもって目を泳がせてしまう。

　すると、頭の上からハァっと大きな溜息を吐く音が聞こえた。

　腕を組み眉間に手を当てているリュディガーの態度は、明らかに怒っている。呆れを含んだ怒りだ。

（リュディガー陛下、すごく怒っていらっしゃる……。どうしよう。私、なにかいけないことをしたのかしら……）

　不安と緊張で顔を青ざめさせたモニカに、リュディガーは厳しい口調で叱責した。

「慎つつしみのないことをするんじゃない。あなたは俺の妃になる身だ。他の男と親密な時間を過ごすことがよくないことぐらい、もう子供じゃないんだからわかるだろう？」

　その言葉に、モニカは顔をカァッと赤くさせる。

　エルヴィンはリュディガーの弟だ、家族になる身ではないか。それなのに、ふたりでお喋りをしただけでふしだらな女のような扱いを受けて、モニカの心は羞しゅう恥ちと共にひどく傷ついた。

「……申し訳、ございません……」

　泣きたい気持ちをこらえてスカートをギュッと握りしめ、頭を下げた。

　義ぎ弟ていと話をしただけで夫に蔑さげすまれてしまったことが悲しい。皇后になるべく努力してきた自信が、ガラガラと崩れていく。

（ゲオゼルでは、たとえ家族でも異性と仲よくしてはいけないのね。……知らなかった私が悪いんだもの、反省しなくちゃ）

　頭ではわかっていても、感情がこらえきれない。

　ただでさえ、自分はこれっぽっちも愛されていないと先日判明したばかりだ。義務でしか繋がっていない夫婦だと突きつけられ落ち込んだ気持ちは、まだ立ち直れていない。

　そのうえさらに嫌われるような事態を招いてしまい、モニカは絶望的な気持ちになる。

「ごめんな……さい……、っ……」

　ついにたえきれずに涙がこぼれてしまった。肩を揺らして泣きだしたモニカを見て、リュディガーの顔色が変わった。

「……そんなにエルヴィンとの仲を咎められるのがつらいのか」

　そうではないと訴えたいけれど、ヒックヒックとしゃくり上げている口からは言葉が出せない。

　部屋にはしばらく沈黙が流れた。モニカのすすり泣く声と、窓辺に停まっている小鳥のさえずりだけが、重々しい雰囲気の部屋に響く。

　すると、窓辺に目を向けたリュディガーがひとり言のようにボソリと呟いた。

「――いっそ、小鳥のように黄金の籠かごにでも閉じ込めてしまおうか。俺以外の誰にも懐かないように」

　あまりのひどい台詞にモニカは耳を疑った。籠に閉じ込めるなど、まるで投獄だ。義弟とお喋りしたことは、そんなにも重い罪なのだろうか。

　さすがに言いすぎたと思ったのか、リュディガーはハッと口元を押さえると、不機嫌そうに顔をしかめた。

　そして苛立たしげに手に持っていた教本を机の上に置くと、呆れたように吐き捨てる。

「こんな状態で授業はできないな」

　冷酷な宣告を残し、リュディガーは背を向けると部屋を出ていってしまった。

　ひどく彼を怒らせてしまったと思い、モニカは部屋の扉が閉まると机に突っ伏してワッと泣き出した。

　今までもリュディガーに嫌われるのはつらかったが、今日は胸が張り裂けそうに痛い。部屋を出ていったリュディガーがどこへ向かったのかを考えると尚更だった。

　彼はユーパリアに来るときはたくさんの供を連れている。側近、護衛、侍じ医い、聖職者、近侍、従僕など四十名以上にわたる。

　彼が連れているのは男の供ばかりだと思っていたが、エルヴィンの話を聞いてそうではないと知った。きっと今日もお気に入りのロザリーを連れてきているのだろう。

　今頃モニカのせいで苛立った気持ちをロザリーに癒いやしてもらっているのかもしれないと思うと、泣いても泣いても涙が溢れてきてしまった。

　突っ伏して泣く顔に、ブロンドの髪がサラサラとかかってきてやるせない。今まで自分の髪は嫌いではなかったが、いっそ黒く染めてしまいたくなる。

　一時間後、泣きやんだモニカの元にリュディガーは戻ってきたが互いの雰囲気は重々しく、この日の授業は暗くつらいものとなった。
















第五章　インペリアル・ブライド













　六月。ついに結婚式に向けてモニカの輿入れが始まった。

　家族との別れや王家への挨拶を済ませ、だんだん遠ざかる故郷を馬車の窓から眺めながら、モニカの胸は寂しさと不安で押し潰されそうになる。

　あれ以来、リュディガーとの関係はギクシャクしたままだ。授業も手紙のやり取りも続いているが、どうしても以前より距離を感じてしまう。

　こんな気持ちのまま神様の前で愛を誓って、夫婦になっていいのだろうかとモニカは悩む。けれど考えたところで結局なにも変わらないのだと思うと、溜息が自然と口からこぼれた。

　格式ばった厳格な宮殿で、愛のない夫に寄り添い、批判的な宮廷貴族に囲まれ、唯一仲のよいエルヴィンとは気軽に話もさせてもらえない生活。気持ちが明るくなる要素がどこにあろうか。

　行く先々では結婚を祝って人々が集まり、モニカに祝福を贈ってくれる。花や旗を振って祝ってくれる民衆、祝辞を述べる領主、祝砲が上がり、教会の鐘が鳴った。

　沈んだ気持ちとは裏腹に、モニカはそれに笑顔で応え手を振らなくてはならない。人前に出ることが苦手な彼女は、すでに皇后としての責務に苦痛を感じ始めていた。

　ゲオゼルへの旅はなるべく主要な都市を巡らなければいけないため、五日ほどかかる。三日目の夜、行く先々での歓迎の嵐に疲れてしまったモニカは、宿泊先の司教館で部屋に入るなりぐったりとベッドに倒れ込んでしまった。

　このあとは司教や地元の有力貴族との挨拶があるというのに、立ち上がる気力が起きない。慣れない笑顔を振りまきながらの旅は、想像以上にモニカの神経をすり減らしていた。

（グズグズしている場合じゃないわ。私は皇后なんだから。私の行動ひとつで、大勢の人に迷惑をかけてしまう）

　自分を鼓こ舞ぶして身体を起こしたとき、紫し檀たんでできた部屋のドアをノックする音が聞こえた。

　侍女が準備に来たのだと思ったモニカは慌てて立ち上がり「はい」と返事をする。すると、部屋に入ってきた侍女が小走りで近づいてきて、驚くべきことを小声で告げた。

「モニカ様。リュディガー陛下がお越しです。もしよければモニカ様にお会いしたいとのことですが……」

「へ、陛下が？」

　花はな婿むこであるリュディガーとは明日、国境でおこなわれる歓迎式典で会う予定だった。それがまさか、どうしてこんなところにいるのだろうか。

　モニカは混乱したが、皇帝が面会を望んでいるのだ。会わないわけにはいかない。

「お通しして」

　命じられた侍女が部屋を出ていくとすぐさまノックが聞こえ、黒い外套を羽織ったリュディガーが入ってきた。

「陛下……！　いかがなされたのですか？」

　明日の準備で忙しいはずなのに、こんなところまで来てしまうなんていったいどれほどの急用なのかと、モニカは内心怯える。

　しかし彼は部屋のドアを静かに閉め、モニカの正面までやってくると落ち着いた声で言った。

「なにかあったわけではない。あなたの様子を見にきただけだ」

「……え？」

　どういうことなのだろうとモニカが意味を考えあぐねていると、大きな手が伸ばされ、そっと頬を撫でられた。

「祝祭事とはいえ、慣れていないあなたにとっては苦労も多いだろう。疲れているのではないかと思い、様子を見にきたんだ」

　頬にふれた手の温かさと共に、彼の言葉の意味が心に染みていく。思いもかけなかった優しさに、疲れと緊張でこわばっていた気持ちがみるみる解けていった。

「……陛下……」

　自分も多忙を極める身でありながら、リュディガーは新妻を心配してお忍びでここまでやってきたのだ。本来ならとてもそんなことができる立場ではないうえ、彼は厳格で真面目な性格だ。モニカでさえ、今リュディガーが目の前にいるのが信じられない。

　けれど彼は駆けつけたのだ。モニカが疲れているのではないかと思いやる、ただそれだけの理由で。

「ありがとう……ござ……」

　礼を述べる言葉が涙で詰まってしまった。ユーパリアを出立してからずっと心細かった想いが、涙になって溢れていく。彼が妻を思いやるのは義務だとわかっていても、その優しさが嬉しくて甘えたくなってしまう。

（泣いちゃダメ。せっかく様子を窺いに来てくださったのに、頼りないところを見せたらまた呆れられてしまう）

　そう自分を咎めて必死に泣きやもうとしていると、頬に添えられていた手が離れ、ゆっくりとモニカの華奢な身体を抱きしめてきた。

「え……」

　一瞬、なにが起きたかわからなかった。けれど、外套越しの逞たくましい身体に抱き寄せられていると理解したとき、胸が激しく高鳴った。

「すまない。慣れないあなたに心細い思いをさせたな。俺もユーパリアから付き添うべきだった」

　モニカの孤独な旅を発案したのはもちろんリュディガーではない。自国からゲオゼルまで花嫁は供だけをつれて輿入れするという、帝国のしきたりに則っただけだ。

「陛下が謝られることではありません……、皇后になるための尊いしきたりなのですから」

　旅の道中ずっと自分に言い聞かせてきたことを、モニカは口にした。自分を不安と孤独に追い込むこのしきたりは、皇后になるために必要な尊重すべき儀式なのだと。

　けれど、それを一番厳守すべき立場の皇帝は、モニカの肩口に顔を寄せて小さく頭を振る。

「泣くほどつらかったくせに、我慢をするんじゃない。俺は言ったはずだ、もっと夫となる男に頼れと。俺はあなたに、そんな顔をさせて祭壇に立たせたくはない」

　耳のすぐ横で告げられたせいだろうか。いつも冷静に聞こえていたリュディガーの声に、どこか苦しげな感情が感じられた。

「ごめんなさい……私、泣いてばかりで……」

「気にするな。あなたの涙を止めるのは俺の役目だ」

　これ以上情けない姿を見せたくないと思うのに、モニカは泣くのをこらえきれなかった。リュディガーの逞しい身体にしがみつくように抱きつき、流れるままに涙をこぼしてしまう。

　エルヴィンの件で叱られて以来、リュディガーにはすっかり嫌われてしまったと思っていた。心底呆れられて、もう義務でも優しくしてもらえないと思い悲嘆に暮れていた。

　それなのにこんなにも彼は優しくしてくれる。皇帝という立場なのにしきたりを破り、モニカの元へ駆けつけ抱きしめてくれた。そこに愛はなくとも、モニカは嬉しくて嬉しくて胸が熱くなる。

　初めて異性に抱きしめられて心臓が飛び出そうなほど早鐘を打っているのに、抱きしめてくれる手が心地よくて離れられない。外套越しでも確かに彼の体温は伝わって、モニカの胸を初めて知る至福で満たした。

　しばらくしてモニカが泣きやむと、リュディガーはそっと身体を離した。

　改めて彼と見つめ合う形になってしまい、頬が赤く染まる。彼と恋人のように抱き合ったのだという自覚がいきなり湧いてきて、恥ずかしくなってしまった。

「あの……お気遣い頂きありがとうございます。おかげで気持ちが落ち着きました。もう大丈夫です。私、司教様たちにご挨拶をしてきますので、陛下もどうぞお戻りください」

　笑顔を作り焦って言ったが、リュディガーは頷かなかった。

「司教たちへの挨拶は俺が済ませておく。あなたは今夜はゆっくり休みなさい」

「で、でも……」

　気持ちはありがたいが、さすがに戸惑ってしまう。

　彼はお忍びでここへ来ているのだ。それなのに皇后の代理を務めさせて、いいわけがない。

「そんなことをしては、陛下の評判に傷がつきます。皇后を甘やかしすぎだと俗ぞく言げんされたら、私は国民に顔向けができません」

　必死になって説得すると、リュディガーはそんなモニカを見て小さく笑った。

「大したものだな。すでに皇后の顔をしている。あなたは繊細に見えるが、責任感が強く気概がある。気高い皇后を得られて、我が国民は幸福ものだな」

　彼には情けない姿ばかり見せてしまったのに、まさか褒められるとは夢にも思わなかった。

「お、畏れ多いお言葉です……。私なんか、まだまだ……」

　顔を赤くしてしまったモニカを見てリュディガーは目元を和らげると、ひじを曲げそっと腕を差し出してきた。

「では、一緒に挨拶に向かうというのはどうだ？　これならば『皇帝夫妻は仲がいい』と、皆、目を細めてくれると思うが？」

　確かにリュディガーと共に出ていったなら、挨拶に集まった人々は素敵なサプライズだと思うだろう。モニカだって彼が一緒なら慣れない挨拶儀礼も心強い。けれど。

「でも……それでは、儀式の手順と違います。ゲオゼルのしきたりでは、国境までは皇后はひとりで務めを果たすべきだって……」

「結婚の儀式において大事なのは、古いしきたりより花嫁の健やかな笑顔だ。違うか？」

　言い切られてしまうと、もはや反論できなかった。

　厳格なはずのリュディガーが、儀式のしきたりより妻の笑顔を優先してくれたのだ。戸惑うけれど、嬉しくないわけがない。

　モニカは頬を染めはにかんだ表情でリュディガーの腕に手を置くと、彼のエスコートに従って挨拶へ向かった。




　お忍びで来たはずのリュディガーが公に姿を見せたことで、輿入れの儀式は多少の変更があったものの、モニカは五日に及ぶ旅の末、ゲオゼル帝国皇宮・ルイーヴ宮殿へと無事入にゅう宮ぐうした。

　初めて目まの当たりにしたルイーヴ宮殿は、想像以上に雄大で荘そう厳ごんだった。

　新古典主義に倣って建てられた外観は、近くからでは視界に入りきらないほど大きな独立円柱と水平梁りょうからできている。そんな巨大な列柱が続く外観は果てしなく、建物を一周するには馬車が必要なほどだった。

　屋根の破は風ふ部分にはゲオゼルの紋章と同じ二匹のユニコーンと天使が彫刻されていて、アルムガルド家の威光を示している。

　大、中の舞踏会場、大礼拝堂、オペラホール、美術館、図書館などの施設に加え二千室を誇る宮殿内も圧巻の大きさだった。

　内装はロココの様式が色濃く、貫録がありながらも壮麗だ。磨き抜かれた大理石の床、柱頭に金メッキブロンズで装飾が施されたつけ柱、金箔装飾の白い壁面、クリスタルガラスのシャンデリアと、どこを見ても豪ごう奢しゃ極まりない。

　皇后であるモニカには私室である居間、応接室、遊戯室、執務室、書斎、化粧室、浴室、寝室、衣裳部屋などが用意されている。

　宮殿内を案内されながらモニカはその豪壮さに、改めて大帝国の皇后となったことを身に染みて感じたのであった。

　そしていよいよ結婚式当日、朝四時から宮殿では大掛かりな準備が始まる。

　身を清め正装をしたモニカは、新しい家族と親戚の紹介を受けると、皇帝から王冠を進呈された。二千個ものダイヤでできた王冠は、皇后の最上級正装品であり花嫁のティアラでもある。

　それを受けとり、モニカは婚礼衣装へと着替える。

　最高級のシルクでできたドレスは精緻なレースと一万個もの真珠で飾られた、目を見張るほど美しいものだった。袖や襟はレースで覆われ、とても清楚なデザインになっている。けれどスカートはバッスル・スタイルで大きく膨らみ、花の刺繍を施されたトレーンが若々しい愛らしさも醸していた。

　大勢の侍女によってモニカは着替えさせられ、髪を結われ、眩いほどの花嫁へと変えられていった。

「……溜息が出るほどのお美しさですね。国中の人間が見惚れてしまいますわ」

　ウエディングドレス姿のモニカを見て、侍女たちが口々に賞賛する。

　あまりにも褒められすぎてモニカは面おも映はゆい気がしたけれど、鏡に映る自分の姿は確かに美しかった。

　容姿に自信を持ったことなど一度もないけれど、大帝国の威信をかけて装われた花嫁姿は見事だとしか言いようがない。清楚なデザインはモニカの儚はかない雰囲気の美び貌ぼうを引き立て、ブロンドに編み込まれたオレンジブロッサムの花が彼女を幻想的に魅せてくれていた。

　なんだか恥ずかしくて鏡の中の自分を見られない。モジモジしていると、控室の扉がノックされた。

　取り次いだ侍女が「陛下がお見えになられました」と部屋の中に告げると、支度を手伝っていた侍女と小間使いたちが一斉に最敬礼の姿勢を取り、扉が大きく開かれた。

　入ってきたリュディガーは婚礼用の純白の軍服に、最高勲章である赤い幅広の飾帯を肩からかけている。その清麗な凛々しさに、モニカは思わず見入ってしまいそうになった。

　ハッと我に返ったが、なにやらリュディガーも動きを止めている。そして彼は人払いをすると、部屋にふたりだけになった。

　互いに婚礼衣装姿を見るのは初めてだ。いよいよリュディガーと結婚式を挙げるのだという自覚が湧いてきて、なんだかソワソワとしてしまう。

　すると、静かになった部屋でリュディガーはモニカをじっと見つめて言った。

「――綺麗だ、とても」

　はにかむように微かに口角を上げて告げた彼の姿に、モニカの胸が切なさとときめきで溢れ返る。頬が熱くて、顔が赤くなっていくのがわかった。けれどそれでも、彼から目が離せない。

「リュディガー……陛下……」

　自分の中で新しい感情が生まれていくのがわかった。

　厳格だけど優しくて、いつの間にか誰よりも大きな信頼感を胸に植えつけていたこの美しい男に、自分は恋をしているのだとモニカは気がついた。

　彼が本当に心を許した瞬間にだけ見せる笑顔が、温かくて大きな手が、心のこもったエスコートが、大好きだ。

　これからこの愛しい男と祭壇でキスを交わし夫婦になるのだと思うと、モニカの顔には自然と幸福な笑みが浮かんだ。

「陛下……。私、必ずよい妻となってみせます。ですから、その……どうぞ、よろしくお願いいたします」

　ドキドキと胸を高鳴らせながら告げれば、リュディガーもまた微かに頬を染めた。

「あなたを一生幸せにすると誓う、モニカ」

　彼のくれた言葉が、嬉しかった。

　たとえ政略結婚でも、義務でもいい。リュディガーのくれた真摯な誓いに、きっと偽りはない。

　結婚が決まったときは戸惑う気持ちしかなかったけれど、今のモニカには晴れ晴れとした笑顔が浮かんでいた。




　ルイーヴ宮殿にある皇室礼拝堂で式は執とりおこなわれた。

　高い天井には天使のフレスコ画が描かれ、真っ白な束ね柱が連なる広い室内には数十名もの司教が控え、荘厳な雰囲気に包まれている。

　祭壇の前で誓いの言葉を述べ、指輪の交換をすると、大司教が「神の前で誓いの口づけを」と進行を促した。

　リュディガーの手がゆっくりとベールを捲めくり、モニカは顔を上げる。

（――あ……）

　そのとき、彼女は初めて気がついた。ステンドグラスからの陽光に照らされ、間近で見たリュディガーの瞳が、翠眼だったことに。

（すごく……綺麗……）

　胸が甘く切なく痛む。恋のときめきと共に、泣きたくなるような懐かしさを覚えるのはなぜだろう。

　ずっと彼の瞳を見つめていたいと思ったけれど、口づけを受けるためモニカはそっと目を閉じた。

　瞼を閉じても翠の瞳に魅入られた胸は高鳴ったままで、甘い恋に酔いしれながら受けた初めてのキスは、夢のように幸福だった。




　結婚式が終わると国を挙げての祝祭式典が始まる。

　帝都でおこなわれたパレードは華々しく、新しい皇后をひと目見ようと数万人もの民が街道に押し寄せた。

　金の縁取りがついた真っ白い車体に花とリボンをあしらったオープン馬車に乗り、モニカは笑顔で民衆に手を振る。

　輿入れのときは苦痛だった振る舞いも、今は自然とすることができた。きっと隣にリュディガーがいるせいだろう。

　恋を自覚してから、彼の近くにいるのがなんだかくすぐったい。時折そっと隣を窺うと、リュディガーは口元に弧を描き柔らかな眼差しでモニカを見つめ返した。

　たったそれだけのことなのに、嬉しくて恥ずかしくてソワソワしてしまう。

　街道に集まった民衆は口々に祝福を叫び、清楚で美しい皇妃を褒め称えた。その温かい歓迎の光景にも、モニカは胸を熱くする。ゲオゼルの国民が自分を受けいれてくれなかったらどうしようという不安は、どうやら杞き憂ゆうだったようだ。

　そんな安心を覚えていたモニカに、皇后としての厳しさが突きつけられたのは、晩ばん餐さん会かいが終わった夜のことである。




「お飲みください。無事に男児を授かるための聖杯です」

　湯あみを終えナイトウェアに着替えたモニカは、小礼拝室へと連れていかれ驚愕した。

　これから夫と初夜を迎えるというのに、部屋には司教と臣下と侍女に、リュディガー以外のアルムガルド家の家族まで控えていたのだから。

　何事かわからず戸惑って椅子に座っているモニカの目の前に、金のグラスに入った不思議な飲みものが差し出された。ワインのようだが、癖くせのある香りがする。

「これは……？」

　おそるおそる尋ねるモニカに答えたのは司教だった。

「帝国に伝わる男児懐かい妊にんのための聖杯です。国家安泰のために皇后陛下には一日も早く跡継ぎを産んで頂かねばなりませぬから」

　その説明でモニカは理解した。この仰ぎょう々ぎょうしい有様は、初夜を迎える皇后に男児懐妊を願う儀式なのだと。

　婚礼にまつわる儀式はあらかじめ教えてもらっていたが、初夜についてはなにも聞かされていなかった。考えてみれば『名門』の血筋を持ち世襲制で帝位が継がれるゲオゼルにとって、皇后の一番重要な務めは跡継ぎを産むことなのだから、それを重んじる儀式があっても不思議ではない。

　けれど、まだ恋を覚えたばかりで純情ともいえるモニカにとって、初夜というデリケートな空間に干渉されることはショックだった。

「皇后陛下はお若く健康でいらっしゃいますから、きっとすぐに跡継ぎを授かりますわ」

「ゲオゼルの民も、なによりそれを望んでおりますからな。もちろん、皇帝陛下もでしょう」

　聖杯のグラスを持ったまま困惑しているモニカに、侍女や臣下の励ましがプレッシャーをかける。さっきまで夫の腕に抱かれることに甘い緊張を抱いていた胸は、今や不安と責任感に冷たくなってしまった。

「皇后陛下ほどのお美しい妃であれば、皇帝陛下とて男の悦よろこびを感じずにはいられないでしょう。帝国は子宝に恵まれる幸運に見舞われますな」

　宮廷官の中年男がおどけまじりに発言すれば、周りの臣下や侍女たちもクスクスと笑う。場を和ませるための明るい話題のつもりだったのかもしれないが、うぶなモニカは顔を真っ赤にし唇を噛みしめて俯いてしまった。

　エルヴィンが心配そうな視線を向けていたが、それすらも今のモニカには羞恥でつらい。

　十八年間守ってきた純じゅん潔けつを夫に捧げる清らかな夜を、土足で踏みにじられた気分だった。

「さあ、温かいうちにお飲みください」

　モニカが聖杯を持ったまま口をつけないのを見兼ねて、司教が再び促す。人肌に温められていたそれは妙なとろみを持っていて、素直に飲むのがためらわれた。

　世の中には医学的な根拠のない産み分けや懐妊のまじないが流は行やっていた。さまざまなハーブやスパイス、動物の血を飲む方法も聞いたことがある。このワインにもそういった混ぜ物がしてあるのかと思うと吐き気を催したが、皆が注目する中、飲まないわけにはいかなかった。

「……いただきます」

　覚悟を決めて、味を感じないように一気に喉へ流し込む。生ぬるいとろみにえづきそうになりながらなんとか飲み干すと、司教はモニカに向かって祈りを捧ささげ始めた。

「神の血を引きしアルムガルド家に、新たなる栄光の御み子こを」

　司教に続き、部屋にいたものが皆膝ひざを折ってモニカに向かって祈りを捧げる。

　信じられないほど大げさな儀式に思われたが、古くは王権神授を掲かかげていたゲオゼル帝国にとっては当たり前の光景であった。

　自分に課せられた義務の重さに、モニカの身体には身震いが起きた。

（子を……跡継ぎを成すのが、私の役目……）

　新婚の喜びなどとうに消え呆然としていると、部屋にノックが響いた。

「皇帝陛下のお支度が整いました。どうぞ、寝室へ」

　宮廷顧問官と選ばれた侍女がモニカを仰々しく部屋まで案内する。

　初めて訪れた夫婦の寝室は月明かりのよく差し込む南の棟にあり、両開きの重厚なマホガニーのドアがしつらえられていた。

　控えの兵によって扉が開かれると、広々とした寝室にはナイトガウンを着たリュディガーが立っていた。

　縁を金のブロケードで飾られたボルドーカラーの壁に、黄金でできた燭しょく台だい型のランプ。シャンデリアはろうそくの明かりを数万個のクリスタルに反射させたもので、寝室はおごそかな雰囲気に包まれていた。

　リュディガーと部屋にふたりきりになったというのに、モニカの胸はときめきよりもプレッシャーに喘あえいでいる。

「……大丈夫か？」

　いつの間にか目の前までやってきたリュディガーが、俯いているモニカの顎あごを指ですくい、そっと上向かせた。

　男らしい無骨な指が顎から唇をなぞり、モニカの身体がピクリと跳ねる。リュディガーはそのまま唇を重ねようとしたが、彼女が小さく震えていることに気づき、やめた。

「……顔色が悪いな。今日は中止するか」

「だ、大丈夫です……！　どうか、やめないでください」

　モニカは咄嗟に叫んでしまった。なにより大切な皇后の務めだ。あれほどの儀式をさせたのに、ことを成さないわけにはいかない。

「私のことはどうぞ、お気遣いなさらないでください。閨の作法は学んで参りました。拙つたないかもしれませんが、必ず義務を果たしてみせます」

　皇后として気丈に振る舞ったつもりだった。けれど、リュディガーはどうしてか顔をしかめてしまう。

「義務、か……」

「司教様に祝福を授けてもらいました。きっと、男児を授かると思います」

「君主の気分を萎えさせる祝福など、ないほうがマシだな」

　不愉快そうに呟かれた台詞の意味が、モニカにはわからなかった。けれど、リュディガーがとても機嫌を損ねてしまったことだけはわかる。

　なにか粗そ相そうをしただろうかと焦るモニカを、リュディガーは突然抱き上げると、そのままベッドまで運んでしまった。

　モスリンのカーテンが下がった天てん涯がいつきのベッドは大きく立派で、モニカの身体が降ろされてもウールのマットレスが優しく受けとめ軋きしみひとつ立てない。

「優しく抱くつもりだが、つらかったらすぐに言いなさい」

　横たわった身体に覆い被さりながら言うと、リュディガーは静かに唇を重ねた。

　二度目のキスに、胸が跳ねる。

　もしも彼が皇帝でなく、跡継ぎを切望されるような立場でなかったなら。きっと、髪をゆるりと撫でる手も、熱い吐息と共に頬や首に落とされるキスも、胸が震えるほど嬉しかっただろう。

　けれどリュディガーの時間をかけた丁寧な愛あい撫ぶも、皇后としての重圧に囚われたモニカのうぶな身体に、悦びをもたらすことは難しかった。

　貴族令嬢の教わる閨での作法は、お行儀のよいものだ。妻は夫に身を委ゆだね、驚いたり嫌がったりしてはならない。大きな声を上げたり、自ら求めたりするのははしたないことであり、ただされるがままに子種を受けいれるのが良妻とされていた。

　もちろんそれは表向きの教育であり、実際は殿方を悦ばせる嗜みも社交界では学ぶことができたのだけど、あまり舞踏会に参加しなかったモニカにそれを知る機会はなかった。

　まるで人形のように固まりずっと震え続けている新妻に、リュディガーも戸惑いを覚え始める。

「モニカ。力を抜きなさい」

　彼の指が、穢けがれのないモニカの秘所にふれる。時間をかけた愛撫のおかげで少しとけていた緊張が、また強くなった。

　そんな状態では夫の欲どころか指すら受けいれることができず、モニカは初めて知る異物感と痛みに「ひ……っ」と引きつった声を上げた。

「い……っ、……う、ぅ……」

　歯を食いしばっていても呻うめきが漏れてしまう。リュディガーは決して乱暴な動きはしなかったが、緊張でこわばっている身体はもはや苦痛しか覚えない。

（……ダメ、我慢しなくては。どんなに痛くてもつらくても、陛下の子種を受けいれなくては……）

　義務と緊張に囚われているモニカの瞳には、愛しい夫の姿は見えていない。彼の翠眼がどれほど情熱の色を浮かべ、けれど心配そうに思いやっているのか。苦痛に耐えきつく閉じたアンバーの瞳にはなにも映らず、ついには眦まなじりから涙が溢れ始めた。

　一度こぼれてしまった涙は止められなかった。

　ベッドサイドのランプに照らされキラキラとした雫が、幾筋もこぼれ落ちていく。止めたいと思う意志とは裏腹に、モニカはついにしゃくり上げるほど泣きだしてしまった。

　なにもかもが怖かった。初めて知る性の刺激も、破は瓜かの痛みも、子を成せなかったらどうしようというプレッシャーも。

　早く男児を懐妊しなければ、国民も宮廷貴族もリュディガーもみんなが呆れてしまうだろう。やはりモニカは帝国に相応しくないと、皇后失格の烙らく印いんを押されてしまう。

（リュディガー陛下に、嫌われたくない……）

「ごめんなさい……っ、気にせず続けてください。私、大丈夫ですから……義務を果たしますから……っ」

　嗚お咽えつに詰まる声を必死に絞り出し、大丈夫だと主張した。

　けれど、モニカの身体から手を離したリュディガーは大きく息を吐きだし、きっぱりと言った。

「泣いている女は抱けない。今夜は中止する」

　ショックで息が止まるかと思った。それはまるで死刑宣告である。

　絶対に失敗するわけにはいかない初夜で、夫に呆れられ中止を宣言されてしまったのだから。

　モニカが必死に止めようとするも、リュディガーは身を起こしガウンを羽織ると部屋から出ていってしまった。

　広く薄暗い寝室にひとり残されたモニカは、ただ悲しみに打ちひしがれる。

（呆れられてしまった……。またリュディガー陛下に嫌われてしまったわ。みんなが、国民が期待しているのに、私は皇后の義務を果たせなかった……）

　モニカがゲオゼル帝国皇后として迎えた初めての夜は、心が壊れそうなほど孤独な夜となってしまった。
















第六章　翠の記憶













　翌朝。モニカはカーテンの隙間から差し込む朝の光で目を覚ました。

　昨日の疲れのせいか、身体が重い。時計を見ればもうすぐ起床時間だった。

　結婚に伴う祝賀式典はまだ十日ほど続く予定だ。各国の王族諸侯への紹介、上級貴族・下級貴族それぞれのための舞踏会、民衆のための祝賀祭、各地の代表団との接見、等々……考えるだけで気が遠くなりそうだ。

（そろそろ起きなくちゃ。侍女が支度に来るわ）

　寝返りを打って身体を起こそうとしたとき、モニカはふと気づく。広いベッドにひとりきりだったことに。

　昨夜、リュディガーに寝室を出ていかれたことを思い出して急速に気分が沈んだ。

　自分は初夜に夫に見捨てられた妻なのだと思うと、これから彼と顔を合わせることがつらかった。

「どんな顔をして会えばいいのかしら……」

　ベッドの上に座り直し重い溜息を吐いたとき、部屋の扉がノックされた。侍女が起こしに来たのかと思い、モニカは慌てて「はい」と返事をする。

　けれど、部屋へと入ってきたのは絹のシャツにトラウザーズ姿のリュディガーだった。

「へ、陛下……！」

　驚きのあまりモニカはしばらくポカンとしてから、自分が無防備な寝起き姿だったことに気づき、慌てて髪を手て櫛ぐしで撫でつけてから姿勢を正した。

「お、おはようございます。……あの……」

　まだ心の準備ができていないうえ、昨夜はたくさん泣いてしまった。もしかしたら目が腫れぼったいかもしれない。まともに顔を見せられなくて、モニカは手た繰ぐり寄せたリネンで顔を半分隠す。

　そんな彼女の心中を知ってか知らずか、リュディガーはベッドの前までやってくると隣に腰を下ろした。

「おはよう。ゆうべはよく眠れたか？」

　意外なほど彼は穏やかに言った。そして手を伸ばすと、起き抜けのモニカの髪を梳すくように優しく撫でる。

　驚きを通り越して呆気に取られてしまった。彼は怒っていないのだろうか、妻が初夜で失態を見せたことを。

「陛下、あの……昨夜は申し訳ございませんでした……」

　おずおずとモニカが謝ると、リュディガーは少しだけ眉をひそめた。けれど、髪を撫でる手は止めずに答える。

「そのことはもう謝らなくていい。男を簡単に受けいれられないのは、あなたが清廉な証拠だ。時間をかけて妻を女にしていくのも、夫の役目だと俺は思っている」

　その言葉に、モニカは心から安心した。呆れられて二度と閨を共にしてもらえなかったらどうしようとさえ思ったのだ。

　そうして重苦しかった不安がぬぐえると、急に恥ずかしさが湧いてきた。

『時間をかけて妻を女にしていくのも、夫の役目だ』という台詞で、昨夜の彼の愛撫を思い出してしまった。男らしい指先と熱い唇が、自分の身体をあちこち愛でたのだと思うと羞恥のあまり頭が沸騰しそうになる。

　真っ赤になった顔をリネンにうずめてしまったモニカを見て、リュディガーはキョトンとした表情を浮かべた後、フッと唇に弧を描いた。

　そして「さあ、朝食にしよう」とモニカの頭をポンポンと軽く撫でると、ベッドから立ち上がった。




　新婚一日目の朝食は、特別にリュディガーとふたりきりでとらせてもらえた。

　本来ならば皇帝、皇后をはじめとするアルムガルド家全員が朝食のテーブルにつくのがならわしだ。慣れない行事で緊張ばかりしているモニカを、気遣ってくれたのかもしれない。

　夫婦ふたりだけのブレックファスト・ルームのテーブルにはさまざまな料理が並ぶ。豆のポタージュと野菜のスープに焼きたてのオムレツ、何種類ものベーコンとソーセージ、フレッシュなサラダと果物。パンは柔らかいものや甘いもの、スパイシーなものやナッツの入った固いものまで驚くほど種類があった。ジャムやバターやチーズも豊富に種類があり、どれを選ぶか悩んでしまう。

　昨夜の晩餐会では大勢の人に囲まれ、あまり食事が喉を通らなかった。今はリュディガーとふたりだけで緊張がとけているせいか、素直に空腹を感じる。

　真新しいモニカ専用の銀のカトラリーでポタージュやオムレツを口に運ぶと、できたての温かさに気持ちまで満たされていった。

「とてもおいしいです。これはゲオゼルの伝統的なライ麦パンですよね？　本で読みました。甘くておいしそうだなと思っていたので、頂けて嬉しいです」

　やっとリラックスして食事がとれたモニカは、自分でも気づかないうちに饒舌になる。

　糖蜜の香りがするパンを小さくちぎって口に入れ、その優しい甘さにニコニコと目を細めたとき、向かいの席のリュディガーが手を止めてじっとこちらを見ていることに気づいた。

（やだ、私ったら。食事中にベラベラと、はしたない……）

　行儀のよくないところを見せてしまったとすかさず反省したが、リュディガーは目元を和らげて言った。

「たくさん食べるといい。もっと欲しければ、幾らでも持ってこさせよう。遠慮せず言いなさい」

　まるで子供を甘やかすような言い方ではあるが、彼の寛大な言葉が嬉しかった。

「ありがとうございます、陛下」

　素直に礼を述べれば、リュディガーの眼差しがますます優しくなる。

「ふたりきりのときは、作法に囚われなくてもいい。好きな物を好きなように食べ、喋りたいことを喋りなさい。宮殿では窮きゅう屈くつな儀礼もあるが、あなたの自由まで奪うつもりはない」

　嬉しさと共にモニカの胸がキュッと切なく疼うずいた。

　そんなことを言われたら、ずっと彼とふたりきりでいたくなってしまう。毎日こうして向かい合ってふたりだけの食卓を囲み、リトリア語の講師をしてもらったときのように一緒にお茶が飲めたなら、どんなに幸せだろうか。

　けれど、それは皇后として許されないわがままだとモニカは自分を戒いましめる。宮廷の規律を破ったり、多忙な皇帝をひとり占めするわけにはいかない。

　モニカが複雑な思いに駆られていると、リュディガーが傾けていたコーヒーのカップをソーサーに置いてから言った。

「これからも朝食はあなたとふたりきりでとるつもりだ。それから、公務の合間の休憩も」

　心を読まれてしまったのかとドキリとした。手にパンを持ったままアンバーの瞳を大きく見開いて固まってしまう。

　そんなモニカの様子に、リュディガーまで逆に驚いてしまったようだ。

「……なにか、問題でも？」

「い、いいえ。その……」

　ハッと我に返る。心を読まれたのではなく、彼も自分と同じ望みを持ってくれていたのだと思うと、顔が勝手に綻んだ。

「う、嬉しかったのです。私も……毎日陛下とふたりで朝食がとりたいと思っていました。それから、前みたいに一緒にお茶が飲めたらな、って」

　動きが止まってしまったのは、今度はリュディガーのほうだった。まるでさっきのモニカと同じような反応を示し、それからどこかソワソワとしながら視線を逸らせる。

「……だったら。以前のように茶菓子はあなたが焼いてくれると、嬉しいのだが」

「いいのですか？」

　思わぬ彼の申し出に、モニカは前のめりになって尋ね返してしまった。

　リュディガーは少し口をつぐんでいたが、微かに赤くなった頬を隠すようにナプキンで口元をぬぐいながら答えた。

「せっかくエプロンを贈ったんだ、無駄にすることもあるまい。それに、あなたの作る菓子が一番俺の舌に合う」

　あとのことはもう、モニカはよく覚えていない。嬉しすぎて照れてしまって、頭がすっかり熱くなってしまったからだ。ドキドキと煩い胸の鼓動が耳に響いて、自分がちゃんと返事できたかも定かでない。

　ただ、赤くなった顔を上げて向かいの席のリュディガーと視線が合ったとき、やっぱりモニカと同じように頬を染めた彼がはにかんだ笑顔を見せた姿は、いつまでも眩く目に焼きついていた。




　気分が弾んでいたせいだろうか。せわしない婚礼式典の数々も、モニカは終始晴れやかな笑顔で務めることができた。

　それどころか舞踏会では颯さっ爽そうとしたブルーの盛服姿のリュディガーと踊ることができて、モニカは幸福さえ感じた。新しい皇后を品定めするような貴族たちの視線も、リュディガーとふたりきりの世界に入ってしまえば気にならない。

　ただ目の前のエメラルド色の瞳と見つめ合い、宮廷楽団の奏でるワルツにのって逞しい腕に身を任せれば、夢心地に酔いしれられる。

　長身で美貌の皇帝と、清らかで美しい皇后が熱く見つめ合いながら踊るダンスは、見ているものの胸までもときめかせた。『チェルシオの下賤娘』とモニカを揶揄していた反対派の貴族すら、恋の幸福を噛みしめ輝くようなモニカの姿には感嘆せざるを得なかった。

　国立公園での祝賀祭は民衆のためのお披露目なので、堅苦しさもなくモニカを楽しませた。

　花で飾られた広場では花火が上がり、パレードでは皇帝夫妻の乗ったオープン馬車に続いてゲオゼルのさまざまな民族衣装を纏った楽団や、子供たちとロバの愛らしい行進が続いた。

　見る目の厳しい宮廷貴族と違い、民衆の多くは若く気品のある皇后を手放しで歓迎してくれる。

　孤児院の子供たちが歌を贈ってくれ、民族の代表団が伝統的な踊りや演奏を披露してくれた。

　和なごやかで温かい雰囲気に、モニカは密かに感動する。この国はたった五年前まであちこちで暴動が起き、あわや革命の火が上がろうとしていたのだ。それをわずか一年で鎮ちん静せい化かし、今や異民族同士までがこうして仲睦まじく皇室の婚姻を祝福してくれている。

　リュディガーが皇帝としてどれほど偉大で民に慕したわれる名君かを、モニカは改めて知った気がする。

　広場にあつらえられた玉座で、モニカは隣に座るリュディガーをそっと窺い見た。

　民の前に立つときの彼は、なんとも言えない表情をする。気高く侵おかしがたい威風を誇りながらも、その眼差しには濃い慈いつくしみを感じる。この国を誇りに思い、民を愛し、歴史の重さを双そう肩けんに担う覚悟を持った君主の顔だ。

　生まれたときから大帝国の王座を約束された、神に選ばれし男。以前はその圧倒的な威光に畏怖の気持ちが湧いたが、今は違う。

　モニカには彼の妻として共にこの国を支えたいという気持ちが芽生えてきていた。歴史に残る偉大な皇帝の幸せも苦悩も、共にわかち合えたらいいと思う。

（まだまだ私は未熟だし、慣れなくて苦手な儀礼もいっぱいある。でも）

　この素晴らしい皇帝の妻になれたことをいつか誇れるような妃になろうと、モニカは祝福の声が湧き上がる祝祭の中で静かに決意した。




　結婚式に伴う祝賀式典は、十日を持っていったん幕を閉じる。

　最終日は各国の要人、大使を招いた大がかりな晩餐会が催され、深夜を過ぎた頃ようやく宮殿は静かになった。

　湯あみを済ませたモニカは、召使いたちの手で肌と髪を整えられながら胸を高鳴らせていた。

　初夜を失敗した翌日から、じつはリュディガーとは肌を重ねていない。婚礼式典がすべて終わり、モニカの心身が落ち着いてから改めようとリュディガーが提案してくれたのだ。

　大事な跡継ぎ問題をそんな呑のん気きに構えていいのだろうかと、モニカが焦ったのは当然だ。けれど。

『俺もあなたも、子を作るための道具ではない。慣れない式典の連続で疲れている中、苦痛に耐えて破瓜を迎えることはあなたにとって幸福なのか？』

　毅然と言い切った夫の言葉に、目が覚めるような思いがした。

　自分さえ我慢して努力すればいいと思っていたけれど、子はひとりで作るものではないのだ。リュディガーだって疲れているだろうし、そんな中で性交に不慣れな妻を抱くのは彼にとっても幸福ではないだろう。

　けれど、なんだか共寝を拒絶されたようにも思えて不安げに眉尻を下げたモニカに、リュディガーは頭を撫でてくれながらつけ加えた。

『式典が終わる日まで、肌は重ねないがベッドは共にしよう。あなたは男というものに不慣れだ。一緒に寝ているうちに、緊張も解けやすくなるだろう』

　モニカはぱっと顔を明るくさせた。もうあの広いベッドでひとりで寝るのは、寂しすぎて二度と嫌だと思ったのだ。

　こうしてふたりは夫婦の寝室のひとつのベッドで眠ることとなった。

　肌は重ねないとはいえ、リュディガーの隣で寝ることに最初は緊張もあったけれど、すぐにそれは解消された。

　最初はベッドの端で背を向けて寝ていたけれど、昼間の式典で彼と共に過ごす時間が増えるたび、夜に寝床での距離は縮んだ。

　それはまるで、心の距離も縮むように。

　そうして式典が終わる前夜には、モニカはリュディガーの懐に埋もれるようにして眠るほどになった。彼もモニカの華奢な身体を大きな手で大切そうに抱き寄せ、子をあやすように優しく背を撫でてくれる。

　安心する手と、広い胸板に包まれて眠る夜は最高に至福だった。――もっとも、リュディガーが妻の安らぎを優先して、男の事情を必死に抑え込んでいたことなど、うぶなモニカは知る由よしもなかったけれど。

　そうして寄り添い合いながら眠ること十日。ついに婚礼の式典は終わり、共にベッドで寝ることに別の意味を持つ夜がやってきたのだ。

　身支度を終えたモニカが先に寝室で待っていると、間もなくしてナイトガウン姿のリュディガーが部屋に入ってきた。昨日までと同じ光景だというのに、モニカは手に汗を掻いてしまうぐらい緊張している。

　ベッドの縁に座っているモニカの元に来ると、リュディガーは隣に片膝をついた体勢でそっと彼女の顎をすくった。

「疲れてはいないか？」

　顔色が悪くないかを窺っているのだろうけれど、間近で顔を覗き込まれ心臓が加速を始めた。

「平気、です……」

　声が緊張でかすれてしまう。するとリュディガーは小さく震えるモニカの唇をじっと見つめ、もう一度尋ねてきた。

「キスを……してもいいか」

　こんな近くで見つめ合いながら、そんな質問はずるいと思う。

　答えが待ちきれないようにリュディガーは唇を寄せるが、あとわずかのところで動きを止める。あくまでモニカの返事を待つつもりだ。

　顎をすくわれている姿勢では頷くこともできず、モニカは睫を震わせながらそっと瞼を閉じると、「……して……」と、消え入りそうな声で呟いた。

　次の瞬間重なった唇は、今までのどのキスよりも情熱的だった。




　リュディガーが、肌を重ねる日を十日も待ってくれた理由がわかった気がする。

「あっ……、あぁ……リュディガー、様……ぁっ」

「綺麗だ、モニカ。……大丈夫、なにも怖くない」

「……は、い……あ、あぁ……っ」

　無骨で大きな手が、ゆっくりと身体を撫でていく。初夜のときとはまるで違って、そのすべてを安心して受けとめることができた。

　ふれる唇が、なぞる指先が、愛しいとモニカは思った。初めて知る女の悦びに戸惑う気持ちはあるけれど、それを与えてくれているのがリュディガーなのだと思うとなにも怖くない。

　少しずつ積み上げた彼への信頼が、モニカの中の臆病な気持ちを捨て去ってくれていた。

「リュディガー様……、リュディガー、さ……ま……っ」

　彼のすべてを受けいれる瞬間。シーツを握りしめていた手に大きな手がかさねられた。それをキュッと握り返して、モニカは固く閉じてしまっていた瞼を開く。

　ベッドサイドの灯りを映し込んだ翠眼が、自分を見つめていた。情熱と、切なさを浮かべて。

「……リュディガー、様……」

　愛する人とひとつになれることを、モニカは心から嬉しいと思った。嬉しくて、感激で、汗の滲む顔が自然と幸福に綻ぶ。

　それを見たリュディガーの唇が、小さく動いた。

「――……てる」

　それは吐息混じりの囁きで、モニカの耳に届く前に消えてしまう。

　聞き返そうとしたけれど、唇がキスで塞がれた。そして次の瞬間、彼の雄の猛たけりがついにモニカの純潔を散らした。

「あ、ああぁっ！」

　破瓜の痛みは大きく、モニカは全身をこわばらせる。けれど、リュディガーは爪をたてるモニカの手をずっと握っていてくれた。

「リュディガー、さま……ぁっ――」

　痛みと悦楽の喘ぎの中、何度も彼の名を呼んだ。

　間近で感じる彼の低い吐息が、身体の中から伝わる彼の熱が、モニカの女としての悦びを何度も目覚めさせる。

　溺れるような多幸感に酔いしれている間、『義務』という言葉は一度も浮かんでこなかった。

　ただ、愛する男に抱かれることが嬉しくて、彼のすべてを受けとめたいと心から思ったモニカは、この夜ついに――心も身体も、リュディガーの妻となった。




　初めて身体に男を受けいれたモニカは今までにないほどの疲れを感じ、身を清めたあとすぐに眠りに陥った。

　リュディガーのたくましい胸に抱かれて眠るのは至福で、なんだか心地よい夢を見た気がする。

『……やっと手に入れた。足の先から髪の一本まで、あなたは俺のものだ。もう誰にもふれさせない、俺の最愛の妻』

　切なさと愛しさの混じった声が耳元で囁き、大きな手が何度も頭を撫で髪を梳いてくれた。

　とろけそうな幸福に浸りながら、夢の中でモニカは思う。

　現実のリュディガー様もこんな風に私を想ってくださればいいのに、と。




　婚礼式典を終えた宮廷に、通常通りの日常が戻る。

　婚礼にまつわる細かな行事はまだ残っているが大がかりなものは終わり、皇帝の生活もいつも通りの公務に戻った。書類の決裁、謁見、政務閣かく議ぎ、軍事会議、接見、視察、外交会談。毎日が分刻みのスケジュールだ。

　モニカも同席できる公務にはリュディガーに付き添えるが、皇后は皇后で公務があるため、いつも一緒というわけではない。ゲオゼルでは福祉施設への訪問や慈善活動は主に皇后の役割になっている。大臣や秘書が一緒とはいえ、いよいよモニカ単身の本格的な皇后活動が始まるのだ。

　朝食を済ませたモニカは、侍女たちに手伝われ公務用のデイ・ドレスに着替える。清楚で淡い色みが爽やかな水色のドレスはシルクタフタ製で、サテンの白いウエストリボンがバッスル・スタイルによく映えている。それにレースのショールを合わせた姿は、シンプルながらモニカを凛とした淑女に見せていた。

「さあ、整いましたよ」

　髪を結われ薄化粧を施されたモニカは、部屋から出ようとして「そうだ」と踵を返した。

　そして不思議そうに侍女たちが見つめる中、ローズウッドのジュエルケースからひとつのブローチを取り出した。

「それは？」と侍女のひとりが尋ねると、モニカは掌てのひらにエメラルドとダイヤでできた花と蔦形のブローチを載せて見せながら微笑む。

「私の宝物なの。誰から頂いたかは忘れてしまったけれど、とても綺麗で見ていると心が落ち着くからお守りにしているの。今日は初めての公務だし、このドレスにならブローチが合いそうだから、つけていこうと思って」

　モニカの話を聞いて侍女は快く頷くと、彼女のドレスの胸元にそれをつけてくれた。

「とてもお似合いですよ。素敵なブローチですね」

「ありがとう」

　褒められて気分をよくしたモニカは、明るい表情で部屋を出て階段を下りる。

　今日は閲えっ兵ぺい式しきに向かう皇帝陛下を見送ってから、皇后は病院と孤児院を視察する予定だ。

　宮殿の玄関広間は彫刻の施されたアーチアーケードが延々と続き、磨き抜かれたモザイク模様の大理石の床には、二千個ものクリスタルを使った巨大なシャンデリアが煌めいて映り込んでいる。

　出発するリュディガーと側近のブルーノの周りには見送りの兵士と侍従たちが整列して頭を下げ、司教が今日の無事を祈っていた。

　廊下の奥からモニカがやってくるのを見つけ、リュディガーは視線をそちらに向けた。

　彼の前まで来たモニカは儀礼に則り頬にキスをし合い、「お気をつけて、偉大なる陛下に神のご加護がありますように」と見送りの言葉を贈る。

　けれど、リュディガーはじっと彼女の胸元を見つめ、言葉を失くしていた。

「……陛下？」

　どうしたのだろうと小首を傾げる。一瞬、不思議な沈黙が流れた。

　すると次の瞬間、リュディガーはなにかに耐えられなくなったように突然モニカの手をとって強引に引き寄せ、皆が見ている前で唇を重ねた。

　驚きのあまりモニカも周囲のものも、目を見開くことしかできない。

　いくら新婚とはいえ、厳格で貞てい潔けつな皇帝陛下が儀礼も人目も気にせず情熱のままに妻の唇を奪ったのだ。側近も司教も侍従たちも、信じられないものを見るような思いで目を見張る。

　すぐに唇は解放されたが、リュディガーはモニカの耳に口を寄せると彼女にしか聞こえない声で囁いた。

「……あなたは夫を喜ばせすぎだ。契ちぎりを結んだ後で、そんなサプライズはずるすぎる。まだ朝だというのに、今すぐあなたを抱きたくなったじゃないか。責任を取ってくれ。今夜はいつもより早く政務を終わらせ寝室に行くから、あなたも準備をしておくんだ」

　低く甘い吐息のような声で囁かれて、モニカは顔を真っ赤にさせる。周りに聞こえるんじゃないかと思うほど、心臓が激しく音をたてた。

　モニカが目を回しそうなほどドキドキしているというのに、リュディガーは身体を離すと彼女の手にキスを落として「では、行ってくる」と颯爽と踵を返した。その姿はもうすっかりいつもの凛々しい皇帝だ。

　側近や侍従らは慌てて後をついていったが、いまだに正気に戻れないモニカは赤い顔で呆然としたまま立ち尽くしている。そばに控えていた侍女たちもポカンとしたままだ。

（ど、どうして陛下は急にあのようなことを……）

　考えても、なにが彼の情熱に火をつけたのかわからない。煩い心臓を抑えようと胸の前でぎゅっと手を重ねると、胸元のブローチにふれた。

　モニカは気がつく。このブローチの色が、リュディガーの瞳の色ととても似ていることに。

（陛下の瞳と同じ色……。だから私、このブローチが好きなのかしら）

　そこまで考えて、それはおかしいとモニカは頭を小さく振った。このブローチはいつ誰にもらったか覚えていないが、少女の頃から大事にしているものだ。リュディガーが翠眼だと気づいたのはついこの間の結婚式のときなのだから、時系列が成り立たない。

　けれど、翠に煌めくエメラルドを見ているとリュディガーを思い出してまた胸が高鳴ってしまう。モニカはキスをされた唇を指でふれ、なかなか熱の覚めない頬のまま自分も公務へと向かった。
















第七章　嫉妬すらもあなたには













　結婚式が終わってから一ヶ月が経った。

　ルイーヴ宮殿のしきたりや儀礼は厳格で公務は多忙であったけれど、皇后としての生活は順調そのものだった。

　それはモニカ自身が勤勉で努力家だったせいもあるが、なによりリュディガーの力添えが大きい。

　複雑な儀礼作法や難しい接見がある公務は、モニカが慣れるまで必ず夫婦共におこなってくれた。ときには定てい礎そ式しきで述べる祝辞や、式典の開会宣言の練習を夜中まで付き合ってくれたこともある。婚約時代に教わっていたリトリア語や他の言語も、モニカが望めばいつだって講師をしてくれた。

　モニカが皇后になることに反対していた宮廷の守旧派や反チェルシオ派も、夫婦で支え合いながらどんどん成長していく麗しい皇后の姿に、今や表立って悪く言うものはひとりもいなくなっていた。

　皇帝として、夫として、全力で守り支えてくれるリュディガーをモニカはますます好きになっていく。

　忙しい毎日だからこそ、ふたりでゆっくり過ごせる朝食と毎日のティータイムが幸せだった。

　モニカは時間が許すときは必ずリュディガーのために茶菓子を焼いた。彼がいつも好んで食べるものが甘みを抑えたものだと気づいてからは、カッテージチーズのパンケーキや茸きのこのパイ、サワークリームのポテト焼きなどを作るようにしている。どれもモニカにとって馴染み深いチェルシオの菓子だ。

　妻が菓子を焼いた日はリュディガーもどことなく機嫌がよかったのは、きっと気のせいではない。

「あなたに、菓子の礼をしようと思う」

　ある日そう言ったリュディガーは、モニカをルイーヴ宮殿の庭へと連れ出した。

　庭とはいっても、敷地は馬車を使って移動するほど広大だ。ルイーヴ宮殿の敷地内には公園と植物園と博物館まで有している。

　そうしてモニカを植物園の奥まで連れてきたリュディガーは、硝子ガラスと鉄でできた温室の前に立つと「今日からこれはあなたのものだ。好きにするといい」と驚くべきことを口にした。

　馬車から降りたモニカがポカンとしながら温室を見上げると、『モニカ・ヘレーネ・クラッセン＝アルムガルド』と書かれた銅のプレートが、入口の上に掲げられていた。

「どんな花を育てようと自由だ。外国の花が欲しければ取り寄せればいい。手入れもあなたが申しつけたように宮廷庭師にやらせよう。あなただけの花園だ」

　硝子の扉を開けリュディガーに続き温室内に入って、モニカは目を輝かせた。

　温度管理がよほど巧みなのだろう、オールドブラッシュ、ブルボンローズ、オータムダマスク、ノアゼット、ティーローズといった四季咲き、返り咲きの薔薇が一斉に花を咲かせている。広い温室の中央には芝生が張られ、愛らしい白いガゼボまで建っていた。

「すごい……なんて綺麗なの……」

　感激したモニカは夢中になって温室の中を見て回った。花は、特に薔薇は大好きだ。ユーパリアの城にいた頃も、裏庭に自分だけの花壇を持って毎日手入れをしていたほどである。

「嬉しい……！　ありがとうございます、陛下」

　すっかり興奮した面持ちでモニカが礼を述べると、リュディガーも満足げに口角を上げた。けれど。

「私、花が、特に薔薇が大好きなんです」

「ああ、知っている。昔と変わらないな」

「え？」

　意外な返答に、モニカは不思議そうな声を上げた。その反応を見て、リュディガーもまた表情を変える。

（私、陛下に薔薇が好きだとお教えしたことがあったかしら……？　それも〝昔〟って……いつのこと……？）

　必死に記憶を手繰り寄せようとしていると、ふと目の前の景色に既視感を覚えた。

　オータムダマスクの花壇、ノアゼット・ローズの花――そして、自分を見つめるリュディガーの姿。

「あ……っ」

　記憶の欠片かけらが繋がりそうになった瞬間、モニカは激しいめまいを起こした。視界がグラリと歪み、その場に倒れ込みそうになる。

「モニカ！」

　身体が地面に伏せる前に、リュディガーの逞しい腕が抱きとめた。

「大丈夫か？」

「すみません、急にめまいが……。はしゃぎすぎてしまったせいかも」

「宮殿に戻ろう。今日は残りの公務は中止しなさい。ゆっくり休むんだ」

　モニカが返事をする前に、身体は軽々と彼の腕に横抱きにされ、馬車まで運ばれた。

　せっかくの素敵な温室をもっと探索したかったが、それは次の機会にしようと思い直す。

　馬車の中でも隣の席に座り心配そうに肩を抱いてくれるリュディガーに、モニカは顔を上げて言った。

「陛下、素敵な贈り物をありがとうございます。今度、お菓子を焼きますから、一緒に温室のガゼボでお茶を飲んでくださいませんか？」

　キラキラとしたアンバーの瞳で見上げ愛くるしいお願いをしてくる妻に、リュディガーはうっすらと頬を染めると「もちろんだ。楽しみにしている」と目を細め頷いた。




　――なんだか、変な気がする。

　ある日モニカは、宮殿の図書館へと来ていた。

　来週、リュディガーと国立劇場で公演されるオペラを観にいく予定なのだが、初めて観る演目なのであらかじめ物語を本で読んでおこうと思ったのだ。

　侍女が取り寄せて部屋に持ってくると言ったのをモニカは断って、自らの足を図書館まで運んだ。本好きの彼女にとって図書館は大好きな場所である。休息も兼ねて色々な本を読んでこようと思ったのだ。

　スイカズラ模様の金の縁飾りがついたマホガニー製の巨大な本棚は、モニカの身長ふたつ分はある。それが吹き抜けの天井を中心に二層式にずらりと規則正しく並べられた光景は圧巻だった。さすが大陸一の富国であると、初めて図書館を訪れたモニカはつくづく感嘆する。

　いったい何十万冊の本があるのだろうか。モニカは端から本棚の森を歩き、興味がある分野の棚を探した。小説はなんでも好きだし、史実や伝記も面白い。異国の植物や食べ物を図鑑で見るのも好きだ。

　本棚から数冊の本を取り、部屋に備えつけられている長椅子に腰掛けてページを捲った。すると。

（なんだろう、これ……。昔もあった気がする……）

　最初は本に夢中になっていたが、目に入る光景にだんだんと意識が奪われていった。

　大きなマホガニーの本棚。たくさんの本を目にしてワクワクした気持ち。初めて読むゲオゼル語の珍しい本……。

「あっ……」

　激しいめまいに襲われ、モニカは膝の上に置いて読んでいた本を落としてしまった。その音に気づき、すぐさま侍女や司書官が駆けつけてくる。

「モニカ様、大丈夫ですか！」

「大丈夫、少しめまいがしただけ……」

　モニカは心配ないと示そうとして笑顔を浮かべたが、侍女たちに大事をとって部屋へ戻るよう促されてしまった。

（体調も悪くないし、疲れてもいないのに。どうして、めまいばかり起こすのかしら。私、なにか変だわ……）

　結局、目当てのオペラの原作本だけ抱えて部屋へ戻りながら、モニカは思った。先日の温室といい、このめまいにはなにかおかしなものを感じる。あのときも、ふと懐かしさを感じたときに起こった。

　そして今回も。

（私……しまい込んで取り出せない記憶があるような気がする……）

　懐かしさは感じるのに思い出そうとすると思い出せない。モニカは自分の中に失われたなにかがあるような気がして、妙な焦燥感に駆られる。

（もしかして、忘れてはいけないことだったんじゃ……）

　ひとまず自室へ戻って考えようと歩いていると、階段を上った廊下でエルヴィンと会った。

「やあ、皇后陛下。ご機嫌麗しゅう存じます」

　リュディガーに叱られて以来、エルヴィンとは親しくしすぎないように少し距離を置いていたが、彼は気さくな姿勢を崩さない。それがありがたくもあり、申し訳なくも思う。

　朗らかに挨拶をしてくれたエルヴィンに、モニカも微笑み返して挨拶をした。

「エルヴィン大公、ごきげんよう」

「なんだか急いでたみたいだけど、どうかした？　南棟に向かってるから、公務ではなさそうだけど」

　南棟は皇族、および臣下たちの居住区だ。まだ日中だというのに自室へ急ごうとしているモニカをエルヴィンは不思議に思ったのだろう。

「少しめまいがするから、部屋でオペラの予習をしながら休息をとろうと思って」

　素直にそう答えると、彼は丸い目をキョトンとさせて「めまい？」と聞き返した。

「最近、ときどき起こるようになったの。決して体調が悪いとか、疲れてるというわけではないんだけれど……」

「めまいは体調不良のサインだと医師が言っていたよ。睡眠はきちんととってる？　コルセットは締めすぎてないかい？」

　思いのほか真剣に心配してくれる彼に、モニカのほうが驚いてしまう。

「だ、大丈夫よ。エルヴィン。ちゃんと侍医の健康診断を定期的に受けているもの」

「そうは言っても、きみは努力家で無理をしがちだから。公務も大事だけど、ときには羽を伸ばすことも必要だよ」

　そう言うとエルヴィンはモニカの持っていた本をそばで控えていた侍女に渡し、強引に手を引いて廊下の掃はき出し窓からバルコニーへと連れ出した。

「ときどきは薄暗い宮殿を出て日の光を浴びたり、風に身体を晒さらさなくちゃダメだよ。日光浴は貧血がちな婦人におすすめだって、医師も言ってた」

　三階のバルコニーは確かに日当たりがよく、穏やかな風も感じられて快適だった。中庭の噴水や放射状の水路も望め、景色もいい。

　別に貧血である自覚はないが、エルヴィンの心遣いと清涼な空気はモニカの胸に染みた。

「ありがとう、エルヴィン。確かにここから浴びるお日様は気持ちいいわ。こんな素敵なバルコニーがあるなんて、私、知らなかった」

「宮殿案内の任を受けた侍従長は、遊び心のない年寄りだからね。きみに息抜きができる秘密の場所を教えるほど、気の利いた紳士じゃないんだ」

　肩をすくめて苦笑をしてみせたエルヴィンに、モニカも思わず笑いをこぼす。

「いいわ。これから少しずつ自分で見つけていくもの。それに、せっかくだからこのバルコニーもときどき使わせてもらうわ」

　おどけ交じりにウインクをして言えば、エルヴィンも「皇后陛下のお役に立てて光栄です」と大げさなお辞儀を返し、ふたりは声を上げて笑い合った。

　しばらく和やかな時間を過ごしていたふたりだけれど。

「大公殿下。そろそろ出発のお時間です」

　そばに控えていた侍従武官が声をかけると、彼は「おっと、もうそんな時間か」と振り返った。

「これから軍事演習の視察なんだ。じゃあ、またね。モニカ」

「いってらっしゃい、エルヴィン。気をつけて」

　忙しそうにバルコニーから去っていくエルヴィンに手を振って、モニカはもう一度空を仰ぐ。お日様と風の香りを吸い込んで、自分もそろそろ宮殿内に戻ろうとしたときだった。

「あ……陛下だわ」

　中庭の奥に見える外通路に、リュディガーの姿を見つけた。

　彼の周りにはいつも側近をはじめ、近衛や侍従など大勢の人間がついているのだが、珍しく単身のようだ。

「もう謁見のお時間は終わったのかしら……」

　バルコニーの柵に近づき、もっとよくその姿を見ようとした。もしこちらに気づいてくれたら手を振ってみようか、そんなことを考え胸を逸らせたモニカは次の瞬間目を疑う。

（誰……？）

　リュディガーはひとりではなかった。けれど、柱の影から見えたその人物は、ブルーノでも近衛兵でも侍従でもない。黒髪の美しい女性だった。

　なにやらふたりは熱心に話をしている。他に誰もいないふたりきりの外通路で。

　そして話を終えると、リュディガーは穏やかな笑顔を浮かべた。その姿を、モニカは信じられない思いで見つめる。

　彼は愛想笑いなどしない。本当に心を許したときにしか微笑まないのを知っているからだ。

　さらに黒髪の女性が可笑しそうに笑ってなにかを言うと、リュディガーはまるで照れたように口元を手で覆い顔を背けた。その反応に女性はますます楽しそうに笑う。

　胸が引き裂かれそうに痛いのに、モニカはその光景から目を逸らすことができなかった。鼓動が不快に速まり、手が震える。

　考えたくないのに、モニカの脳のう裏りにはある名前が浮かんだ。

（もしかして、あの方が……ロザリーさん……）

　黒髪の美しい、リュディガーのお気に入りの女性。いつかエルヴィンに聞いた、胸を痛める存在が蘇った。

　リュディガーが親切にしてくれるので最近では忘れかけていたが、彼には遠征に必ずつれていくほどお気に入りの女性がいたのだ。

（……綺麗なひと……）

　遠目に見てもロザリーと思われる女性の美しさは伝わった。モニカとは違うタイプで、とてもはつらつとしている。豊かな黒髪と濃い口紅がとても似合っていて、大人の女性の蠱惑さと頼もしささえ感じる明るさを備えていた。

　リュディガーが彼女を気に入っている理由がモニカはわかった気がする。自分のような泣き虫でつまらない妻に疲れた彼は、きっとロザリーの明るさに救われていたのだろう。

　これ以上ふたりを見ていたら涙がこらえきれなくなりそうで、モニカは踵を返した。足早にバルコニーを出て、侍女たちが呼び止めるのも気にせず自分の部屋まで走る。

　そして皇后の居間へ籠こもると人払いをし、ひとりきりになってソファーに突っ伏した。

「……うっ……う、ぅ……」

　人前で泣かずに我慢していた涙が、堰せきを切って溢れ出す。

　何度も何度もこの結婚は政略結婚で、リュディガーは妻を愛していないと自分に言い聞かせてきたのに。いざ彼が他の女性と親しくしているのを目の当たりにすると、想像以上のショックだった。

　婚約をしてから一年以上が経ち、やっとリュディガーはモニカによく微笑みかけてくれるようになった。それが嬉しくてたまらなかった自分が滑稽に思える。ロザリーはもうずっと前から、彼の笑顔と当たり前のように向き合っていたのだ。自分がみじめで仕方ない。

（陛下は優しいお方だから、愛情はなくとも私に親切にしてくださっていただけなのに……。私はそれが嬉しくて、陛下に恋までしてしまった……）

　なんて無ぶ様ざまなのだろうと自分でも思うけれど、それでも胸に芽生えてしまった恋心はもう消せない。リュディガーとロザリーが仲睦まじくしていた姿を思い出すだけで、胸が潰れそうな悲しみに襲われるほど、深い恋に落ちてしまったのだから。

　モニカはひとりの部屋でしばらく泣き続けた。

　けれどそれで悲しみが癒えることはなく、泣いてばかりの自分の不甲斐なさを痛感するだけだった。




　思い悩んでも仕方ない。

　ひと晩経って気分を落ち着かせたモニカは、そう考えることで前向きになろうと決心した。

　昨夜はめまいのことも相まって、部屋に閉じこもってしまったモニカを心配し、リュディガーはベッドを共にしなかった。体調が悪いと思ったのだろう、彼は温かい飲みものを差し入れ「ゆっくり休みなさい」と頭を撫でていってくれた。その優しさに締めつけられる胸が、苦しくてたまらない。

（陛下が私を愛していなくたって、私はあの方が好き。そして私は皇后なのだから、くよくよしてないで自分の務めを果たさなくては……）

　朝になり、そう気を取り直したモニカだったが、まるで追い打ちをかけるような出来事が訪れる。

　それは、小礼拝室へ午前の拝礼へ向かったときのこと。

「皇后陛下はなかなか懐妊の兆しがあらわれませんなあ」

「こう言ってはなんですけど、あまり母親向きの身体とはいえませんからねえ。華奢で青白い顔をしていて、見るからに不健康だ。しかも侍女によると最近はよくめまいを起こされているとか。もしかしたら男児どころか、懐妊すらも難しいかもしれませんよ」

「そうなると、やはり皇帝陛下には公こう妾しょう制度を復活させて頂くべきですな。これは国家の重要問題ですぞ」

　次の間の締め切られたドアの隙間から、そんな会話が漏れ聞こえてきた。モニカは顔をサッと青ざめさせる。

　まだ結婚式を挙げて半年だというのに、嫡ちゃく子しを渇かつ望ぼうするものたちから見たら懐妊の兆しがないと断定されてしまったのだ。しかも、妊娠に不向きだとまで。

　それだけでもモニカにショックを与えるには充分なのに、さらに続いた話は目の前が真っ暗になるほど恐ろしかった。

　公妾は国家君主がおおやけに持つ愛人のことだ。側室と違ってひとりしか持てない代わりに、公妾は皇后に引けを取らないほどの優遇を受ける。宮殿に住みサロンや夜会を開くこともできれば、君主のお墨つきさえあれば政務に干渉することだってできる。身分はいっさい関係なく君主に愛されているという後ろ盾だけで、地位を保証されるのだ。

　この宮殿に、リュディガーの寵ちょう愛あいを受ける公妾が誕生するなど、考えただけで血の気が引いた。しかも場合によっては公妾に借り腹をさせようとしているのだ。

　公妾が子を産んでも本来ならば帝位や王位の継承権はない。けれど、『名門』の血を崇すう拝はいし、アルムガルド家君主の血筋を絶対に絶やしてはならないゲオゼルにとっては別なのだ。

　ゲオゼル皇帝は代々公妾を持っていた。それは皇后との間に子を授からなかった場合の保険である。教会の教えにより離婚は禁じられているので、皇后が不妊であった場合は公妾にこっそり子を産ませ、その子を皇后の嫡出子として扱うという極秘の歴史があった。

　幸い近代の皇帝は正妻との間に子に恵まれ続けたこともあり、リュディガーの父である前皇帝の時代から公妾制度は廃止となっていた。

　けれど、モニカに子が望めないのなら、その仄ほの暗い歴史の制度を復活させようという企みを、扉の向こうの臣下たちは相談している。

　こんな話をこれ以上耳に入れたくないのに、モニカは脚が震えてしまってそこから動けなかった。

「公妾の手配を進めるべきですかな。もっとも、公妾といえどアルムガルド家の血を引く子を産む可能性があるのだから、あまり下賤な女はいけませんぞ。それに皇帝陛下は厳格なお方ですから、外見も知性も教養もお気に召す婦人でないと」

「それならおまかせください。陛下のお目に適かなう婦人なら、目星をつけてあります。たとえば――」

　耳を両手で塞ぎ、モニカは脚に力を込めてその場から走り去った。

　リュディガーの公妾候補の名など聞きたくない。ましてや、もしそこにロザリーの名前があがったら。

　おおやけに愛し合うリュディガーとロザリーの姿を思い浮かべて、モニカは絶望的な気持ちに襲われながら次の間から遠ざかっていった。




　礼拝から戻ってきたモニカを見つけて、侍女がパタパタと駆け寄ってきた。

「ああ、モニカ様。ちょうどよかった。リュディガー陛下がお呼びです。執務室でお待ちになっておられます」

「陛下が？」

　あんな話を聞いた直後にリュディガーと顔を合わせるのはつらい。けれど、そんなわがままを言ってはいけないのだと気を引きしめ、モニカは東棟にある執務室へと向かった。

　ところが、ついた執務室に主はいなかった。

　部屋の前にいる衛兵によると、急用ができたので少し外すが、すぐ戻るとのこと。モニカは中に入って待つことにした。

　リュディガーの執務室に入るのは初めてだ。大理石の鏡板と浮き出し加工の紫の壁紙で覆われた部屋は、彼らしい厳げん粛しゅくな雰囲気が漂っている。執務机や書棚も深みのあるオーク製で、華やかな加工はないが上品さと荘厳さを充分に醸し出していた。

　壁にはアルムガルド家の紋章のタピストリーが飾られ、その威い徳とくにモニカはさっきの話を思い出してぎゅっと胸が痛む。

（わざわざお話って、なにかしら……）

　なんだか気持ちが落ち着かなくて、モニカは部屋にあるソファーに腰を下ろすこともなくウロウロとした。

　すると、机に手がぶつかって書類を落としてしまう。

「いけない……！」

　慌ててそれを拾い集め机に戻そうとしたとき、ふとあるものに目がとまった。

（……これって……？）

　わずかに開いた机の引き出し。その隙間から執務机に似つかわしくない鮮やかな色が覗いている。

　いけないと、頭で警報が鳴っている。勝手に皇帝陛下の執務机を覗くなど、たとえ妻であっても言語道断だ。

　けれど、モニカは自分でも止められない衝動に突き動かされて、わずかに中の見えていた引き出しを開いた。

「……これは……」

　モニカは目を疑った。きちんと整頓された筆記用具と並んで引き出しに収められていたのは、何本かのリボンだった。

　赤いスベスベとしたサテンのもの、精緻なレースが縁取られたもの、刺繍の入った幅広のもの、細かなビジューがついたものまである。

　モニカはそれを見たことを痛烈に後悔した。鼻の奥がツンとして、目に涙の幕が張ってくる。

　華やかで愛らしいリボンはどれも女性用のものだ。けれど、モニカは彼にリボンを贈ってもらったことはない。

　だったら、これがいったい誰のためのものかだなんて、考えるのも愚かだった。

　リボンにはよく見ると折り目やかすかな皺がある。もしかしたらリボンを贈っただけでなく、ロザリーはここでそれをほどいて忘れていったか、リュディガーに預けたのかもしれない。

　貴族の間では執務室を主人と侍女の逢あい引びきに使うことも多いと聞く。彼がロザリーを愛しているなら、ここで秘密の交わりを持ち、乱れた髪からほどけたリボンを置いていった可能性さえ容易に浮かんだ。

　ショックで呆然としたまま立ち尽くしていると、扉の外から足音が聞こえた。

　モニカは慌てて引き出しを閉め、浮かんでいた涙を手の甲でぬぐう。

「モニカ」

　扉を開くなり呼びかけながらリュディガーが入ってきた。側近たちは部屋の外で待たせ、ふたりきりで話をするつもりらしい。

　泣いていたことに気づかれないだろうかと内心焦りながら、モニカは振り返った。

「はい。なにかご用でしょうか？」

「話がある。そこへ座りなさい」

　部屋にあるソファーセットに向かい合って腰を下ろすと、彼がとても不機嫌そうな表情をしていることに気づいた。モニカの身体に緊張が走り、思わず背筋が伸びる。

　不安げな顔をしているモニカを見つめ、リュディガーは呆れたようにハァっと息を吐いた。

「俺は以前言ったはずだ。俺の妻として慎みのないことをするな、と」

「え？」

　いきなり叱られたことがどういう意味だかわからずに、モニカは瞬きを繰り返す。けれど彼は眉間に皺を刻んだ表情を崩さなかった。

「家族と交流するなとは言わない。だが、エルヴィンだってひとりの男だ。親しくしすぎれば、あらぬ噂などすぐに立つ。立場をわきまえなさい」

　ようやく、リュディガーがなにに怒っているのかがわかった。けれど、モニカは心外だとばかりに反論する。

「そんな……！　エルヴィン大公とはふたりきりになったわけではありません！　侍女も侍従武官たちもおりました。時間だってわずかで、バルコニーでお話しただけです」

「随分親しげだったと報告が来ているが？」

　冷ややかに返したリュディガーの言葉に、あまりにもひどい誤解だと思った。エルヴィンは家族としてモニカを心配してくれただけだ。その純粋な親切を貶おとしめられた気がして、夢中になって言い返してしまった。

「エルヴィン大公は私が貧血を患わずらっているのではないかと心配して、バルコニーに連れ出し励ましてくれただけです。彼が家族思いであることは、陛下だって充分ご存じのはずです。決して誤解されるようなことは……」

　続けようとした言葉は、ドン！という大きな音に止められた。リュディガーがテーブルをこぶしで叩いた音だ。

「あなたは家族だと思っていても、エルヴィンもそうだとは限らない。男をみくびるな」

　切れ長の瞳できつく見据えて叱責され、モニカは身をすくめる。

　彼女が怯えていることに気づいたリュディガーは、再び大きく息を吐くと前のめりになっていた姿勢を戻してから口を開いた。

「……いい加減に自覚してくれ、俺の妻だということを。もう子供じゃないんだ、あなたが無防備に振る舞うこと自体が罪なのだと理解しなさい」

　いつもだったら彼の言うことには素直に従っただろう。けれど。

「じ、自覚ならしております。皇后として私は陛下に、帝国に忠実にあろうと心に決めております。けれど……家族の愛情さえ禁止されるなら、私はこの宮殿で孤独に震えてしまいます。陛下は私をひとりぼっちにするおつもりですか……？」

　モニカは涙をぽろぽろとこぼしながら訴えた。

　妻を愛していない夫は、もうすぐ公妾を持つのだ。寵愛を受けるであろうロザリーと比べて、義務だけで妃の立場にいる自分はどれほど寂しく孤独であることか。

　そんな生活の中で家族の愛情さえ取り上げるのは、あまりにも酷ではないかと思う。

　皇后として嫁いだ以上、その責任は粉ふん骨こつ砕さい身しんして全うする覚悟はある。けれど、この宮殿という世界の中で夫に背を向けられながらさらに孤独に追い込まれたら、きっと心が持たないだろうと思えた。

　泣きながら言葉を返してきたモニカを、リュディガーは驚きの眼差しで見ていた。従順な返事しかしたことのない彼女が、自分の気持ちを強く訴えてきたのは初めてである。

　やがて彼はソファーから立ち上がると、まるで表情を見せたくないようにモニカに背を向けた。

「孤独、か。あなたにとってエルヴィンの存在と愛情だけが、この宮殿のすべてなのだな。……滑稽だな、俺は。共に過ごすことで、あなたの心が近くなったと勝手に思っていた」

　その自嘲は溜息と共に吐き出されたひとり言だったので、モニカの耳には届かなかった。

　リュディガーは額に手を当て、しばらくそこに立ち尽くした。部屋には重い沈黙が流れ、モニカのすすり泣く声だけがかすかに響く。

　やがてリュディガーは「もういい。戻りなさい」とだけ残して、部屋から出ていった。けれどモニカは立ち上がる気力も起きず、しばらくひとりぼっちの執務室で悲しみに打ちひしがれていた。
















第八章　逃避と決意













　リュディガーと口論してから一週間が経った。

　あの日以来、彼はモニカを抱くことはなくなり、ずっと一緒だったティータイムもほとんどとらなくなってしまっている。

　モニカは後悔してもしきれない思いで嘆息した。きっとリュディガーは妻が無礼にも自分に歯向かったことに憤ふん慨がいし、呆れて見限ってしまったのだ。もう彼と子を成すことも絶望的だろう。

　これからはリュディガーがロザリーを愛する姿を目の当たりにしながら、ただ形式上の皇后として務めだけを果たしていく日々が始まる。まだ二十歳にもならないモニカにとって、それは長い地獄のような人生だと思った。

（リュディガー陛下に、恋なんかしなければよかった……）

　そう思っても、胸の痛みはどうしようもない。自分の意志ではどうにもならないほど、彼を好きになってしまっているのだから。

　これほど嫌われても呆れられても、リュディガーに会いたいと思ってしまうし、もう一度彼に微笑みかけてもらいたいと願ってしまう。

　そんな未練がましい自分が嫌になって、モニカはまたひとつ大きな溜息を吐いた。

「――さっきから浮かない顔をされていますね」

　突然声をかけられ、モニカはハッと顔を上げた。今は公務で慰い問もんに向かう途中で、ここが馬車の中だということを思い出す。

　目の前には皇帝副官であるジークベルト伯爵と、女官が心配そうにモニカを見つめていた。

「し、失礼いたしました。なんでもありません……！」

　モニカは慌てて背筋を伸ばす。皇后たるものが臣下の前で情けない姿を見せてはいけないと、気持ちを引きしめる。

　けれど、皇后はひとたび公務が始まれば、このようにいつだって周りに誰かがいた。皇帝と離れひとりの公務であっても、宮内官や侍従、女官や近衛たちがたくさんついてくる。こっそりと憂う気持ちに耽ふける暇もない。

　ところが。

「皇后陛下はたいへんな努力家でいらっしゃる。常に我々の模範になろうと気高くあられる姿は敬服いたしますが、それではご苦労も絶えないことでしょう」

　ジークベルトが思いもよらないことを口にして、モニカは密かに驚いた。

　彼はリュディガーの側近で宰相のブルーノに並ぶ最高位の宮廷官だ。四十すぎで金髪の優やさ男おとこに見えるが、人脈が広く、そのツテで副官まで上り詰めたという。

　ゲオゼルの宮廷官は皆、皇后に対して厳しい目を持っているものだと思っていたモニカは、ジークベルトが自分に同情するようなことを口にしたのが意外だった。

　馬車の向かいの席でジークベルトは目尻の垂れている瞳をにこりと微笑ませると、柔らかな口調で続けた。

「我々は心配しているのですよ。若き皇后はもっと息抜きをすべきだと。でないと心が健康ではなくなってしまいます」

　そんなことは考えたこともなかった。皇后の座に就いてからは、リュディガーとふたりきりの朝食やティータイムが充分モニカの息抜きになっていたのだから。

　けれど、ここ最近は朝食の時間は気まずく、ティータイムは彼が忙しいという理由で中止が続いている。それに伴って大好きな菓子作りもしばらくしていない。モニカの精神は、疲弊していくばかりだった。

「でも……息抜きだなんて、なにをしていいのか……」

　モニカは口ごもる。菓子作りの他に彼女の趣味といったら読書ぐらいだ。けれど今の心境では本を読んでいてもリュディガーのことばかり考えてしまって、まったく集中できない。

　すると、ジークベルトの隣に座っていた女官が意味ありげに微笑んだ。

「モニカ様、文学サロンなどを開かれてはいかがですか？　モニカ様は本がお好きですから、同志と語り合うことはきっとよい刺激になると思います」

「サロン……」

　モニカは公的なもの以外は滅多に社交会を開かなかった。それは本人が人見知りで内向的ということもあるが、リュディガーがあまり積極的に勧めてこなかったのもある。彼は純粋な皇后がさまざまな思想のものと懇こん意いになることを、あまりよく思っていない。

　それでも皇帝は私的な舞踏会場を備えた離宮を皇后のためにルイーヴ宮殿の敷地内に構えてはくれていたが、使ったのは義務感に駆られて開いた一回だけである。

「そんなサロンを開いて、陛下がお気を悪くされないかしら」

　なにかを試みようとするとき、モニカの心に真っ先に浮かぶのはリュディガーのことだ。万が一にでも彼に迷惑をかけるようなことはしたくない。

　するとジークベルトは気さくそうな笑顔を浮かべて見せた。

「大丈夫ですとも。お美しい皇后と近くで語り合いたいものたちは大勢います。そういったものたちを喜ばせるのも、皇后の務め。さまざまな交流をし、社交界での評判を上げ、皇室人気を高めることはひいては皇帝陛下のためにもなります」

　そう言われると、そんな気もしてくる。

　引っ込み思案で社交界への参加に積極的でなかったモニカは、今まで努力が足りなかったかもしれないと思い始める。

　それに、舞踏会や夜会よりは文学サロンのほうが気が楽だ。お茶を飲みながら語り合うぐらいなら、自分ひとりでも務まるかもしれない。

「皇帝陛下への許可はわたくしから願い出ておきますので、安心してください。モニカ様はさっそく、サロンの準備を進めてください」

　ジークベルトが頼もしそうに言ったのを聞いて、ようやくモニカもわずかに顔を綻ばせた。

「ありがとう、ジークベルト卿」

　宮廷貴族の中に、自分をこんなにも思いやってくれているものがいたのが嬉しい。リュディガーとの幸福な時間を失ったモニカの心に、その親切はとても染みわたった。




　初めて開いた文学サロンは、思いのほか楽しかった。

　招待客の選出には悩んだが、それもジークベルトが手配してくれた。貴族だけでなく、学生、詩人、哲学者までが参加したサロンは、興味深い知識の披露や交流がおこなわれ、モニカに新しい世界を見せた。

　いい気晴らしになったとモニカはジークベルトに感謝したが、参加者たちは是非次の開催をと口々に願い出る。

　この一回限りのつもりだったモニカは当然戸惑うが、ジークベルトが「皆もこう言っていることですし」と勧めてきて、あれよあれよという間に次のサロンを開く約束を取りつけられてしまった。

　サロンに集まった人たちはモニカに敬意を払いながらも親しく接してくれて、人見知りな彼女にとっても居心地のよい空間だった。できることなら彼女とて、またサロンを開けたらと思う。

　けれど、やはり気になるのはリュディガーのことだ。一度は許してくれても、繰り返しの集まりになると嫌な顔をするかもしれない。

　そんなモニカの心配を解決してくれたのもジークベルトだった。

「陛下にはわたくしが説得して参りました。モニカ様にはもっと多くのものとふれ合う機会を与えるべきだと。宮廷以外の人間と接することは皇后陛下の親しみやすさを広くアピールできますし、モニカ様ご自身にとってもよい息抜きになります。それにゲオゼルでは現在、文学サロンが大流行しております。帝国皇后として知識と文化の流行を牽引していくのは、たいへんに素晴らしいことでございます」

　口の達者な彼の言うことは、もっともに聞こえる。そのおかげで、どうやらリュディガーも承諾してくれたようだし、モニカも次のサロンを開く気持ちになった。

　二回目の文学サロンは人数も増え、さらなる盛り上がりを見せる。

　モニカはあまり活発に意見を述べるほうではなく、皆の話を聞いていることがほとんどだったけれど、とても知的好奇心の煽あおられる時間を過ごした。

　すると、今度は参加者たちから招待を受けるようになった。ジークベルトの言う通り、ゲオゼルでは帝都を中心に文学サロンや読書会が流行しているらしい。

「ぜひ、私どものサロンにもお越しください。皇后様がいらしたなら皆も大喜びすること間違いなしです」

「皇后様は恋愛小説がお好きでしょう？　女性だけが参加する小説の読書会もあるのですよ。いかがですか？」

「皇后陛下が数多のサロンに参加されたなら、どれほど文学界が盛り上がることでしょうか。ゲオゼルは叡えい智ちの国としても大陸一ともてはやされるでしょうな」

　数々の招待を熱望されてしまい、モニカは戸惑う。

　ジークベルトは是非と勧めるが、さすがにリュディガーに直接伺いを立てないわけにはいかなかった。




「――あなたが参加したいと望むのなら、参加すればいい」

　朝食の席で思い切って尋ねたモニカに、リュディガーは静かにコーヒーを傾けながら言った。許可を得て、モニカはホッと胸を撫で下ろす。

　彼とは相変わらずよいとはいえない雰囲気のままだ。今回の申し出もすげなく却下されたらどうしようと不安に思っていた。

「ありがとうございます、陛下。寛大なお心に感謝いたします」

　モニカの顔には自然と笑みが浮かぶ。許可を得られたことも喜ばしいが、それよりも彼に冷たくあしらわれなかったことがなにより嬉しい。

　文学サロンで知識の交流をすることは確かに気晴らしにはなる。けれど、モニカにとってはリュディガーとなにげない会話を交わせるほうが、ずっとずっと心が軽くなるのだ。

　嬉しそうに微笑む彼女を見やって、リュディガーは切なげに眼をすがめる。

「そんなに楽しいのか、知識人たちとの交流が」

　彼の言葉に、はしゃぎすぎてしまっただろうかと自省したモニカは表情を引きしめ、手に持っていたカトラリーを置く。

「とてもよい刺激になります。それに、私が参加することで帝都に良い影響があるのなら、それは皇后としてとても喜ばしいことです」

　本当はサロンに参加できることよりも、リュディガーと言葉を交わせたことが嬉しいのだ。そう伝えたいけれど、それはできない。愛していない妻からそんなことを言われても、きっと彼は煩わしく思うだけなのだから。

　あくまで皇后として毅然と答えたモニカに、リュディガーは「そうか」と頷いて返す。

「俺は、あなたが心身ともに健康であることを望む。あなたの身に危険が及ばないものであるのなら、サロンや夜会への参加は自由にしなさい。ただし、どこに参加するかは事前に俺に知らせるように」

「はい。ありがとうございます。どの会に出席するかは、ジークベルト伯爵が選別してくれますのでご安心ください」

　宮廷の内外問わず顔の広いジークベルトの庇ひ護ごの下なら、困ったことは起きないだろう。モニカも信頼を寄せているし、リュディガーだって皇帝副官の彼になら安心して任せられるはずだ。

　モニカは夫の寛大な容認に感謝すると共に、こんな状況になっても自分を気遣ってくれる優しさに胸を熱くさせた。




（……やっぱりリュディガー陛下と、以前のように過ごしたい。穏やかな会話をしながら朝食を食べて、毎日ティータイムを共にして、私の作ったお菓子を食べてほしい）

　馬車の窓からぼんやりと流れる景色を見ながら、モニカは物思いに耽る。

　つくづく自分の心は彼から離れられないのだなと考えながら、瞼を閉じ麗しい翠眼を思い浮かべた。

　文学サロンは確かに楽しい。新しい世界を教えてくれたジークベルトには感謝の気持ちが湧く。

　けれど、これは自分にとって逃避ではないかとも思えてきた。リュディガーがロザリーを公妾とする悲しみから目を逸らし、逃げているだけなのではないかと。

　この現実を自分ではどうすることもできないと今まで思ってきた。半年経っても子を成せない自分はゲオゼルの宮廷貴族から見たら皇后失格で、公妾を迎えることはもう拒めないのだと。けれど。

（私は陛下に、自分の想いをなにも伝えていなかった……）

　ふと、そんなことに気づく。いや、今まで考えもしなかった。

　もしリュディガーに公妾を持たないでほしいと訴えたならどうなるのだろうか。彼はこの結婚に愛などなくても、自分は夫に恋をしているのだと伝えたならば。

　そして、周囲がなんと言おうと、いつかは自分がリュディガーの子を産みたいと願い出たなら。

　彼がロザリーを愛しているなら、モニカの訴えは一笑に付されるだけかもしれない。けれど、心優しいリュディガーのことだ。もしかしたら少しでも思いとどまってくれる可能性はある。

　そう考えると、モニカの心には自分を顧みる思いが浮かんだ。

（私……リュディガー陛下に恋をしながら、あの方をもっと知ろうとしていなかった。与えられる優しさを喜ぶばかりで……もっと心を開いてもらう努力をしていなかった）

　リュディガーがロザリーを好きだというのなら、自分も髪を黒く染めて唇に紅を乗せて笑うぐらいの胆たん気きが欲しい。彼が魅力的だと思うような女に、自分は少しでもなろうと考えただろうか。

　臆病で、泣き虫で、いつも人の顔色ばかり窺ってきた。人の心に踏み込むのは、モニカにとってとても大きな勇気がいる。それは簡単なことではない。けれど。

（もっと、リュディガー陛下と話をしよう。そして、あの方に嫌われることを恐れるんじゃなく、もっと好きになってもらえるように、これからは頑張ってみせる）

　アンバーの瞳を大きく見開いて、モニカは決意した。

　まだ夫婦になってたったの半年だ。きっと遅くはない。もっと彼を知り、心を寄せ合い、夫婦にしか結べない絆を結んでいく。いつかリュディガーがモニカを妻として誇らしく思ってくれる日が来るまで。

　強く誓うと、気持ちが晴れ晴れとしてきた。表情も自然と明るくなる。

　そんなモニカを向かいの席から見つめ、ジークベルトが声をかけてきた。

「とても晴れやかな顔をしていらっしゃいますね。そんなに今日の集まりは楽しかったですか？」

　馬車は招待されたサロンからの帰りだ。いつものようにジークベルトと女官が同じ車内に付き添っている。

　モニカは彼らに向かってニコリと微笑むと、頷いて見せた。

「ええ、今日もとても楽しかったです。ジークベルト卿、いつもどうもありがとう」

「畏れ多いことです。けれどモニカ様がそのようにお元気になられるのなら、なにより。次の会もわたくしが手配させて――」

　ジークベルトが得意げに言葉を紡いだのを、モニカは小さく首を振って止めた。

「次は、もういいわ。少し間を開けようと思うの。もう充分に息抜きはできたし、私には皇后として先にやるべきことがあると気づいたから。それが落ち着いたら、きっといつかまた、サロンを開かせてもらうわ」

　国民が喜び、文化の活性化に繋がるのなら、また文学サロンを開こうと思う。けれど今注力すべきはそこではないと気づいた。まだ可能性が残っているのなら、本当に国民と皇室のためを思うのなら、皇帝と信頼を築き嫡子を望むことに尽じん力りょくすべきだ、と。

　モニカの言葉にジークベルトと女官は虚きょを突かれたような顔をした。そして女官が必死にサロンへの参加を続けるように説得する。

　けれど、固い意志を見せるモニカの姿に、ジークベルトはまるで苛立ったように嘆息すると、無理やりに口角を上げて言った。

「そうですか、それは残念です。けれど、来週の会にはもうモニカ様が出席する旨を伝えてしまいました。欠席されたならきっと皆がガッカリするでしょう。どうか最後にもう一度だけ、ご出席ください」

「わかったわ。期待させてしまったのなら、申し訳ないものね」

　責任感から、モニカはそれを承諾した。そして、リュディガーと話し合いを設けるのは、そのサロンへの出席が済んでからにしようと考える。物事はひとつずつ解決していきたい。

　面おもてを上げ前を向き始めたモニカの瞳は、窓からの月明かりを受けて煌めいていた。
















第九章　胸の奥の宝箱













　その日の夜、家族での晩餐を済ませたモニカは、最後のサロンに向かう支度をしていた。

　落ち着いた紫色のドレスは、袖にブレードの装飾がついた上品なものだ。外はもう木枯らしが吹くほど寒いので、カシミアの大きなショールをドレスの上に羽織る。

　玄関ホールで待つジークベルトの元へ行く前に、リュディガーの執務室へと向かった。

「お仕事中、申し訳ございません」

　衛兵に取り次いでもらい室内へ入ると、彼は机に積まれた書類の決裁をしているようだった。夕方新たに届いた民族団体の陳情書だろう。

　リュディガーはペンを置くと執務机から顔を上げてモニカを見やった。

「……これからサロンへ行くのだったな」

「はい。ジビラ伯爵夫人の主催されるものです。今日はモーデン王国の作家アンドラシーも来るとのことで、趣おもむき深いお話が聞けそうです」

　隣国の著名な作家が来ることもあって、モニカの胸は弾んでいた。ジークベルトとジビラ夫人がモニカのために呼んでくれたらしい。

　モニカの顔は晴れ晴れとしていた。今日の会も楽しみではあるが、これを終えたら改めてリュディガーと向き合い想いを伝えるのだと考えると、緊張もするけれど勇気が湧いてくる気分だった。

　しかし、リュディガーはモニカをじっと見つめたまま、なにかを考えている。何度か口を開きかけてはつぐんで、ようやく「モニカ」と呼びかけた。

「明日――いや、今夜。あなたが帰ったら話したいことがある」

　真剣みを帯びた声に、ドキンと胸が跳ねた。

　リュディガーがこんなに改まってする話とはなんだろうと考えると、どうしてもロザリーのことに辿り着いてしまう。

　彼はついに公妾を持つことをモニカに告げるのだろうか。胸が不安でドキドキと脈打つ。

　けれど。

「わ……私も。陛下にお話ししたいことがあります」

　俯きたくなってしまう顔を上げて、モニカはしっかりと前を見据えて言った。

　精一杯の勇気を出して、笑顔を浮かべて見せる。

「もしかしたら、陛下にとって喜ばしいお話ではないかもしれません。けれど、どうかお耳を傾けて頂けたらと思います」

　モニカのほうから彼になにかを打診するのは珍しいことだった。リュディガーも意外そうな顔をしている。そして。

「……わかった。では、夜にまた」

　静かに頷くと、彼はモニカを部屋の扉まで見送った。

　ジークベルトと女官と共に馬車へ乗り込んでも、モニカの胸はまだドキドキしている。今夜、リュディガーはいったいなにを告げるつもりだろうか。

　彼の口からロザリーのことを聞くのはつらいけれど、逃げてはダメだと自分を鼓舞する。

　帝都を走る馬車の窓からは、すっかり日の沈んだ空と家々の灯りが見えた。見慣れた風景なのになんだか胸がざわつくと思いながら、モニカは流れる景色を眺めた。




「ようこそいらっしゃいました！　ああ、私のサロンに皇后陛下がいらしてくださる日が来るなんて、感激でいっぱいです！」

　会場の邸に着くと、ジビラ夫人の大げさともいえる歓迎ぶりに、モニカは引きつった笑顔を浮かべてしまった。

「今日はお招きありがとうございます……」

　人見知りのモニカは、慣れていない相手に積極的に来られると萎縮してしまう。するとジビラ夫人はクスクスとふくよかな頬を持ち上げて笑った。

「緊張されてますのね、なんて初うい々ういしいのでしょう。大丈夫、ここに集まるのは皆仲間ですから。モニカ様もすぐに楽しくなりますわ」

　舞踏会や晩餐会に比べてサロンはざっくばらんな場だとはいえ、やけに馴れ馴れしい。複雑な笑顔を消せないでいるモニカを、ジビラ夫人は意気揚々と応接室へと案内した。

　応接室は、一階の庭に面したゆったりとした部屋だった。調度品も綺麗に手入れがなされ、温かみがある。女主人が仕切る部屋として相応しい。

　けれど、部屋に案内されたモニカは幾つもの違和感を覚える。

　扉の前には見張りのような従僕が立っているうえ、部屋の鍵は二重になっていてやけに厳重だ。そしてなにより奇妙なのは室内の薄暗さだった。

　天井からはガス灯が吊り下げられているのに、それには灯りをともしていない。テーブルのオイルランプと、ブロンズのホルダーに立てられたろうそくだけが部屋の灯りだ。文学サロンは本を用いながら話し合いをするというのに、これでは暗すぎて字が追えない。

　そしてモニカは、薄暗い部屋のテーブルに置かれた物を見て目を疑う。

　本など一冊もない。そこにはワインとグラス、そして煙管キセルが置かれていた。

　サッとモニカの顔が青ざめる。ゲオゼルは大陸でいち早く医療使用以外の麻薬を禁止した国だ。けれど、平民のみならず、ごく一部の貴族にも他国から入手し使用しているものがいるという。

　目の前にある煙管は麻薬の吸引道具として、ゲオゼルでは所有さえ許されていないものだ。いったいどういうことなのだろうと嫌な予感がしたとき、モニカは初めて気づいた。ソファーや椅子に座っているものたちが異様な眼差しをこちらに向けていることに。

「皇后陛下、ご機嫌麗しゅう存じます。今宵は楽しい夜にいたしましょう」

「ここでは堅苦しいことは抜きです。どうぞ、今夜はモニカ様も皇后ではなくひとりの女として、思いのままにお過ごしください」

「大丈夫。この会のことが漏れることは決してございません。なにせ、ジークベルト卿のお墨つきですから」

　男たちは猫撫で声で優しい言葉を発しながら、目にギラギラとした欲情を浮かべてモニカを舐なめるように見ている。そして、そんな男たちにしなだれかかりながら煙管を吸っている女たちも、侮ぶ蔑べつと好奇心の混じった目でモニカを見ていた。

　モニカは声も出せないほどすくみ上がりながら、震える足を一歩後ろに引いた。背中がすぐさま誰かにぶつかる。振り向けばそれは、不気味なほど満面の笑みを浮かべたジビラ夫人だった。

「驚かれてしまいましたか？　初めてですものね、モニカ様は。けれど、堅苦しい公務を忘れ、快楽に耽りたいのでしょう？　でしたら、ほら、勇気を出してくださいな。すぐになにもかも忘れて、夢のような気分になりますから」

　優しい友のように励ます言葉にゾッとする。怖おぞ気けが走り肌が粟あわ立った。

「わ、私……違います。こんなこと……」

　体験したことのない恐怖に声が震える。どうして自分はこんなところにいるのかわからず、頭が混乱して仕方ない。

　するとソファーに座っていた男がいつの間にかモニカの背後にいて、後ろからなまめかしい手つきで肩を抱き寄せてきた。

「ジークベルト卿からお聞きしていますよ。なんでも皇帝陛下とのご結婚生活が上手くいっていないとか。嘆かわしいお話です、我が君主はこんな美女に女の悦びを教えられないだなんて。けれど安心してください。今夜は我々が病みつきになる悦楽をたっぷりと教えてさしあげますから」

「ひ……っ、ぃ、いやぁっ！」

　耳元で息を吹きかけられながら言われて、モニカは思わず叫んで身を捩よじった。

　そして薄暗い応接室から抜け出そうと、ドアに向かって一目散に駆け出す。ところが。

「あ……開かない……っ」

　内鍵を外しても扉は外から押さえつけられていてまったく動かなかった。

　閉じ込められたのだと気づいて、モニカは扉をこぶしで叩きながら必死に叫ぶ。

「開けて！　ここから出して！　誰か！」

　隣の部屋にはジークベルトと女官、それに親衛隊たちが待機しているはずだ。皇后の身になにかあれば、すぐさま駆けつけることになっている。

　けれど、どれだけ叫んでも扉を叩いても、誰も来る気配がない。必死に助けを求めながら、モニカはさっき男が言ったことを思い出した。

（まさか、これはジークベルト卿が仕組んだことなの？　ジビラ夫人のサロンが本当は悪徳の社交場だと知っていて、私をここへ連れてきた……？）

　なぜ彼がそんなことをするかはわからない。けれど、今のモニカがただひとつ理解できることは、罠わなに嵌はめられたということだけだ。

「ここまで来て駄々はいけませんよ、モニカ様。我々の仲間になりたいと、あなたが望まれたのでしょう？」

　扉を叩き続けるモニカを、先程の男が後ろから抱きしめる。その汚らわしい手は無遠慮に彼女の胸の膨らみを撫でまわした。

「いやぁっ！　やめて、私はこんなこと望んでなんかいない！　離して！」

　身体中に嫌けん悪おが満ちる。薄暗い部屋には煙管からの煙が漂い、背後のソファーで他のものたちの服を脱ぎ捨てる音や、淫らな喘ぎ声が聞こえだした。あまりの醜悪な雰囲気に、モニカは吐き気さえ催す。

　このまま自分もこの堕だ落らくした宴うたげに引きずり込まれるのかと思うと、絶望で気を失いそうになった。

（いや……、いや……！　気持ち悪い、誰かここから助けて！　お願い、誰か……！）

「――助けて、リュディガー様ぁっ!!」

　気がつくとモニカは必死に彼の名を叫んでいた。

　来るはずはない、そうわかっていても口から出てくるのは愛する夫の名ばかりだった。

「リュディガー様ぁっ！　リュディガー様ぁっ！」

　モニカが死に物狂いで叫ぶ間にも、男の手は今度はスカートを捲り上げてくる。ペティコートの中にまで手を入れられ脚をさわられたとき、モニカの目に涙が浮かんだ。

　もしこのまま身体を穢けがされてしまったら、自分は一生リュディガーに顔向けできないだろう。敬愛する彼に、穢れた身体など抱かせるわけにはいかない。

　こんなことなら、もっと早くリュディガーと話をすればよかったと後悔が湧いた。

　もっと早く気持ちを伝えて、心も身体も愛してほしいと願い出れば。

　今まで勇気の出なかった自分が情けなくて悔しくて、涙が滲んでくる。

「リュディガー……様ぁ……っ」

　モニカが絶望と後悔で、唇を噛みしめたときだった。

　扉の向こうでなにやら物音が聞こえた。それは徐々に大きくなり、大勢の人間の声と足音だと気がつく。そして、こちらへ向かって駆けてくる足音がはっきりと聞こえた次の瞬間。

「モニカ!!」

　勢いよく開かれた扉と共に、よく知った男の声がモニカを呼んだ。

　開かれた扉の正面に立つ人物の姿を見て、モニカは奇跡に遭そう遇ぐうしたかのように目を見張る。そして溢れた涙が視界を滲ませる前に、彼の胸にためらいなく飛び込んだ。

「――リュディガー様ぁっ!!」

　そこにいたのは夢でも幻でもない、モニカの愛する男だった。

　いつものように軍服の上に外套を羽織った姿だが、急ぎ駆けつけてきたのか、いつも凛々しくセットしている髪は少し乱れ前髪が降りている。

　リュディガーは自分の胸に飛び込んできたモニカを抱きとめ、言葉もなくその身体をきつく抱きしめた。

（嘘みたい……。リュディガー様、リュディガー様……）

　胸の奥が熱くてたまらない。たくさんの想いが溢れすぎて、考えることも喋ることもできずに、ただ彼の広い背中を抱きしめ続けた。

　けれど、リュディガーが突如踏み込んできたことに、室内は当然大わらわとなる。

「へ、陛下……!?」

「なぜここに!?　ジークベルト卿はどうした!?」

　ジビラ夫人をはじめとした悪徳な宴の参加者たちは、驚嘆の面持ちで慌てふためく。

　するとリュディガーは顔を上げ、切れ長の瞳でそのものたちをきつく見据えた。

「禁を破り醜悪な宴に耽っただけでなく、我が妻にまで汚らわしい業ごうを背負わせようとするとは、見上げた蛮ばん行こうだ。お前たちにゲオゼルの地を踏む資格はない。慈悲はないものと思え」

　背筋が冷たくなるほど厳しく言い切ったリュディガーの声に、部屋のものたちは皆、顔を青ざめさせておののいた。震えているもの、膝を折ってくずれるものもいる。

　リュディガーの腕に包まれながらも、モニカもその威圧感に一瞬身をすくませた。

　彼がこんなに怒りを露わにしたのは初めてだ。ただでさえ常人とは一線を画す威厳を誇る男の真剣な怒りは、それだけで人を伏ふせさせる。

　もはや逃げ出す気力もなく愕然としているものたちを、遅れて部屋に入ってきた皇帝の親衛隊が速やかに取り押さえた。

　少し落ち着きを取り戻したモニカだが、頭が混乱して未だになにが起きているのか、

　よくわからない。

「へ、陛下……。あの、どうして……」

　なぜリュディガーはここでモニカがピンチに陥っているとわかったのだろうか。そして、どうして自ら駆けつけてくれたのだろうか。疑問だらけである。

　抱きしめられている腕の中から顔を上げて、モニカが問おうとすると。

「陛下。ジークベルトたちの身柄を確保しました」

　兵士に両腕を捕まえられた状態のジークベルトと女官をつれて、側近のブルーノが部屋に入ってきた。

　その光景を見て、やはりジークベルトが仕組んだ罠だったのかとモニカは思う。けれどなぜそんなことを、と考えているとエルヴィンがさらに驚く人物をつれて部屋に入ってきた。

「こちらも捕獲済みです。やはり陛下の予想通り、庭に潜んでいましたよ。窓からこの部屋の様子を撮ろうとしていたようです」

　それは兵士に捕まえられているカメラを手にした記者らしき男だった。

　いったいどういうことなのだろうと見ていると、リュディガーはいったんモニカの身体を離しブルーノたちに向き直った。

「ご苦労だった。あとはルイーヴ警察たちと協力して片づけてくれ。俺は皇后と話を済ませ次第、すぐに行く」

　ブルーノは親衛隊たちを取りまとめすぐに部屋を出ていったが、エルヴィンはカメラの男を兵士たちに任せると、なにやら笑顔を浮かべてモニカに近づいた。

「無事でよかったね。けど、あまり皇帝陛下に心配をかけちゃダメだよ。陛下はきみを心配するあまり、ブルーノや兵士たちが止めるのも聞かず、単身で馬で早駆けしてここまで来ちゃったんだから。そんなことする皇帝なんて前代未聞だよ。僕やブルーノがどれほど肝きもを冷やしたことか」

　エルヴィンはほとほと困ったように肩をすくめて見せたが、顔には悪戯っぽい苦笑が浮かんでいる。

　モニカはそれを呆気に取られながら聞いていたが、リュディガーは「余計なことを言うな」と眉間に皺を刻み、実に渋い顔を見せた。

　クスクスと可笑しそうに笑ってエルヴィンは、「それじゃあ、僕は警察署長と話をしてくるから」と言い残すと部屋を出ていく。

　そうして今は静まり返った応接室には、リュディガーとモニカのふたりだけが残された。

　さっきまでの騒ぎが嘘のような静けさに、モニカの身体には緊張が走った。

　助けに来てもらえたことは嬉しかったが、自分はとんでもない迷惑をかけたのでは、という自覚が湧いてくる。

「……あの……」

　モニカが謝罪をする前に、リュディガーが先に口を開いた。

「これからの調査で明らかになるだろうが、ジークベルトは反チェルシオ組織の地下活動に加担していた疑いがある。共にいた女官もだ。サロンという隠れ蓑みのを利用して、あなたを陥れる機会を窺っていたのだろう」

　告げられた真実に、モニカはショックを受けた。

　歴史と権威ある大帝国ゆえ、アルムガルド家の血筋に熱狂的な崇拝者がいることは、もうモニカもよくわかっている。それゆえに『名門』の血を引かないモニカを未だに皇后として認めないものが一定数いることも。ジークベルトもそのひとりだったのかもしれない。

　はたまた、北部連合と帝国が同盟を深めることをよく思わない政治的な理由があったのだろうか。大陸中に影響を及ぼす大国家なら、それもありうる話だ。

　どちらにせよ皇帝副官という立場にありながら、ジークベルトは皇后の座に就いたチェルシオ公女であるモニカを、周到に引きずり下ろそうとしていたのだ。

「狡こう猾かつな男で、今日までヤツが反チェルシオ組織員だということは宮廷の誰も気づかなかった。――今日も危ないところだった。もしあなたが出発前にアンドラシーの名を出さなければ、ヤツの企みに気づかなかったかもしれない」

　モーデン王国は北部連合と領海を巡って長年敵対している。そして小説家でもあり政治活動家でもあるアンドラシーは、自国の領海の権利を強く主張しているひとりでもあった。

　そんなアンドラシーにとっても、北部連合要国チェルシオと強豪国ゲオゼルが婚姻によって同盟を固くすることは、実に面白くないことなのだ。

　皇帝とモニカの結婚を破たんさせるという利害の一致したアンドラシーは、ジークベルトに協力した。モニカが本好きであるのをいいことに、彼の名を使い文学サロンと偽いつわっておびき出したのだ。

　そして招待された先がジビラ夫人の館である。ジビラ夫人は人脈が広く、とにかく夜会やサロンを開きたがることで有名だった。健全な集会に隠して、麻薬や乱交に耽る悪徳な集会を開いていたのだろう。

　もしモニカがアンドラシーの名を出さなければ、リュディガーでさえ今夜のサロンを、賑やか好きのジビラ夫人に招待されたものだと疑わなかっただろう。

　けれど、北部連合に激しい敵対心を持っているはずのアンドラシーの名を聞いたとき、リュディガーの中で嫌な予感が芽生えた。

　北部連合と帝国の同盟を快く思っていないアンドラシー、ありとあらゆるメンバーを集めてはサロンをたびたび開くジビラ夫人。そして、最近モニカがサロンに出席することを強く勧めるジークベルト。

　考えすぎかと思ったが胸のざわつきが収まらず、リュディガーはモニカが出発した後宮殿にあるジークベルトの部屋を捜索させた。そして出てきたのが一枚の名刺だった。帝都に本社を持つ大衆向け新聞社のものである。

　ジークベルトの企みが読めたリュディガーはブルーノに指示を与えるとすぐさま宮殿を飛び出し、皆の制止も聞かずジビラ邸まで馬を走らせたのだった。

「ジークベルトはあなたがこの爛ただれた集会にいる場面を、記者に撮らせるつもりだったのだろう。教会は離婚を禁止しているが、夫か妻が犯罪者になったときだけは、その限りではない。あなたを罪人に仕立て上げ、皇后の座から追い落とす算段だったようだな」

　リュディガーの説明を聞きながら、モニカの身体は震えが止まらなくなっていた。青い顔を俯かせ、彼と目を合わせることもできない。

　自分がなんの疑いも持たずジークベルトの誘いに乗ってしまったせいで、償つぐないきれない大迷惑をかけてしまうところだったのだ。アルムガルド家の名誉に傷をつけ、ゲオゼル四千万の民を失望させ、チェルシオ王国の威信をも失墜させる事態だ。

　そしてなにより、大陸一の大君主であるリュディガーにとんでもない恥をかかせるところだった。

　結婚が決まってから今日まで、自分は皇后の自覚が少しは出てきたとモニカは思っていた。けれど、それはとんでもない思い上がりだったと痛感する。

（私が気晴らしなんか求めてしまったから、ジークベルト卿につけ込まれたんだわ。私は自分の立場を全然わかっていなかった……。迂う闊かつな行動ひとつで、リュディガー陛下にたいへんな迷惑をかけてしまうのに……！）

　モニカは震える手を爪の痕がつくまで握り込み、きつく唇を噛みしめる。自分が情けなくて、許せない。申し訳なさのあまり、リュディガーの顔を見ることもできない。

「へ、陛下……。このたびはたいへんなご迷惑をおかけしましたこと、心よりお詫び申し上げます……。もう二度と、公務以外のことにうつつを抜かすような真似はいたしません。今回の騒動を招いた罰もお受けいたします。本当に……申し訳ありません」

　罪悪感に胸が潰れそうで、声がかすれた。

　これでもう自分は皇后失格の烙印は免れないだろう。そして間違いなく、リュディガーも呆れ果てたに違いない。表面上は婚姻を継続していても、彼はもうモニカをまともには扱ってくれないはずだ。

　嫌われた。それどころか、愚かな自分にはもう彼を慕う権利もない。そう思うと身体中が悲しみに冷えるようだった。

　宮殿を出発したときはあんなに甘くときめいていた心と勇気が、胸の奥で粉々になっていく。彼に想いを告げる機会は、もう一生訪れないだろう。

　俯いたままのモニカの頭上から、リュディガーの溜息が聞こえた。呆れられたことを突きつけられたようで、胸がズキリと痛む。

「……どうしてあなたはいつもそうなんだ……」

　小さく、嘆くようにリュディガーが呟いた。

（――いつも……。陛下は私のことを皇后としての責任感がないと、いつも思われていたのね……）

　目頭がじわりと熱くなった。我慢していた涙が一気に込み上げてくる。

　泣くのをこらえようと鼻をすすると、またひとつ溜息を吐かれた。彼をこんなに苛立たせている自分が嫌で仕方なく、モニカは消えてしまいたくなる。

　ついに肩を震わせ始めたモニカを見て、リュディガーは苦渋の表情を浮かべると自分の額に手を当て首を横に振った。

「俺はあなたを叱責したつもりはない。責任を負わせるつもりもない。だから泣かないでくれ」

　いくら迷惑をかけたとはいえ、皇后に表立って罰を与えることはできないのだろう。

　けれどリュディガーはとても怒っている。それは彼の嘆くような口調からも伝わった。きっとモニカが泣いてしまったことが、余計に癪しゃくに障さわるのだろう。

　これ以上彼に嫌われたくなくて必死に泣きやもうとするが、涙は止まらない。せめて泣き顔を見せないようにと、モニカは背を向けた。

　部屋に重々しい沈黙が流れる。聞こえるのはモニカのしゃくり上げる声だけだ。

　すると、背後でリュディガーの動く気配がした。もしかしたら嫌気の差した彼が先に帰ってしまうのではないかと焦ったモニカは、慌てて振り返ろうとする。

　ところが。

「――モニカ……」

　振り返ろうとしたモニカの身体を、リュディガーの逞しい身体が後ろから抱きしめてきた。

　驚いて固まってしまった彼女の肩口に顔をうずめ、リュディガーは苦しそうに呟く。

「頼むから……これ以上俺を嫌わないでくれ」

　吐息が感じられるほど近くで乞われたそれは、切なさに満ちていた。

（え……？）

　モニカは耳を疑った。これ以上嫌わないでほしいなどと、リュディガーが言うはずがない。だってそれは、モニカがいつも彼に対して願っていることなのだから。

　けれど、リュディガーは抱きしめる腕に力を込めたまま言った。

「どうしてあなたはいつも俺に怯えるんだ。どうしてあなたは俺の言葉に泣いてしまうんだ。どうして……エルヴィンに向けるような無邪気な顔を、俺には向けてくれないんだ。……俺はいつだって……あなたの笑顔が見たいだけなのに」

　苦しい想いを吐き出すように、一つひとつ告げられた言葉にモニカの胸は激しく高鳴った。

　なにかの間違いではないかと思う。彼がまさか、そんな想いでいただなんて。

　モニカは震える手でゆっくりとリュディガーの腕をほどくと、彼の方へと向き直った。

　いつだって凛々しく余裕と威厳に満ちているはずの皇帝は、翠の瞳にいっぱいの切なさを浮かべた恋する男の顔をしている。そんなリュディガーの姿を見て、モニカの胸からなにかが溢れた。

「私も……陛下に嫌われたくありません。あなたが、好きなんです。恋をしているんです。だから、大好きな陛下に嫌われたくないと、ずっと思っていました」

　身体の奥から勇気がどんどんと湧いてくる。頬は熱く、心臓は煩いぐらいに高鳴っていたけれど、すべてを伝えたくて仕方なかった。

「私は臆病だから、尊い皇帝であるあなたを前にするとすくんでしまうこともあります。勇敢なあなたと比べて自分が情けなくて、泣いてしまうこともあります。けれど、リュディガー陛下を嫌いだと思ったことなど一度もありません。好きです。あなたをとても愛しています。だから……お願いですから公妾を持たないでください……！」

　高揚して抑え切れない想いに突き動かされ、モニカは言いたかったことをすべて口にした。大切に抱いてきた恋心も、わかってほしかった自分のことも。そして、胸が張り裂けそうなほど苦しかった想いも。

　モニカの勇気ある告白を、リュディガーは目を大きく見開いて聞いていた。こんなに驚いた彼の顔は見たことがない。

　そして、どこか恥ずかしそうに口元を手で隠すと、何度か目をしばたたかせて「公妾？」と不思議そうな声を出した。

　モニカは眉尻を下げ、少しだけ悲しそうな表情を浮かべる。

「結婚して半年も経つのに私が子を成さないから、公妾制度を復活させると大臣たちが話していたのを聞きました。もしそうなったら陛下は……ロ、ロザリーさんにご寵愛を授けるのでしょう……？」

　やはりこの話をするのはつらい。自分が子を成せない妃だという負い目も、リュディガーがロザリーを愛している事実も、何度だって心を傷つける。

　ところが。沈ちん痛つうな面持ちのモニカとは対照的に、リュディガーはますます不思議そうに首まで傾げてしまった。

「公妾制度など復活させるわけがない。まだ夫婦になってたったの半年じゃないか。なぜ子ができないなどと決めつけるんだ。万が一に嫡子ができなくとも、俺は生涯あなた以外の女を抱くつもりはない。帝位は弟たちの子に継がせればいいだけの話だ」

　あれほどモニカを悩ませた跡継ぎと公妾制度の問題を、あっさりとリュディガーは片づけてしまった。

　宮廷貴族がいくら騒ごうと、最終的に国家君主である皇帝の判断が絶対だ。『名門』の血筋そのものである彼が言うのだから、間違いないだろう。

　驚きのあまり、今度はモニカのほうが目をパチパチとさせる。しかもリュディガーはさらに驚くべきことを言ってきた。

「それ以前になぜロザリーなんだ？　あなたは俺をからかっているのか？　いくら馬にこだわりのある俺でも、愛馬とベッドを共にしようとは正気の沙さ汰たじゃないぞ」

「……はい……？」

　お互いが不思議そうな表情を浮かべ、なにやら話が噛み合っていないことに気づく。

「ロザリーさんって……あの、黒髪が綺麗で赤い口紅がお似合いのご婦人じゃ……」

「ロザリーは確かに漆黒のたてがみが美しい牝馬だが、俺は馬に口紅を贈る趣味はない」

　そこまで話を聞いて、ようやくモニカは理解した。エルヴィンの言った『遠出には必ず連れていく黒髪の美しいお気に入りの女の子』が、リュディガーの大切な愛馬だということに。

（ひ、ひどいわ！　エルヴィン！）

　陽気な彼のジョークに踊らされたのだと気づいたモニカは、真っ赤になった顔を両手で覆った。馬にやきもちを妬いて泣いていただなんて、あまりにも恥ずかしすぎる。

　けれど、あのときエルヴィンは言ったのだ。陛下にロザリーと自分のどちらが魅力的か聞いてみろと。もし勇気を出してすぐにリュディガーに尋ねたのなら、あっさり冗談だとわかって悩まなかったはずだ。むしろ笑い合った後、リュディガーとの距離が縮んだかもしれない。

　すっかり振り回されてしまった感は否めないが、結局は彼に聞けなかった臆病な自分がいけなかったのだ。

「モニカ？」

　恥ずかしさのあまり手で顔を隠したまま固まってしまったモニカに、リュディガーが声をかけた。

「私……ロザリーを陛下の想い人と勘違いしていたんです……。すごくやきもちを妬いてしまって、恥ずかしい……」

　蚊かの鳴くような声で吐露されたそれに、リュディガーの頬までみるみる赤く染まっていった。そして、愛おしさと切なさを混ぜた色を瞳に浮かべた後、モニカの身体をぎゅっと抱きしめてしまった。

「へ、陛下？」

　驚いて顔を上げたモニカに、リュディガーはすかさずキスを落とす。鼻先に、瞼に、そして唇に。

「……可愛い……」

「え？」

「あなたが可愛すぎて、どうしていいかわからない」

　熱っぽく告げられ、キスの雨を降らされ、モニカは目を回しそうなほど胸をドキドキさせる。あのリュディガーがこんなに甘いことをするなんて。

「まったくあなたという人は……。俺が他の女などに目を向けるはずがないだろう。この瞳はずっと、あなたしか見ていないと言うのに」

　キスの合間にそんな台詞まで囁かれ、モニカは嬉しくて恥ずかしくて頭が沸騰してしまいそうだった。けれど。

「……じゃあ、宮殿の中庭でお話しされていた方は……？」

　ふたりきりで親しそうに話していた黒髪の女性は、ロザリーでないのなら誰だったのか。モニカには新たな疑問が湧く。

　その言葉に心当たりがあったのだろう、リュディガーは表情を引きしめると腕の中からモニカを解放した。

「おそらく、アデリーナのことをあなたは言っているのだろう。彼女は俺が子供の頃世話になった前宮廷医官の孫娘だ。脳や精神、神経の医学を研究している。祖父の影響で俺をやたらと子供扱いするが、非常に優秀な医師だ」

「脳と精神のお医者様……？」

　あまりにも予想外な彼女の正体に、謎がますます深まる。

　リュディガーはじっと真剣な眼差しでモニカを見つめると、思い切ったように話しだした。

「本当は今夜話そうと思っていたのだがこの際だ、すべて教えよう。モニカ。あなたはおそらく――記憶を失くしている」

「えっ……!?」

　あまりに突拍子もない話に戸惑うモニカに、リュディガーは丁寧に説明をしてくれた。

　彼は再会してからずっとモニカの言動に違和感を覚えていたらしい。それが記憶の欠落ではないかと気づいたきっかけは、温室での会話だった。

　薔薇が好きだと告げてきたモニカに『知っている』と答えたとき、彼女はとても意外そうな顔をした。

　まるで『なぜ知っているの？』と言わんばかりの表情を見たとき、ずっと感じていた違和感がなんだったのか、はっきりしたのだった。

　五年前のあの思い出と感情だけが、ずっと彼女から解離している、と。

　違和感の正体が記憶喪失だと考えたとき、彼の中ですべてが腑ふに落ちた。再会したときの距離感も、噛み合わない会話も――モニカが『ルディ』と一度も呼ばないことも。

　それを裏づけるために、リュディガーはクラッセン家に手紙を送りモニカが事故に遭った経験がないか尋ねた。

　そして、彼女が十三歳の夏――事故で意識を失うほど頭に怪我を負っていたと判明したとき、彼は確信したという。

　モニカはリュディガーとの思い出を、十三歳の夏に置いてきてしまったのだと。

「……嘘……」

　信じられない思いで聞きながらも、モニカには心当たりがあった。既視感を覚えると起こるめまい。胸が切なくなるような懐かしさを感じるたびに、それは起きていた。

　心臓がトクトクと鼓動を速める。

　思い出せない記憶の中に、リュディガーとの大切な日々がある。その真実に、嬉しいような切なくて苦しいような、不思議な感情が湧き上がった。

　呆然としているモニカをなだめるように頭を優しく撫で、リュディガーは話を続けた。

「アデリーナに相談をしたが、失った記憶は完全に消えてしまったわけではないらしい。少しのきっかけで戻ることもあるという」

「戻るのですか……？」

　その問い掛けに、リュディガーは静かに頷く。

「確実というわけではないが、そのときと同じ行動をなぞるといいらしい。……試してもいいか？」

　彼の翠色の瞳が、モニカを捉えた。

　疼くようにときめく胸が、なにかを伝えたがっている。思い出すのは彼の翠眼によく似た色のエメラルドのブローチ。そして、記憶にないはずの夏のリンデンバウムの木漏れ日。

　部屋の中にいるのに、夏の息吹を五感で感じた気がする。

　モニカはまっすぐにリュディガーを見つめ返し、小さく頷いた。心の奥で開きかけている宝箱の中身を取り戻したくて。

　刹せつ那な訪れた静けさの後に、低く優しい声が告げた。

「――きみを愛している、モニカ。どうかこのリュディガー・ヨハン・マリウス・アルムガルドの妻になってほしい」

　彼の唇が切ない情熱を込めて愛を綴ったとき、モニカの記憶に鮮やかな情景が蘇った。

　忘れられない、忘れてはいけなかった十三歳の夏の日――。

　オータム・ダマスクローズと青いリボンのサンハット。

　彼のために焼いた甘くないビスケット。

　飾りっ気のない執務室に華やぎを与えたノアゼット・ローズ。

　彼の瞳の色と同じエメラルドのブローチ。

　ふたりだけの静かなティータイム。

　共に過ごした書斎での時間。

　ほどけたリボンを結んでくれる約束。

　そして、夏の木漏れ日の下でのプロポーズ。

　泣きたくなるような懐かしいときめきと共に、モニカの胸に宝物の記憶が煌めいて溢れ出す。

　固かた唾ずを呑んで彼女の反応を見守っていたリュディガーに、モニカは目にいっぱいの涙を潤ませて微笑むと、腕を伸ばし思い切り抱きついた。

「私も……あなたを愛してる、ルディ。このプロポーズ、喜んでお受けします」

　あの日と同じ、心からの返事を告げて。
















第十章　結ばれた想い













　午後の柔らかな日差しが差し込む、ルイーヴ宮殿。

　郊外の視察から戻ったリュディガーは急いで着替えを済ませると、足早に南棟に向かった。

　彼が綻びそうになる顔を抑えながらやってきたのはティー・ルーム。リュディガーは衛兵が中に取り次ごうとするのを止め、自分の手でノックをすると「俺だ。今戻った」と扉に向かって呼びかける。

「どうぞ。お待ちしていました」

　返ってきた声にリュディガーは嬉しそうに目を細め、兵士が恭しく開いた扉を中へと入っていった。

　アイボリーの壁紙やクレトンのカーテンで優美な雰囲気に包まれているティー・ルームには、今日も胡桃材のテーブルの上にリュディガーのためのティーセットが並ぶ。

　チェルシオ式の茶器である銀の給茶器に、花模様のついたそろいの白磁のカップ。モニカが焼いたチーズやヨーグルトを使った茶菓子。そして、温室で大切に育て大輪の花を咲かせたブルボンローズが花瓶に活けられ、テーブルの中央に飾られていた。

「おかえりなさい、ルディ。ご公務、お疲れ様でした」

　休憩に来た愛する夫に労いの言葉をかけ、モニカは嬉しそうに小走りで彼に近づく。

「ただいま。早くきみとお茶が飲みたくて、急いで帰ってきたよ」

「まあ。またロザリーで早駆けしてきたのですか？」

「いいや、単身で駆けるのはやめてくれとブルーノに言われている。仕方なく馬車に乗せられたから、従者に急ぐよう頼んだ」

「ふふ。お茶の時間で皆を振り回すなんて、困った皇帝陛下ですね」

「それだけ早く、きみに会いたかったんだ」

　クスクスと可笑しそうに肩をすくめるモニカに、リュディガーは照れくさそうに笑う。それから彼女の顎をそっとすくい、愛くるしい果実のような唇にキスをした。




　モニカが記憶を取り戻してから一ヶ月が経った。

　皇帝副官であるジークベルトが卑劣な手段で皇后を陥れ、ゲオゼルとチェルシオの婚姻を破たんさせようとした事件は帝国のみならず大陸中を駆け巡った。

　ジークベルトは国家転覆罪として厳しい刑に処せられ、これを機に宮廷に潜む反チェルシオ組織に属するものも一斉に摘てき発はつされ、宮廷の任を罷ひ免めんさせられた。

　調査を進めるうちに発覚したが、どうやら熱心に公妾の件を進めようとしていたのもジークベルトだったらしい。リュディガーの計り知らぬところで暗躍していたのだ。

　神に選ばれし『名門』の血筋に生まれ、物心つく前からその血の重さと君主としての責任を説かれ続けてきたリュディガーは、今までアルムガルド家の熱烈な崇拝者が出ることも仕方ないと甘受してきた。

　しかし今回の事件を機に、彼はこの守旧的な考えに反旗を翻す。

　帝位継承者は皇帝の嫡男に限らず、アルムガルド家の中から現皇帝が指名すること。また、アルムガルド家の婚姻に際し、相手側の血筋は考慮しないものとする。大切なのは夫婦の信頼であり、国家繁栄に尽力してくれる心であると、大々的に発表した。

　宮廷貴族の中には『これは皇室の失墜に繋がる』『威厳を失うことは帝政国家の危機だ』と反対を唱えるものも少なくない。けれど、民衆は諸もろ手てを挙げて歓迎するものが多かった。

　なぜなら、保守的な思想に囚われた貴族より民衆はよくわかっていたからである。チェルシオからやってきた若き皇后が、早々に子を成さなくとも、『名門』の血を持たなくとも、どれほど努力家で国家と皇帝に尽くしてくれているかを。

　婚約時代のみならず結婚後も多国語を勉強し続けてきたモニカは、どの民族と接見しても、どの国へ外交に行っても、流暢な言語と国ごとの儀礼を完璧にこなしてみせた。

　真面目なモニカは接見でもひとりひとりの意見に真剣に耳を傾ける。決して勝気でもなければ常に満面の笑みでいるような朗らかさはないけれど、人々はモニカの聖女のような篤とっ厚こうさと貞淑な美しさを大いに褒め称えたのであった。

　けれど最終的に皇帝の提案が大多数の国民に支持されたのは、リュディガー自身が変わったことが一番大きいだろう。

　互いに嫌われていると思い込んでいた気持ちがようやく通じ合い、なおかつモニカが初恋の記憶を取り戻したことは、リュディガーに大きな変化をもたらした。

　近づきがたいほど厳格だった偉大なる皇帝は、妻と公務に参じるとき穏やかな笑顔を浮かべるようになった。

　今までも皇后を丁重に扱っていたのは周知だったが、最近の皇帝は常に幸福そうだ。馬車を降りる際に手をとったモニカと目が合ったときなど、夫婦そろってはにかんだ笑顔を浮かべて、周囲までも赤面させるほどである。

　誰もが皇帝は妻に恋をしているのだと感じた。凛々しく精悍な皇帝が妻に向かって見せる〝恋する青年の顔〟は宮廷貴族にも民衆にも、ゲオゼル帝国が幸福な国である印象を与えた。

　愛し合い、互いに支え合って国のために尽くす皇帝夫妻の姿に、皇室は失墜するどころか未だかつてない人気と信頼を博したのだった。




　やっと気持ちが通じ合い誰にも憚はばからず夫を愛せるようになったモニカは、毎日が幸福でたまらない。

　けれど、同じように気持ちを正直にぶつけてくるようになったリュディガーには、少し驚かされもする。

「どうしたの、ルディ？」

　向かいの席に座ったモニカは、彼がお茶を飲む手を止めてじっとこちらを見ていることに気づいた。

「今日のお菓子はお口に合わなかった？」

　小首を傾げるモニカに、リュディガーはじっと熱いまなざしを向けたまま答える。

「いや、きみの作る菓子はどれも最高だ。けれど、今は他のものが欲しくなった」

「他の……？　じゃあなにか厨房へ取ってこさせましょうか？」

　彼が別の菓子を食べたがるなど珍しいこともあるものだと思っていると、リュディガーは椅子から立ち上がりモニカの席に近づいた。

「厨房にはない。俺が欲しいのは今、目の前にある」

　そう言うと彼は何事かわかっていないモニカの顎をすくい、顔を上向かせると同時に唇を重ねてきた。

　ふいうちのキスに、モニカの心臓が飛び出しそうになる。

「ル、ルディ！　急になにを……！」

　唇はすぐに離してもらえたが、今度は手をとって立たされ、そのまま抱きすくめられてしまう。

「嫌か？」

「い、嫌じゃないけど……」

「なら問題ない。きみが許してくれさえすれば、俺はいつだって愛しい妻とキスがしたい」

　こんなに大胆な人だったのかと、モニカは驚かされてしまう。

　彼が言うには、五年前はまだモニカが若すぎたためとても手を出せなかったし、再会してからは気持ちが離れたのかと思い込んでいたせいで、気軽にキスもできなかったらしい。

「本当はずっと、きみをこんな風に愛したかった」

　抱きしめた腕に閉じ込め、心から愛おしそうに言われてしまうと、モニカも嬉しすぎてとろけてしまいそうになる。

　明るい時間から抱き合うのは恥ずかしいが、もっともっと彼に甘えたくてモニカも広い背中をぎゅっと抱きしめ返した。

「私も……ルディといっぱいふれ合いたかった。あなたをひとり占めできる時間が、一番幸せ」

　モニカが素直に想いを口にすると、リュディガーは翠の瞳に情熱の火を灯す。

　再びされた口づけはさっきよりも深く、モニカを欲する想いに溢れている。

「ん、……ぅ、ん……っ、……んん」

　角度を変え何度も口の中をねぶられると、頭がぼうっと熱くなってしまう。唇を離したモニカは、息を乱しながらリュディガーの胸板を弱々しく押しやった。

「……これ以上は、ダメ……。まだこのあとも公務が残ってるのだから……」

　このまま彼の情熱を好きにさせたら、午後の仕事に支障が出てくるのは必至だった。けれど、妻に諌いさめられてしまったリュディガーは少し不満そうだ。

「真面目だな、モニカは。……まあ、そこがきみの魅力的なところでもあるのだけど」

　厳格なリュディガーに真面目だと感心される日が来るとは思わなかった。しかも、ごく当然のことを言ったまでなのに。

　きっと皇帝ではない素顔の彼は案外子供っぽいのかもしれないと、モニカはまたひとつ夫の新しい顔を知った。

　抱きしめていた腕を離そうとしたリュディガーだったが、ふとなにかに気づきジッとモニカを見つめてきた。

「なにか？」

　尋ねると、リュディガーは彼女の髪に手をかけ、落ちかけていた青い布を受けとめる。

「リボンがほどけているぞ」

　編み込んだハーフアップの髪がはらりと顔にかかり、モニカは慌ててそれを押さえた。

「やだ、いけない」

　美しいブロンドは手触りがスベスベしすぎて、リボンやピンが落ちやすいのがモニカの悩みだ。

　けれど、手早く髪を直す彼女を見て、リュディガーはどことなく嬉しそうに口角を上げた。

「リボンは俺が結んであげよう」

　その言葉で、モニカも五年越しの約束を思い出す。懐かしさに思わず目を細める。

「じゃあ、お願いします」

　髪を押さえたままクルリと背を向けると、リュディガーが丁寧にリボンを結びだした。

　小さな衣擦れの音が静かなティー・ルームに響き、やがて「できた」と呟く声が聞こえた。

　鏡を使ってモニカが後頭部を見てみると、左右からの編み込みの中心に青いサテンのリボンが綺麗に結ばれている。

　リュディガーの方を振り向くと、彼は得意そうに「なかなかのものだろう」と笑いかけてきた。

「ええ、とてもお上手です」

「随分と練習したからな」

　五年前に約束した通り、彼は本当に髪にリボンを上手く結ぶ練習をしてきたのだ。あんな些細な約束を律儀に守ってくれたことが嬉しくて、少し可笑しくて、モニカはクスクスと笑ってしまう。けれど。

「……練習？　練習って、どなたの髪で練習したのですか？」

　そんなことが気になって、モニカは真剣に聞いてしまう。いくら自分との約束のためとはいえ、彼が他の女の髪を結んでいたのは面白くない。

　まさかそこを追及されるとは思わなかったのだろう。リュディガーは一瞬気まずそうな表情を浮かべた。

「それは……」

「どなたですか？　おっしゃってください」

　想いが通じ合ってからというもの、リュディガーに積極的になったモニカはぐいぐいと詰め寄り、背伸びをしてじっと彼の瞳を見つめる。

　リュディガーは観念したように眉根を寄せると、小さく「……ロザリーだ」と答えた。

「あなた以外の女で練習するわけにもいかないだろう。だから厩きゅう舎しゃの馬のたてがみで、密かに練習したんだ」

　その答えを聞いてポカンとしたモニカは、やがて弾かれたように笑いだす。

　いつだったか、彼の執務机に入っていたリボンを思い出した。あのときは、もしかしたらロザリーのものではないかと悩み泣いたけれど、まさか本当にそうだったとは。

　人目を忍びながらせっせと馬のたてがみにリボンを結んでいた彼の姿も、まさか馬のロザリーに結んでいたリボンに嫉妬していた自分も、なんだか可笑しくてたまらない。

「あまり笑ってくれるな。おかげで上手に結べるようになったんだ」

　拗ねたように言う夫に、モニカは勢いよく抱きついた。

「だって、嬉しいんですもの。ルディが私のために一生懸命練習してくれたことが」

　ためらいなく抱きついてきた妻に、リュディガーもたちまち顔を綻ばせる。

「当たり前だ。俺が五年間、どれほどこの日を待ち侘びていたかわかるか？」

「リボンを結ぶ日を？」

「きみの髪に遠慮なくふれられる日がくることを、だ」

　それは遠い日の約束から始まった、真摯で誠実な願い。

　愛しい少女が大人になるのを待ち、彼女が安心して嫁いで来られるように国の平定に尽力した五年間。

　再会してからも、心がわからなくなったモニカにふれることをためらい、不器用な遠回りをしてようやく辿り着いた日。

　リボンに込められた彼の一途な想いに気づかされ、モニカの瞳には嬉し涙が浮かぶ。

「……愛してる、ルディ。私の初恋の人。この想いは一生変わらないわ」

「俺もだ。ようやくモニカのすべてを手に入れた。もう二度と離さない」

　泣き虫な妻の涙を優しく指先でぬぐってやってから、リュディガーはゆっくりと唇を重ねた。

　モニカは瞼を閉じる前に見た彼の瞳の美しさに胸をときめかせ、きっと自分は一生このグリーン・アイに恋をしていくのだと感じた。
















エピローグ　大帝国よ永遠に













　晴れ渡った青空に、二十一発の祝砲が打ち上がる。

　帝国はお祭りムードに沸き、店や家々には花とゲオゼル帝国の国旗があちらこちらに飾られた。

　今日はリュディガーが帝位に就いて二十周年の記念祝祭である。

　彼が皇帝になってからというものの、皇室人気はずっと右肩上がりだが、ここ最近の支持率は歴代最高のものとなっている。

　ゲオゼルは北部連合をはじめとしたさまざまな国や組織と協力し講和条約を結ばせることで、大陸で長年続いていた領土争いを撲滅させることに成功した。

　さらに泰平の世を保つためゲオゼルが中心となって国際貿易連盟を築き、大陸中の経済を活性化させ、異文化交流の活発化も進めた。

　おかげで大陸は、過去にないほど平和で友愛に満ちた時代が訪れている。

　帝国だけでなく大陸全土に対し偉大なる功績を収めたリュディガーは、もはや世界に名を轟とどろかせる名君だ。

　国民は妙みょう妙みょうたる皇帝を心から誇りに思い、誰しもが敬愛の意を表している。

　そんな君主の即位二十周年記念ともなれば、帝都に限らず国中が歓喜に沸くのも当然だった。

　街道と広場にはパレードを見るために大勢の人が集まり、皇帝一家の乗った馬車が来るのを、今か今かと待ち侘びていた。




「素敵です、皇帝陛下。おろしたての紫の軍服がよくお似合いだわ」

「きみこそ、今日も綺麗だ。そうやって白いドレスを着ていると、まるで花嫁だな」

　ルイーヴ宮殿の控室で、パレードの支度を済ませたリュディガーとモニカはそんな会話を交わした。

　妻は夫の凛々しい盛服姿に頬を染めているし、夫も白地に金の装飾が入ったドレス姿の妻を、とろけるような瞳で見ている。

　結婚してから十五年が経っても、ふたりの相思相愛は相変わらずだった。

　リュディガーは四十を迎えて、もともと端正だった容姿に壮年らしい落ち着きが加わり、ますます男らしい魅力に溢れている。

　三十三歳になったモニカも女盛りを迎え、もはやこの帝国で憧れないものはいないと噂されるほど、清麗で優美な皇后となっていた。

　けれど、ふたりに持ち前以上の輝きを与えているのは、なんといっても小さな幸福たちのせいだろう。

「お父様もお母様もとっても素敵よ！」

「こら、ヨハンナ！　お父様じゃなく皇帝陛下、お母様じゃなく皇后陛下だろ！　今日は式典なんだぞ！」

「フーンだ。ローマンったら本当、真面目ね」

　皇帝とそろいの紫の盛服を着た少年と、皇后とそろいの白いドレスを着た少女が、リュディガーたちの前で賑やかな会話を交わす。しっかりものの長男ローマンと、おしゃまな長女ヨハンナだ。

「ねえ、パレードの馬車にはどんな順番で乗るの？　私、先頭に乗りたい！」

「僕はお母様と一緒がいいなあ……」

　モニカによく似たブロンドの娘は目立ちたがり屋の次女ベッティーナ、甘えん坊で恥ずかしがり屋の少年は次男のエーリックである。そして。

「ねえお父様、お母様。パレードはいっぱい人がいるの？　僕、怖いよ」

　モニカのスカートにしがみついて涙目になっているのは、人見知りで泣き虫の三男アロイスだ。

　十三歳のローマンを筆頭に、皇帝夫妻は五人の……いや、六人の子供に恵まれている。もっとも、六人目はまだ大きく膨らんだモニカのお腹の中だけれど。

　歴代屈指の子宝に恵まれたのも、リュディガーとモニカが国民に強く支持される理由のひとつだった。

　モニカは結婚から一年が過ぎてから、あんなに悩んでいたのが嘘のように次々に子を授かった。子供たちは皆個性的だが、どの子も健やかで心優しく両親を尊敬している。

「みんな。今日はお父様の大切な日よ。お利口にしましょうね」

　モニカが柔らかに微笑んで言えば、子供たちは背筋を伸ばして嬉しそうに返事をする。幼いながらも凛々しいその姿は、やはり『名門』の血筋なのだなあと、モニカは感嘆した。

「皇帝陛下、皇后陛下。間もなくパレードが始まります」

　ブルーノが控室まで呼びに来たのを聞いて、リュディガーは椅子から立ち上がるとスマートなしぐさで手を差し出した。

「さあ、行こう」

「はい」

　にっこりと微笑んで、モニカはその手をとる。長い月日が経っても、夫のエスコートには胸がときめいた。

　立ち上がったモニカはリュディガーの腕に手を置き、連れ立って部屋を出る。紳士淑女としてお手本のようなふたりのしぐさに、子供たちまでうっとりと見惚れた。

　ふたりが宮殿前広場に姿を現すと、集まった民衆からは割れんばかりの歓声が上がる。

　青空に響き渡る祝福の鐘の音を聞きながら、モニカは思い出していた。

　皇后になることに怯えていた若き日、強く優しい夫に支えられ必死に努力した婚約時代。愛する夫に初めて抱かれ幸福に胸を震わせたこともあった。何度も泣いて、立ち上がって、遠回りしてようやく掴んだ夫婦としての絆。

　そして遠い昔、今日と同じように民衆の前に立ちながら、いつかリュディガーの妻になれたことを誇れる妃になろうと誓ったことを。

（――ルディ。私はあなたの妻になれて、ゲオゼル帝国の皇后になれて、世界一の幸せものです）

　モニカは国中からの祝福を受けとめるように胸を張る。

　優雅に微笑んで手を振る彼女の姿は、誰から見ても大帝国の皇后らしい威光を放っていた。




　名君リュディガー皇帝と並び、モニカが皇后としての功績を称えられ〝国家の母〟として後世に名を残すことは、まだ、彼女の知るところではない。





終


















番外編　偉大なる君主の子作り史禄













　それはリュディガーとモニカの結婚式から一年後のこと。

　一周年の祝祭式典ののち、ふたりは小旅行としてゲオゼル国内にある保養地ザルツリヒへとやってきていた。

　皇帝夫妻と六十名を超えるお付きの一行は、首都ルイーヴから鉄道と馬車で半日を費やし、ザルツリヒにあるアルムガルド家の別荘へと到着した。

「空気がおいしいし、景色も素敵」

　遠目に望む山の峰に目を細め、深呼吸をするモニカは本当に気持ちよさそうだ。

　彼女のくつろいだ姿が見られただけでも来た甲斐があったと、リュディガーは密かに満足を得る。なにせ、彼女はこの一年本当によく頑張ってくれたのだから。

　若き皇后の評判は国内外問わず上々だ。それらはモニカの努力によるところが大きい。

　頑張り屋の妻のために、ゆっくり休息できる旅行をプレゼントしたい。そんな皇帝の提案に家臣たちが賛成したのも当然だった。しかし。

「モニカ様、山の空気は首都よりも冷えます。お身体を冷やすのはよくありませんわよ」

　そう言ってモニカに薄手のショールを羽織らせた女性に、リュディガーは複雑な表情を浮かべた。

「冷えは女性の大敵です。特にわたくしの研究では女性は下半身を冷やしてはなりません。夏でもドロワーズは厚手のものをお召しくださいませ」

　こんなところで下着の指導まで始めてモニカの顔を赤らめさせているこの女性は、医師のアデリーナだ。

　彼女は宮廷の侍医ではないが、今回の旅行には特別に同行している。

　なにせ、今回の旅行先にザルツリヒを勧めたのは、このアデリーナなのだ。




　彼女の祖父であるオスカーは、リュディガーが幼少の頃から世話になった前皇室侍医だ。オスカーは腕前と医学の知識は相当のものだったが少し変わりもので、自分の秘書に孫のアデリーナを使っていた。

　リュディガーより十歳年上の彼女は非常に聡明であったが奥ゆかしさとは程遠く、相手が次期皇帝であろうと無遠慮にものを言う性格であった。

　そんな快活な彼女のことがリュディガーは嫌いではないが、幼少の頃にズケズケとデリカシーを侵害されたせいか少々の苦手意識もなくはない。

　それはふたりが成長し、リュディガーが皇帝に即位しアデリーナは結婚して二児の母になった今でも変わっていない。

　彼女は現在、脳神経の研究だけでなく精神と肉体のセラピーについてなど幅広い分野で論文を発表し評価されている。ゲオゼルが誇る有能な医師のひとりと捉えて間違いはないだろう。ただし、研究熱心がすぎるのと独創性がありすぎて、ときどきは怪しい療法を試みることもあるのが玉にキズだが。

　アデリーナの腕を買っているリュディガーは以前、皇后になるモニカの侍医になってほしいと打診したことがあるが、すげなく断られてしまった。

　彼女にとっては皇后つきの侍医という名誉より、自由気ままに研究や治療ができるほうが魅力的らしい。

　けれど昔から知っているよしみで、彼女はリュディガーが頼みごとをすれば宮殿にまで足を運んでくれる。モニカの記憶喪失の件のときもそうだ。

　堅苦しい宮廷勤めは嫌だけど、おせっかいなアデリーナは幼馴染の皇帝にあれこれ進言することは好きらしい。

　そして今回も――。

『古くから温泉で有名なザルツリヒは、健康と美容の保養地として名高い名所です。皇后陛下に公務の疲れを労って頂くにはぴったりですわ。お美しさにもさらに磨きがかかること間違いなし。おすすめいたしますわよ』

　そう強く進言してきたアデリーナに、リュディガーはそれ以外の目的が含まれていることも感じ取った。

　結婚して一年、まだ子を授かる気配のないモニカを思い遣ってのことだろう。

　リュディガーが帝位継承は皇帝の嫡男に限らないと宣言したことでモニカも思い悩むことはなくなったが、それでもやはり子を望んでいるのは明らかだった。

　温泉療法には懐妊の効果があることは有名である。アデリーナは慰安と美容目的と称しながらも、皇帝夫妻の懐妊問題にひと役買ってくれたというわけだ。

　しかし、どうやら彼女は進言するだけでは足りず、今回の旅行の同行を申し出た。なんでも『皇帝夫妻のための特別なセラピー』を施してくれるとか。

　リュディガーとしてはその効果に期待半分、そしてぬぐいきれない不安が半分だ。

　なにせ彼女は医師としての腕は確かでも、その性格に難がある。

　度がすぎるおせっかいと物怖じしない性質が、せっかく慰安に来たモニカの負担にならなければいいが、とリュディガーはハラハラせずにはいられないのだった。




　ザルツリヒは美しい景観に囲まれた山地ながらも、王侯貴族の保養地として栄えている。

　豪華な別荘の数々に教会、運動施設、はては長期滞在者の退屈しのぎのためのカジノまで。

　初めて訪れたモニカは首都とはまるで違う雰囲気の町の景観に、珍しそうに目を輝かせた。

　そんな町中でもひと際豪奢さを放つのは、やはりアルムガルド家の別荘だ。

　広い敷地内にはメインの建物の他にふたつの離宮がある。

　居間や舞踏室、晩餐室、客室などを備えた本館は三階建てでルイーヴ宮殿を模したような新古典主義の建物だ。そこだけでも充分こと足りるのだが、離宮には別荘らしい遊び心が備えられていた。

　東側の離宮はロマネスク風の小さな城といった風貌で、部屋数も四十とこぢんまりとしている。建物内には貴重なワインがずらりと並ぶワインセラーや狩りの剥製が飾ってある部屋、絵画用のアトリエ、東洋アンティークのコレクションルームなどバラエティに富んでいて、初めて訪れたモニカはすっかり驚いてしまった。

「ここは、皇室の趣味部屋として使われている建物だ」

　リュディガーの説明によると、この離宮は代々の皇帝やその家族が休養の際、好き勝手に使っているらしい。なるほど、と納得する。

「もちろんきみも好きに使っていい。空いている部屋を使うも、一部を改装するも自由だ」

　そう言ってもらえたモニカは、さっそく厨房に菓子作りの道具一式を手配してもらうことにした。菓子作りが自由にできることも喜ばしいが、リュディガーの妻としてこの館の仲間入りができたようでなんだか嬉しい。

　趣味の部屋以外にも、本館のように豪華ではないが広く清潔な寝室やこざっぱりとした居間などもあって、モニカは飾り気のないこの離宮がすっかり気に入ってしまった。

　もうひとつ、西の離宮は円形小神殿型テンピエットの建物が特徴的だ。中は源泉を直接引いた浴室と飲泉場になっており、そこから続く風通しのいい部屋にはゆっくり休めるように大型のソファーやベッドまで用意してある。

　温泉での療法はゲオゼルのみならず大陸全土ではるか昔からあったが、一般的なものは飲泉だ。身体によいとされる温泉を医師の指示に従って一日数回飲み、併せて軽い運動などをおこなう。

　けれど最近では、湯に身体の一部や全部を浸ける入浴法も流行り始めている。今回アデリーナが主に勧めるのはこの入浴療法だった。

「皇后陛下には朝に入浴と美容の施術をし、昼は飲泉と軽い運動、夜寝る前にもう一度入浴をして頂きます。そうすれば一週間でお身体からは疲れが消え、肌も髪もさらなる艶を増すこと間違いなしですわ」

　意気揚々と告げられ、モニカは多少戸惑わないでもないものの、アデリーナを信頼して従うことにした。

　彼女がとても優秀な医師だということはモニカも、もうよくわかっている。公務を離れ、リュディガーとのんびり過ごしながら自分を労いたわるのもたまには悪くないと思えた。




　そんな調子で始まった小旅行一日目。

　午後に到着したこともあって、モニカはさっそくアデリーナの指示で飲泉をさせられる。

　リュディガーは妻のために新しい飲泉カップをプレゼントしてくれた。ボヘミア陶磁器でできた取っ手つきの青い花柄のものだ。

　しかし、愛らしいカップを贈られ嬉しくて頬を染めたのも束の間。モニカは初めて口にする温泉に思わず表情を歪めてしまった。

「すごく……味が濃いのですね……」

　隣で一緒に飲泉をしていたリュディガーは、妻のそんな戸惑う姿を見て可笑しそうに目を細める。

「鉄分と亜あ鉛えんが含まれているから酸っぱいらしい。無理をせず少量ずつ飲むのがよいそうだ。庭を散歩でもしながら、ゆっくり飲もう」

　そう言われてみると、馬車でザルツリヒの街に入ったときからカップを手に歩いている人をちらほら見かけたことを思い出した。どうやら活動しながら飲むのが普通らしい。

　モニカは初めて知る文化に驚きと好奇心を刺激されながら、温泉の入ったカップを手にリュディガーと庭の散策に出ることにした。

　散歩道が備えられている庭園には、林檎や杏の樹が生い茂っている。低木の生け垣は紫陽花あじさいで、ちょうど開花の時期だった。

　青や紫や白の花を愛で、モニカは幸福そうに微笑む。

「なんだか思い出します、シュゲル城の庭を陛下とお散歩していた頃を」

「俺もだ。あの頃もきみは花が好きで、そんな風に嬉しそうな顔をしていたな」

　今もあの頃もどんな表情をしているのか、自分ではわからない。なんだか恥ずかしくてモニカは掌で頬を押さえてしまう。

　けれど、ほのかに火照った頬の温度を感じてモニカは思った。もし自分が嬉しそうな笑みを浮かべていたとしたら、それは決して花だけのせいじゃない。隣に胸をときめかせる大切な人がいるからだ、と。

　エスコートしてくれる夫の腕に、そっと身体を寄せる。

「陛下の優しいエスコートも、あの頃と変わりませんね」

　琥珀色の瞳を瞬かせ自分を見上げてくる妻を、リュディガーも愛しく思う。

　忙しい日常から離れゆったりと過ごすこの一週間で、きっと夫婦の仲をいっそう深めることができるだろうと、リュディガーもモニカも胸を熱くして思った。

　この先、アデリーナの驚くべきおせっかいが待ち受けているとも知らずに。




　散歩や読書などのんびりした時間を過ごしたふたりは、本館での晩餐を済ませた。

　普段、宮殿の晩餐はアルムガルド家一同がそろっているのが当たり前で、客人と共にテーブルにつくことも度々ある。

　今回の旅行では皇帝夫婦以外の家族は付き添わなかったため、リュディガーとモニカはふたりきりでテーブルを囲んだ。朝食はいつもふたりだが、晩餐では珍しいことである。

　ザルツリヒ名産の貴き腐ふワインも美味で、モニカは料理と共にそれを堪能した。普段より食欲が湧いたのも、のびのびした旅行に来られたおかげかもしれない。

「私、貴腐葡ぶ萄どうの畑を初めて見ました。全部枯れて腐ってしまったのかと思って、とても驚いたの」

　お喋りも、いつもより饒舌になる。ザルツリヒに来てから驚かされることがたくさんあって、おとなしいモニカでさえ幼おさな子ごのように夢中で喋ってしまう。

「あのような状態の葡萄からこんなにうまいワインを作り出すとは、先人の知恵というものは素晴らしいな。俺は貴腐ワインを飲むたび、先人たちに敬意を感じる」

「まあ。それを仰るなら陛下だって素晴らしいです。政務や外交など、いつだって私には想像もつかない政策を打ち出して、帝国に大きな利益をもたらしているのですから。私、陛下をうんと尊敬しています」

　どうやらおいしいワインは少々モニカを酔わせたらしい。ほのぼのとした会話から突然絶賛されて、リュディガーは密かに驚いた。

「……それは光栄だな。これからもきみを落胆させないよう、身を正して公務に邁まい進しんするとしよう」

「私が陛下に落胆する日なんて、生涯訪れません。陛下はご立派な方ですし、どんなことがあっても私はあなたを愛し尊敬していますから」

　やはり酔っぱらっているようだ。食事はふたりきりとはいえ、晩餐室には給仕たちが控えている。人前で無防備に愛を語るなど、平常のモニカだったらありえない。

　リュディガーは空になったモニカのグラスにワインを注ごうとした給仕の手を止め、代わりに水を運ばせた。

「モニカ。きみの言葉は嬉しいが、今はそのぐらいにしておこう。話をする時間は食後、存分にある」

　妻のラブコールは嬉しいが、あまり煽られるとこちらの気持ちも抑え切れなくなる。いくら休暇中とはいえ、人目をはばかる自制心が皇帝には必要だ。

　リュディガーは微かに頬を染め視線を逸らしたが、酔っている自覚のないモニカは不思議そうに小首を傾げた後「じゃあ後で。いっぱい一緒にいてくださいね」などと、無自覚にひどく夫を煽るのであった。




　しかし――。

　リュディガーの気持ちを散々昂ぶらせておきながら、酔いの回ったモニカは食事が済むなり自室のベッドですやすやと眠ってしまった。

　侍女からそう報告を受けたリュディガーは、居間のソファーで態度に出ないよう気をつけながら、密かにガッカリとした。酔いのせいとはいえ、赤い顔に潤んだ瞳で見つめられながら『愛してる』だとか『いっぱい一緒にいて』なんて言われては、心も身体も高揚せずにはいられない。

　ひとりになった部屋で、罪作りな妻を想い小さく溜息を吐いているとノックの音が響き、返事を待たずに扉が開いた。

「陛下！　モニカ様がお休みになられちゃったって本当ですか!?」

　入ってくるなり大声で詰め寄られた。皇帝陛下にこんな無遠慮な真似ができるのは、アデリーナだけだ。

　しかし彼女の剣幕に気け圧おされることなく、リュディガーは冷静を装って返す。

「ああ。旅の疲れもあったんだろう、ワインで少し酔ったようだ。今夜はゆっくり休ませたほうがいい」

「そんな、まだモニカ様には入浴療法を試して頂いていないのに！」

　相変わらずアデリーナの頭は新しい療法や研究でいっぱいのようだ。それに大事な妻を巻き込ませていいものかと不安もややよぎるが、彼女が失敗したことはないのでおそらく大丈夫だろう。

「せっかく準備をしてくれていたようだが、悪いな。明日からにしてやってくれ」

　リュディガーがそう言うと、アデリーナは不満そうな表情をしながらツカツカと近づいてきて彼の腕を引き強引にソファーから立ち上がらせた。

「じゃあせめて陛下だけでも湯に浸かってください。わたくしの研究では男女とも身体を温泉に浸けたほうが妊娠の確率が上がると出ているのです」

　やはり彼女は皇帝夫婦の懐妊作戦を企てていたようだ。その気遣いはありがたいが、少々デリカシーに欠けるのではないかと思う。

「俺は遠慮する。湯に浸かるというのは好きじゃないんだ」

　モニカの出身国チェルシオでは蒸気浴やバスタブでの入浴も王侯貴族の間で広まっていたが、ゲオゼルの首都では最新式のシャワーによる洗身が一般的だ。リュディガーも身体を湯にとっぷりと沈めることには慣れていない。

　けれど、彼が眉間に皺を寄せて断るとアデリーナは大げさなほど「んまぁっ！」と驚いて見せた。

「皇帝陛下ともあろうお方がなんて子供じみたわがままを仰っているんです？　お湯に浸かるぐらいなんだって言うんですか、大切なモニカ様との子作りのためですよ。妊娠というのは母体だけでなく、父親の子種だって重要なんです。精子の量や質だって――」

　やはりアデリーナは優秀な医師だが決定的にデリカシーに欠ける。子供の頃から知った仲とはいえ、女性の口から次々にとんでもない言葉が飛び出してくるのはさすがに耐えられなかった。

「わかった、わかったからもういい。浸かってくればいいんだろう。だから変な単語を出すな」

　四千万の民を従える皇帝陛下も、幼なじみの風変わりな医師にはタジタジだ。顔を引きつらせながら掴まれていた腕を離すと、渋々と部屋を出ていく。

　せっかくの休暇に来たのにこんなことを強いられるのは納得がいかないが、自分が湯に浸かることでモニカの懐妊に対する憂いが晴れるのなら悪くはないと考え直す。しかし。

「全身を浸ける時間は十分、これを三回繰り返してください。汗を掻くことが重要です。それから今夜は入浴用の衣を着て結構ですが、明日からは全裸でお願いいたします」

「そんなに長くだと？　しかも全裸とはどういうことだ」

　さらに追加された嫌すぎる条件にリュディガーは思いっ切り顔をしかめた。ただでさえ温泉に浸かる療法など珍しいのに、それを全裸でおこなうなどと、聞いたこともない。どうかしている。

　けれどアデリーナは頑として「それが効果的なのです」と言い張り、リラックスするはずの旅行に来ているリュディガーに重い溜息を吐かせた。




　翌朝。

　夫婦の寝室ではなく自室のベッドで目覚めたモニカは、目をパチクリとしばたたかせる。

「……どうして私、ひとりで寝ているのかしら……」

　乱れて顔にかかってくる髪を掻き上げながら、モニカは必死に昨夜の記憶を呼び起こした。晩餐を楽しく終えた後、部屋に来て休憩をして――そこから記憶がない。

「もしかして私、寝てしまったの……？　リュディガー様にご挨拶もせずに？」

　せっかくの旅行に来たというのに夫を放ったらかして寝入ってしまっただなんて。モニカは自分の失態に青ざめて、慌ててベッドから降りようとする。すると。

「おはようございます、モニカ様！　さあ、朝の入浴にお越しください！」

ノックとほぼ同時に部屋の扉が勢いよく開かれ、早朝とは思えない威勢のよさでアデリーナが入ってきた。

「あ……、お、おはようございます。あの、えっと」

　まだ起きたばかりの頭でモニカは混乱している。そもそも起床した部屋に恭しい侍女以外が入ってくる朝など初めてだ。

　ポカンとしているモニカにアデリーナはガウンを羽織らせ軽く髪を整えると、「さあ、参りましょう」と手を引いてツカツカと部屋から出ていった。

「えっ、待って！　私まだ顔も拭いていないし、こんな恰好では……」

「気になさらないでください。どうせすぐ裸になるんですし、ピカピカに磨き上げてさしあげますから。それにここはルイーヴではないのですから、堅いことは言いっこなしですわ」

　戸惑って目を白黒させるモニカに構わず、アデリーナは豪快な言葉を返す。

　いくら休暇中とはいえ、寝起きで身支度も整えていない皇后が建物の中を歩き回るなど無茶苦茶である。

　廊下ですれ違う侍従や衛兵の仰天の視線を浴びながら、モニカは引きずられるようにして離宮の浴場まで連れていかれたのであった。




　訳のわからないうちにモニカは丸裸に剥かれ、温泉に全身をとっぷりと浸けられていた。

　ほどほどに温かい湯は身体に染み込むようで気持ちがよかったが、噴水のように大きな浴槽にひとりぼっちで裸でいるのは、なんとも心許ない。傍には侍女とアデリーナが控えていたが、皆は服を着ているので尚更だ。

「あの……もう出ていいかしら？　暑くなってきちゃったのだけど……」

　おずおずと湯から出ようとしても、アデリーナは時計を見ながらモニカの脈を計り「あと三分浸かってください」などと言って却下する。

　容赦のない医師に促され再び肩まで湯に沈めたモニカは、途方に暮れた顔で天井を見上げた。

　外観と同じく小さな神殿を模したような内装は、古代ローマ建築を思わせる造りで石造りの壁とドーム型の天井に囲まれている。

　高い位置にある窓からは朝日が漏れ、湯気がキラキラと輝いている光景はなかなか幻想的だ。

　けれどそんな情緒に浸る間もなくモニカはアデリーナの「はい、お時間です」の声と共に湯から上がらされ、今度はせわしなく洗身と髪の手入れをされるのだった。




　しかし。

　強引で礼儀やら敬意などなおざりであっても、アデリーナの腕は素晴らしいものだった。

　彼女が合成した特性の香油やクリームでピッカピカに磨き上げられたモニカは、再び廊下ですれ違うものたちの度肝を抜き、朝食の席で待っていたリュディガーにさえも驚きの表情を浮かべさせた。

「お、おはようございます、陛下。遅くなりまして……」

「い、いや、構わない。……随分と今朝は血色がよいようだが……」

「はい。朝の温泉療法のおかげかと思います」

　恥ずかしそうにはにかむモニカの頬は、まるで磨き抜かれた白磁器だ。ただでさえ色白で透明感のある肌が、もはやふれがたいほどに眩い。そこに瑞々しい果実のような唇がフルリと載っているのだ。

　あまりの美しさに溜息がこぼれると共に、リュディガーはたまらない欲情を覚える。

　うっかり目を奪われていた自分に気づくと彼はぎこちない咳払いをし、「さあ、朝食にしよう」とモニカからさりげなく目線を外した。

　そんな夫の昂ぶる事情など露知らず、なんだかギクシャクとした態度のリュディガーにモニカは不安そうな表情を浮かべる。

「陛下……その……昨夜は申し訳ありませんでした。私、酔って先に眠ってしまったみたいで、ご挨拶もせず……。お、怒ってらっしゃいます……？」

　気持ちが通じ合った今でも、モニカは彼に嫌われることが一番怖い。むしろ夫を愛すれば愛するほど、その想いが強くなるのは当然だ。

　けれど、彼も自分をとても愛してくれていることがわかっているから、不安なときはすぐに尋ねることもできる。ゆっくりと時間をかけて育んできた信頼の賜物といえよう。

　そしてリュディガーは、アンバーの瞳で見上げながら困ったように尋ねてくる妻の姿を、たまらなく可愛いと思う。心も身体も壊れそうに繊細な彼女を、全身で包んで守ってやりたい衝動に駆られる。

　今すぐ抱きしめて滅茶苦茶にキスをしたい欲望を必死に抑え込みながら、リュディガーは冷静で穏やかな笑みを浮かべた。

「いいや、怒ってなどいない。昨夜は旅の疲れも出たのだろう、ゆっくり眠って癒やせたのならそれでいい」

　優しい夫の言葉にモニカはホッと息を吐き、心の底から嬉しそうに微笑む。

「ありがとうございます。でも……私も昨夜はもっと陛下と一緒に過ごしたかったので、残念に思っています。今夜は酔ったりしないように気をつけますので、ずっとふたりで過ごしましょうね」

　無垢な天使のように微笑んで無邪気に告げるその言葉がどれほど彼を煽っているかなど、彼女は気づかない。

　静かに頷いて見せたリュディガーだったが、フォークでスープをすくおうとしたり無意識に苦手な甘いパンを食べていたりと、食事に集中できなくなってしまったことは明らかだった。




　朝食を済ませると、ふたりはザルツリヒにある湖で遊覧船に乗りクルージングを楽しんだ。

　初夏の風に吹かれる白いデイ・ドレス姿のモニカは、リュディガーの瞳に煌めくように映る。柔らかなオーガンジーの裾を風になびかせて湖畔を眺める姿は、どんな美しい景色よりも尊い。

「モニカ」

　プロムナードデッキから情景を堪能するモニカに、リュディガーはたまらなくなって声をかけた。そして彼女がこちらを振り向くと同時に唇を奪う。

「ん……っ」

　驚きに琥珀色の瞳が一瞬見開かれ、すぐに甘い色を浮かべて瞼を伏せた。

　見かけ通りに瑞々しい唇はまるで熟れた果実で、ふっくらと柔らかな感触を舌でも堪能したくなる。

　このまま口こう腔くうを思う存分にねぶりたいところだけれど、リュディガーはそっと唇を離した。

　デッキの角には遠巻きに衛兵や侍従がいる。あまりキスに耽っていると彼らに見つかってしまうだろう。実に惜しいけれど、数秒が限界だった。

「陛下……」

　瞼を開いた琥珀色の瞳が、情熱と切なさで潤んでいる。抱きしめてもう一度唇を奪いたい欲望を抑えながら、リュディガーは風になびくブロンドをそっと手で撫でた。

「きみと過ごす時間が長いせいか、俺としたことが自制心が利かなくなりそうだ」

　モニカは一瞬言われた意味がわからなかったが、彼の眼差しに蠱惑の色を感じ取り、カァッと顔を赤くさせた。

「そんな、陛下……まだ昼間です」

「早くきみに『ルディ』と呼ばれたい。夜まで我慢できそうにない」

　耳に口を近づけられ、低く吐息混じりの声で囁かれて、モニカの鼓動が急加速していく。

「午後は東の離宮で過ごそう。人払いをし、護衛も玄関口だけにする」

　大胆な誘いを受けてしまい耳まで真っ赤になって俯いてしまうと、リュディガーは指先で顎をすくい翠色の瞳で視線を絡めて「嫌か？」と小さく尋ねた。

　モニカが頭を沸騰させそうになりながら「……いいえ」とかすれる声で答えたことは、言うまでもない。




　昼食は遊覧船内のレストランでとった。

　胸の高鳴りが治まらないモニカはせっかくの豪華なランチの味がわからなくなってしまったけれど、アデリーナの指導で再び飲まされた温泉のまずさにはやはり慣れることができなかった。

　のんびりとしたクルージングが終わり馬車で別荘に戻ると、リュディガーに着替えが済んだら東の離宮の寝室に来るように言われた。

　侍女たちに室内用のドレスに着替えさせられながら、モニカは鏡に映る自分の下着姿にドキドキとする。

（あまり着込みすぎないほうがいいかしら……。それにコルセットとバッスルをつけたままじゃ、陛下が脱がせるときに困ってしまうかも……）

「あの、昼食を少し食べすぎてしまって苦しいから、コルセットを紐で締めるものからボタンのものに変えてもらえるかしら。それから、バッスルもリボン留めのものに変えたいのだけど……」

　自分はなんてはしたない計画を立てているのだろうと、顔が勝手に赤らんでしまう。侍女の手を借りずに着脱できる下着に着替えるなんて。

　なんの疑いも持たず指示に従う侍女に罪悪感を覚えたけれど、その背徳感すら今のモニカには夫と秘密の情交をする刺激に感じてしまうのだった。

　そうして身なりを整えたモニカは言われた通りに東の離宮までやってくる。供をしている侍女を玄関先で帰し、ひとりで建物内に入っていった。

　約束をした二階の寝室へ行きノックをすると、返事ではなくリュディガー自らが扉を開けて出迎えた。

「お待たせいたしま――」

　モニカが言い切る前に、リュディガーは強く抱きしめて唇を重ねてくる。こうなることはわかっていたけれど、あまりの早急さに心臓が大きく跳ねた。

「んぅ……っ、んん……」

　さっきの船上のキスとは違う、深く激しいキス。いつも冷静な皇帝であるリュディガーが妻だけに見せる獣のような情熱は、モニカの心と身体にも火をつける。

　口内に侵入してきた彼の舌に絡めるように自分の舌を押しつければ、リュディガーはさらに激しく舌をねぶってくる。抱きしめていた手が身体を這いだし、モニカは背をさすられてブルリと全身を震わせた。

「は、ぁっ……、ルディ……っ」

　離された唇で彼を呼ぶ声が、熱っぽく淫らで恥ずかしい。しかもそれがますますリュディガーの情欲を高まらせたのがわかった。彼の翠眼がさらに妖しい光を灯す。

　部屋の扉を閉めるとリュディガーはモニカを両腕に抱き上げ、ベッドへと運んだ。けれどモニカは身体を降ろされる前に「あ……待って」と床に立たせてもらう。このままではベッドに横たわれない。

「コルセットとバッスルを外さないと……」

　言われて初めて気づいたのだろう、リュディガーはハッとした後、少し戸惑った表情を浮かべた。

　男性、ましてや皇帝たるもの、女性のコルセットやバッスルの着脱方法など知るわけがない。恥を忍んで侍女を呼ぶべきかと考えていると、恥ずかしそうに微笑んだモニカに「大丈夫ですよ」と言われた。

「簡単に着脱できるものに着替えてきましたから。……これなら侍女の手を借りなくても平気です」

　モニカの言葉は不意打ちで強烈なものだった。リュディガーは全身が一気に熱くなるのを感じる。

「俺に抱かれるために脱がせやすい下着で来たのか……。きみは俺が思う以上にいやらしいな」

「あ……は、はしたなかったでしょうか。ごめんなさ――」

「いや、最高に喜ばしい」

　口角をクッと上げたリュディガーはモニカを抱き寄せ頬から首筋へとキスを綴っていく。そして片手でドレスのフロントのボタンを次々と外していった。華奢な鎖骨と真っ白な胸元が露わになり、たまらずそこに唇を寄せる。

「あ、ん……っ」

　モニカにチリッとした痛みを与えた後、そこに小さな赤い痕が残った。

　リュディガーの大きな手がシュミーズの上から柔らかな膨らみを覆う。モニカが思わず唇からハァっと熱い息を漏らしたときだった。

「モニカ様、いらっしゃいますかー？　飲泉のお時間ですわよー！」

　突然一階から大声で呼びかけるアデリーナの声が聞こえて、リュディガーとモニカは顔色を変えて飛び跳ねるように身体を離した。

「なんで人払いをしたのに入ってくるんだ……、少しは察しろ……！」

　リュディガーが顔を引きつらせている間に、モニカは慌ててボタンを閉め服を整えた。ここで出ていかなかったら寝室にまで探しに来られてしまいそうだ。さすがにそれは恥ずかしい。

「私、行ってきますね」

　そう言うとモニカは困惑した顔のまま廊下へと出ていった。

　ひとり部屋に残されたリュディガーは限界まで昂ぶった情熱を持て余し、頭を抱えてガックリうなだれるしかなかった。




「アデリーナ。あなたは俺を拷問にかけるためにこの旅行を勧めたのか？」

　晩餐が済んだ後、またも入浴を勧めにきたアデリーナに、リュディガーは書斎の執務机に向かったまま尋ねた。その声には明らかに不機嫌な色が滲んでいる。

　しかし、そんなことを気にするアデリーナではない。

「なにを訳のわからないことを。それより入浴のお時間です。今夜は全裸で湯に浸かってくださいませ」

　まったく意に介していないマイペースな彼女がなんとも憎らしい。

　ただでさえ昨夜は妻と共寝できなかったというのに、ピカピカに磨き上げたモニカを差し出された挙句お預けを食らわされたり、苦手な入浴を強要されたうえ全裸になれなどと恥ち辱じょく的な条件までつけられたりと、もはや忍耐強いリュディガーも限界だった。せっかく慰安のための旅行に来たのに、ストレスもフラストレーションも溜まる一方である。

「今夜はいい、疲れている」

　不機嫌さを露わに答え机上の書類に視線を落とせば、アデリーナはまたも「まあ、まあ！」と大げさなほど驚いて見せた。

「旅行に来てまでご公務だなんて、陛下の謹きん厳げんぶりは大陸一でございますわね」

　茶化すような彼女の口ぶりに『誰のせいだ！』と言い返したい気持ちを抑える。今すぐにでも妻を抱きたい気持ちをこらえるには、仕事でもして気を紛らわすしかないのだ。急ぎでもない懸案を好きこのんで旅行中に片づけているわけではない。

「けれどゲオゼルの民たみ草ぐさとしましては、偉大なる君主には健康にもお気を使ってほしいものなのですよ。さあ、さあ。ゲオゼル一万能なザルツリヒの湯に浸かってください」

　その言葉が本当なら、もう放っておいてくれと心底リュディガーは思う。ここに来てからどう考えても自分の健康が向上したとは言いがたい。

「本当に勘弁してくれ。皇帝として担うべき任務ならいくらでも耐えることができるが、今は休養に来ているんだ。あなたの心配りや療法には感謝するが、無理を強いたり、くつろいでいる時間を邪魔されては本末転倒だと思わないか？」

　ウンザリとして反論を述べるが、アデリーナは一瞬目をパチパチとした後、反省するどころか得意げに微笑んで見せた。

「ご心配には及びません。今はどう思われようと数ヶ月後には、陛下は必ず満足されますから」

　まったく、アデリーナには敵わないと思う。

　皇帝陛下にここまで言ってのけられるのは、よっぽど自分の療法に自信があるのだろう。これでもし皇帝なり皇后なりの健康に害が及ぶことがあれば、普通の医師ならどんな処分がくだされるかわからない。

　それをためらいもなく自信満々に効果を保証されては、さすがのリュディガーも溜息と共に腰を上げざるを得なかった。

「……今夜だけだぞ。特に効果を感じられなければ、明日からの療法はすべて中止する。いいな」

「あら、随分とせっかちですこと。けど、きっと今宵でお考えが変わりますわ」

　どれだけ自信があるのだと、リュディガーは内心感心さえする。

　そして昨夜と同じく渋々といった様子で、部屋から出ていった。




　よくよく考えてみたら、当然のことだったのだ。

　なぜ自分は晩餐の後つまらない書類の決裁なんかをやっていたかというと、モニカの入浴療法が終わるのを待っていたからなのだ。

「へ、陛下……っ!?」

「モ、モニカ……？」

　リュディガーは西の離宮で召使いに脱衣を手伝われ裸になると、木の扉で仕切られている浴場へと入って驚きのあまり目を剥いた。

　神殿造りを模した石壁の浴場。湯気に煙るそこには自分と同じく全裸で湯に浸かっているモニカがいたのだ。

「えっ、あの、えっ？　ど、どうして陛下がここに？」

「いや、その、俺もアデリーナに入浴療法を勧められて――」

　互いに予想外の出来事にあたふたとしてしまう。しかしリュディガーは言いながら気づいた。

　これがおせっかいのすぎる医師の企みだったことに。

（そういうことだったのか、アデリーナ……！）

　彼女はモニカにもリュディガーにも同じ時間に入浴することを指示していたのだ。もちろん、どちらにも全裸を強要して。

　洗身に必要な召使いや侍従を浴場に付き添わせてはいけないと指示されたのも、このせいだろう。

（いくら子作りの協力とはいえ、こんな下世話な真似はやりすぎだ！）

　アデリーナの計画を理解したリュディガーは苦々しい表情を浮かべ舌打ちをするが、訳がわからないままのモニカは顔を真っ赤にして、顎まで湯に浸かってしまった。

「陛下……！　私、出ますから向こうを向いててください……っ」

　モニカは硬く目を瞑ってそう訴えた。その様子にリュディガーは彼女がなにを目にしたのか気づく。

　ソレを見たのは初めてではないだろう。けれど閨以外の場所でいきなり無防備な状態のソレを目撃したのは初めてのはずだ。純情で恥ずかしがり屋のモニカが激しい衝撃を受けていることは一目瞭然だった。

　リュディガーは妙な気まずさを覚え、彼女に背を向けようとした。けれど。

　散々お預けを食らわされとことん昂ぶった欲望が、自分の意思とは裏腹に首をもたげだす。

　顔を両手で覆って必死に夫の裸体から目を逸らそうとする妻に、嗜し虐ぎゃく的な劣情が湧いた。

「そんなに恥ずかしがることはないだろう？　俺の身体など閨で何度も見ているじゃないか」

　背を向けるのをやめ、リュディガーは浴槽へと足を進める。

「でっ、でも！　ここは閨より明るいですし……それに、共寝の時間以外に裸を見るのは……は、恥ずかしいです……！」

　本気で困っているモニカを見ながら、うぶな妻を辱めるのは異常に欲を煽られることをリュディガーは知ってしまった。

　ザブザブと湯に浸かる音が聞こえたせいか、モニカが驚いて目を開いた。

　背を向けてくれていると思っていた夫が目の前にいたことに、彼女の表情が驚愕のまま固まる。その顔は面白いほど、みるみる真っ赤になっていった。

「へ……陛下……ど、どうし、て……」

「今はふたりきりだ。ルディと呼びなさい」

　つまりそれがどういうことか。どうやら混乱しているモニカには理解できていないらしい。

　リュディガーはそれをわからせるため、彼女の手を引いて強引に立ち上がらせた。

「きゃあっ！」

　湯から出された裸体が露わになる。水滴をまとったモニカの身体がランプの灯りに妖しく照らされ、彼は思わず息を呑んだ。

　慌てて胸を隠そうとした華奢な手を、すぐさま掴み止めた。

「いや……、恥ずかしいです。見ないで……」

　モニカの白い肌は湯に温められてほんのりと桜色に染まっている。濡れた肌がいつもより艶を増し、恥ずかしさに潤んだ瞳が、リュディガーの理性を崩壊させた。

（……腹立たしいが、アデリーナ、あなたの勝ちだ）

　まんまとアデリーナの思惑に嵌はまってしまったことが悔しい。下世話極まりない状況なのに、閨とは違うモニカの新鮮な色香にこれ以上抗あらがえる気がしなかった。

「……は、っ……ぁあん……っ！」

　手首を掴まれたままいきなり胸に口づけられて、モニカの口から嬌声がこぼれた。柔らかな膨らみの頂が男の唇に食はまれ、すぐに淫らに勃たち上がっていく。

「や、ぁ……っ、ダメです、こんなところで……、おやめください……っ」

　拒否する声には、すでに甘ったるい響きが含まれている。ベッドの中でしか聞けない普段よりわずかに高いその声は、モニカの身体に火が灯っている証拠だった。

「あいにくだが、やめてあげることはできない。悪く思うな」

　なんて余裕がないのかと自分でも情けなく思うが、もはや手遅れだ。欲望の獣は理性の鎖を断ち切り、最高のご馳走を前にして飢えに唸うなりを漏らしているのだから。

「あっ……、あぁ、や……ん、んっ……」

　か弱い力で必死に抵抗し身を捩るモニカの首筋を甘噛みする。そのまま小さな耳まで愛撫を綴れば、掴んでいる手首の力が途端に弱まっていった。

「きみが欲しい、モニカ。きみのすべてに口づけたい」

　耳孔に舌を這わせながら囁けば、華奢な身体がビクンと震えた後こわばりが抜けたのがわかった。掴んでいた手首を離しても、もうモニカは抵抗しない。それどころか、崩れそうになる自分の身体を支えようと、リュディガーの背にしがみついてきた。

「だ……誰かに見られちゃう……」

　それでも心配がぬぐえず、かすれる声で訴えるモニカに、リュディガーは彼女の細い腰を抱き寄せながら言った。

「その心配はない」

　おそらく、すでにこの離宮は人払いされていることだろう。もちろん、アデリーナの指示によって。もしかしたら侍従や臣下たちもグルだったのかもしれない。

『両陛下の子作りのために、最大限のご配慮とご協力を』

　意気揚々と皆にふれ回るアデリーナの姿が頭に浮かんで、リュディガーはうっかり眉をしかめた。

「ル、ルディ？」

　夫の様子に気づいたモニカが不思議そうに声を上げると、彼は「なんでもない」と言って深い口づけを落とした。

　そして、ふれたくて仕方なかった妻のなめらかな肌を存分に愛でたのだった。




　こうして――西の離宮からはときどき上うわ擦ずった甘い声が漏れ聞こえ、すっかりのぼせてしまった皇后を皇帝が支えながら出てきたのは、日付けも変わろうかという深夜のことであった。




　翌朝。

「おはようございます、陛下。ご機嫌麗しゅう存じます」

　朝の礼拝へ向かうリュディガーに、廊下でアデリーナが声をかけてきた。なにもかもお見通しのような彼女の含み笑いが、なんとも憎らしい。

「おはよう」とだけ返したリュディガーは足を止めずに礼拝堂へ向かうが、アデリーナはニコニコとしながらそのままついてくる。

「……用事があるのなら早く言え」

　彼女の物言いたげな視線に負けたリュディガーはついに立ち止まり、渋い表情を浮かべる。それを待っていたかのように赤い唇をニンマリと持ち上げたアデリーナは、慇いん懃ぎんに姿勢を正してから口を開いた。

「温泉療法を続行してもよろしいか、陛下にお伺いしようと思いまして」

　案の定の言葉に、リュディガーはさらに苦虫を噛み潰したような顔をしてから観念して大きく溜息を吐いた。

「なにもかも計算通りというわけか。まったく、恐ろしい人だ。あなたが男だったらその明敏さを評価し、間違いなく側近のひとりに任命しただろうな。実に残念だ」

「わたくしはたとえ男に生まれたとしても、お堅い宮廷勤めなんかいたしませんわ。そんなことよりお聞かせくださいな、昨夜の効果を」

　今日も今日とてマイペース極まりないアデリーナに、リュディガーはたった今の考えを撤回した。こんなにデリカシーのない臣下など、男でも女でもそばには置けないな、と。

「聞くまでもないだろう。あなたの思い通りに事が進んだから、そんなに上機嫌な顔をしているくせに」

「違いますわ。もっと詳細が聞きたいんですの。吐精された回数と量、それから体力など」

「なっ……!?」

　アデリーナのあまりに下世話な質問に、思い切り顔が引きつってしまった。しかし彼女は平然としたままポケットから紙とペンを取りだし記録しようと構える。

「ザルツリヒの温泉には鉄分と亜鉛が豊富なのはご存知でしょう？　亜鉛は男性の強壮に欠かせない成分ですの。飲泉の経口摂取と入浴による皮膚からの吸収、それに入浴による水圧効果が加わり、昨夜はさぞかしお元気になられたと思うのですが」

　呆然としているリュディガーに、アデリーナはつらつらと説明する。

　まさかここまでなにもかもが計算尽くだったとは、もはやぐうの音も出ない。しかも言われてみれば、昨夜はいつまでも情欲が治まらず、モニカがぐったりするまで抱き続けてしまった。てっきり、お預けを食らったせいとモニカの色香のせいだと思っていたが――。

「……アデリーナ」

「はい？」

「……あなたはどの国の智将よりも恐ろしいかもしれない」

　もしこれで子ができたなら、それはアデリーナの手柄と言って間違いないだろう。大陸中が注目しているであろう皇帝の世継ぎ問題を、彼女はケロッと解決してしまい兼ねないのだ。

「お褒めの言葉と受け取らせて頂きますわ。それより、昨夜の詳細をお聞かせください。思うような効果が出ていなかったら、少し方法を変えますから」

「いや……効果は充分だ。だから特に変更はなくていい。……今夜も再び、全裸で入浴する」

　言いづらそうにモゴモゴと答えたリュディガーを見て、アデリーナはそれはそれは得意そうに微笑んだ。

「そうですか、それはなによりですこと！　陛下にもわたくしの療法の有効性を知って頂けてよかったですわ」

　そのとき、廊下の奥から足音が聞こえ振り向くと、同じように礼拝堂へ向かうモニカの姿が見えた。

「あ……おはようございます、陛下。アデリーナ」

「おはよう、もう起きたのか」

　昨夜は寝室に戻ってからもモニカの身体を貪むさぼってしまった。相当疲れさせてしまったと思い、今朝はゆっくり寝かせておこうと思っていたのだが、存外早起きしてきたようだ。

「ええ、なんだか今朝は身体の調子がよくて目覚めがよかったんです。温泉療法の効果が出ているのかもしれません」

　スッキリとした顔でそう言ったモニカに、リュディガーは複雑な表情を浮かべる。そして、そっと見やったアデリーナが満足そうに口角を上げ頷いているのを見て、またひとつ感心の溜息を吐いた。

「モニカ様、それはまさしく療法の効果ですわ。ここに来る前よりずっと血色がよくなられていますもの」

「本当、温泉療法ってすごいのね。ここは空気もおいしいし、また何度でも来たいわ」

「あら、まあ。では、皇帝陛下におねだりされたらよろしいですわ。陛下も温泉がとってもお気に召したみたいですし。ね、陛下」

　モニカの純粋な期待の眼差しと、アデリーナの意味深な笑みを向けられながら、リュディガーは思う。

　来年もまた、ここに来ようと。

　ただし――今度は有能すぎる医師の同行は遠慮したいところだが。




　かくして、ザルツリヒに滞在中の一週間。

　リュディガーとモニカはすこぶる良好な体調で休暇を満喫し、毎晩の特別な『温泉療法』によって濃厚な夫婦の時間を過ごした。

　そしてその翌月。

　宮殿にはついに皇后懐妊の吉報が駆け巡り、それを皮切りにほぼ毎年ザルツリヒでの保養休暇の後はモニカが妊娠することから、ザルツリヒは一躍『子宝の湯』として人気を博すこととなった。

　もっとも、そこに優秀な医師の協力と指導があったことは歴史に残っていない。

　皇帝夫婦とごく一部のものだけが、ゲオゼル大帝国の繁栄に影の立役者がいたことを知っていた。





終












あとがき




　こんにちは、桃城猫緒です。このたびは『カタブツ皇帝陛下は新妻への過保護がとまらない』をお手に取ってくださり、どうもありがとうございます。インペリアルな世界観で描かれる偉大なる皇帝とピュアな皇后のジレ甘ラブ、いかがでしたでしょうか？　お楽しみ頂けたなら幸いです！

　このたびはベリーズ文庫さんから初めての書き下ろし、しかもファンタジーを書かせて頂けるということで、緊張と興奮で胸をいっぱいにして執筆いたしました。ヒストリカルなラブファンタジーは読むのも書くのも大好きです。宮殿の煌びやかさ、ドレスの華々しさ、選ばれし血を引く王家の偉大さ、そんな遠い異国の雰囲気を当作品を通して感じて頂けたなら、たいへん嬉しく思います。

　さて。私は恋愛小説においてヒーロー含む男性キャラが恋にジレジレになる姿が大好きです。大好物です。それが普段キリッとしているような偉いお方だったりした日にゃ大喜びです。偉そうに王座で脚なんか組んじゃって、凛々しいお顔で臣下に命令してるのに、裏では「なんであんなに可愛いんだ～！　どうしたら俺をもっと好きになってくれるんだ～！」とヒロインを想ってジタバタするヒーローが最高にツボです。

　今回のヒーロー、リュディガーにはそんな萌えを詰め込みました。威厳がありすぎる故に、好きな子にずっと怯えられてジレジレする皇帝陛下。彼が心密かに恋に悶え苦しむたびに、私はニヤニヤしておりました。ひどい作者です（笑）

　さて。今回、表紙を担当してくださったのは浅島ヨシユキ様です。ファンタジーらしく華やかで、リュディガーもモニカもとっても素敵で感謝感激です！　どうもありがとうございました！

　今回より担当してくださった編集の鶴嶋様、編集協力の根本様、色々と質問や相談に真摯に対応してくださって、とても助かりました！　どうもありがとうございました！　そして書籍化にあたりこの作品に関わってくださったすべての皆様、心よりお礼申し上げます！

　そしてそして、最後になりましたがいつも応援してくださる読者様とこの本を手に取ってくれたすべての方に最大級の感謝を込めて。どうもありがとうございました！

　※ベリーズカフェ様のサイトでリュディガー視点の番外編を公開しております。よろしかったら是非読んでください。


桃城猫緒
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